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移行に伴う基本的な考慮事項
このドキュメントは、Office 97 から特定の Office 2003 Editions、この 2 つの製品の基本的な相違点を明らかにし、システム管理者がOffice 2003 Editions の導入を成功させるうえで重要と考えられる情報を提供することを目的としています。Office アプリケーションの使用方法と導入方法によって、メニュー バー ユーザー インターフェイス (UI) に違いが生じたり、Office 97 から Office 2003 Editions への移行後に不具が発生しすること場合が考えられます。ここでは、まずそうした問題について説明します。また、Office 97 から Office 2003 Editions への移行中および移行後に発生する可能性の高い問題も取り上げます。このドキュメントに記載されている内容は、Office 2003 ベータ版に関する情報と Microsoft Office System の早期導入ユーザーから Microsoft 製品サポート サービスに報告された情報を基にしています。関連するサポート技術情報も数多く紹介しています。

Office の基本要件
Office 2003 Editions は、Microsoft Windows® 2000、Windows XP、または Windows Server 2003 がインストールされているコンピュータにインストールできます。これらのオペレーティング システムは Windows 認証と Active Directory® をサポートしています。この 2 つのテクノロジは、Office 2003 Editions のセキュリティ機能、コラボレーション、およびポリシーに関連する利点の効果を増大させます。Office 2003 Editions の新機能には、Windows Rights Management または Passport 対応のユーザー アカウントを必要とするものがあります (具体的には Information Rights Management を指します)。また、ネットワークに Microsoft® Windows SharePoint™ Services を実装するためには、この製品で作成される SharePoint サイトの管理専用のサーバーを作成する必要があります。こうしたネットワークおよびサーバーに関する要件を把握したうえで Office を導入することにより、ユーザーの満足度を高め、システム管理者の負担を軽減することにつながります。

確認項目
このドキュメントの事前調査において、よく発生する不具合、サポート技術情報、導入および使用上の既知の問題への対処方法を説明したドキュメントなどを調べた結果、いくつかの重要な項目を以下にあげています。
· オブジェクト モデルの変更
· ウイルス チェック プログラムの相互運用性にかかわる不具合 (オブジェクト モデルの変更によるもの)
· オートメーションのエラー (プログラミング関連のオブジェクト モデルの不具合またはメモリ リーク)
· エラーおよびクラッシュの報告
· エラー低減の方策とエラーの解決策または回避策を見いだすために役立つ情報
· 問題を引き起こす可能性のある特殊な移行案件
Office 2003 Editions の製品アップデートやセキュリティ パッチは適時提供される予定です。Office XP を上回る安定性を Office 2003 Editions で実現するのに大きな役割を果たしたのが、エラー報告、不具合の追跡、サポート技術情報、および Office アプリケーションの設計変更です。Office 2003 Editions には、以下のことを目的とした機能が組み込まれています。
エラーの解決方法をユーザーが見いだせるように支援します。
ユーザーが共同でアイデアを練り上げられるようにします。
Information Rights Management (IRM) によって情報の漏えいを防ぎます。
Office セットアップ ソース ファイルをユーザーのコンピュータに配置します (ローカル インストール ソースのオプション)。これは Office の修復およびアップデートの際に役立ちます。
Microsoft からインターネット ベースのサービスをより多く提供します。そうしたサービスの例を以下に示します。
最新のヘルプ
更新可能なエラー メッセージ (拡張エラー メッセージ (追加ヘルプ付き))
リサーチ ソースの追加
新しいクリップ アート
Office 2003 Editions アプリケーションの無料オンライン トレーニング
主要な Office アプリケーション機能のビデオ ツアー
これらのサービスが主要な機能セットに追加されたことで、Office 2003 Editions の訴求力と価値がさらに高まりました。こうした機能の追加は、カスタマイズやインストールの複雑化につながるという面もあります。複雑化をもたらす要因は、ある製品が別の製品のサポートなしでは動作しないという機能同士の依存関係にあります。また、Microsoft Office のさまざまなエディションにおいて、複数のバージョンが混在している場合に、インストールされているアプリケーションおよび機能セットの設定や組み合わせに起因する問題が発生する可能性があります。ほとんどの場合、導入作業を開始してからそうした依存関係に気付いて困惑し、作業を始める前に把握しておくべきだったと後悔するものです。このドキュメントは、このような事態を回避できるようにすることを目的としています。
相互依存は、製品、機能、ActiveX® コントロール、ドライバなどの間に無数に存在し、未検証の構成シナリオという未知の領域に潜んでいる場合もあります。数百もの構成シナリオについて厳密な検証を行っていますが、あらゆるコンピュータ、ネットワーク、サーバー、ドライバ、デバイスを組み合わせ、考えられるすべての構成についてテストすることは不可能です。そのため、一般的な構成のテストに重点を置き、特殊な構成については代表的なものだけをテストすることになります。したがって､ユーザーが実際に使用する可能性の高い構成が評価および確認の対象となります。現在までの調査では、導入において検証していただきたい項目がもっとも多いのはMicrosoft Outlook® と Access にかかわる部分です。Word と Excel にも検証すべき項目はありますが、重大な事態に発展するようなことはほとんどありません。Outlook は、電子メール サーバーとの統合、ネットワーク、および電子メール プロトコルに大きく依存しています。Access では、各種のデータベース ファイル形式、他社のソフトウェアのデータベース ファイル形式にも対応しているため、データ アクセス エンジンやプロトコルには、その組み合わせによって、さまざまなドライバおよびサポート ファイルのアップデートが必要になるものもあります。移行に伴う問題を将来的に回避するうえで最も容易な方法の 1 つが "最新の状態にする" ということです。ソフトウェアのリリースが新しいほど、製品、機能、ハードウェア、ネットワーク構成などの非互換性に起因する問題の発生確率は低くなります。Windows Update や Office のアップデート サイトが開設されたことで、ソフトウェアを最新の状態に保つことが容易になりました。ソフトウェアを最新の状態に保つことには、非互換性の問題を解決できるだけでなく、セキュリティ上の危険を減少させる効果もあります。
システムの推奨条件
Office 2003 Editions のハードウェア要件に加え、実際の環境にあわせ以下の内容も参考、考慮事項になります。以下の内容は、Microsoft のプログラマ兼ライターによるものです。
「Windows 2000 または Windows XP を実行している RAM が 128 MB 以上のコンピュータであっても、プロセッサの速度が 400 Mhz 未満である場合は、Office 2003 Editions をインストールしないでください。ハード ディスクには十分な空き領域があった方がよいです。たとえば､容量が 40 GB のハード ディスクであれば、20 GB 以上の空き領域が残っている必要があります。私としては Windows XP を搭載したコンピュータへのインストールを推奨します。Office 2003 Editions は Windows XP 上での動作を前提として設計されているからです。Office 2003 Editions は Windows 2000 上でも動作しますが、Windows 2000 には Windows XP がユーザーから好評を得ている点や Windows Server 2003 が卓越した能力を発揮する領域で及ばない面があります。また、Windows Server 2003 はワークステーションではなく、平均的ユーザーが Windows Server 2003 をワークステーションとして使用するようになることは考えられません。Windows Server 2003 がターミナル サーバー モードで実行されているとしたら別ですが、そのような場合のハードウェアの推奨条件はまったく異なります。」
「サウンド カード、ビデオ カード、USB、Firewire、SCSI などについては、どのようなものを使用しても Office にそれほど大きな影響はありませんが (ただし、音声認識を使用する場合は、どのようなサウンド カードを使用するかが重要となります)、カスタム アプリケーションを実行する場合には直接的な影響をもたらすことがあります。したがって､ハードウェア サポートの最低レベルを決定する際には、コンピュータ全体を考慮に入れるようにしてください。率直に言って、プロセッサが 800 MHz 以上で 256 MB の RAM を搭載し、大容量のハード ディスクに十分な空き領域のあるコンピュータに Office 2003 Editions をインストールすれば、速度低下の原因となるウイルス チェック ソフトウェアをインストールした場合でも、パフォーマンスが低下することはなく、ユーザーが大きな不満を訴えることはありません。注意が必要なのは、スタートアップ フォルダ内のプログラムや、ウイルス チェック ソフトウェア、インタラクティブ サポート ドライバなどのツールが多くなるほど、システムの速度が低下するという点です。プロセッサの速度が速いほど、パフォーマンスも高まります。さらに、コンピュータが搭載する RAM のサイズが大きいほど、オペレーティング システムによる仮想メモリのページング回数が少なくなります。仮想メモリのページングは "ディスク スラッシング" に伴う最も厄介な問題の 1 つであり、通常は RAM の不足やハード ディスク領域の減少または過度のディスク断片化によって起こります。したがって､予防措置としてユーザーにときどきディスクのクリーンアップを実行するよう通知する必要があります。古いファイルをテープや CD に移したり、ネットワーク上のアーカイブ サービスにコピーしたりすることも必要です。」
メモリ管理に関するヒント
"ディスク スラッシング" の影響が深刻な場合は、コンピュータに搭載されている RAM の 2 ～ 2.5 倍のサイズの連続したハード ディスク領域を使用するように手動で設定することをお勧めします。そのためには、ディスクのクリーンアップ、古いファイルのアーカイブ、およびドライブのデフラグ (複数回) を実行すると共に、ページファイルのサイズを手動で設定する必要があります。ページファイルのサイズを設定するには、[コントロール パネル] の [システム] をダブルクリックし、[詳細設定] タブの [パフォーマンス] セクションにある [設定] をクリックします。[詳細設定] タブをクリックし、[仮想メモリ] セクションの [変更] をクリックして、[カスタム サイズ] ラジオ ボタンをオンにし、[初期サイズ] と [最大サイズ] に同じ値を入力します。
たとえば､コンピュータに 256 MB の RAM が搭載されている場合は、[初期サイズ] と [最大サイズ] を 575 または 750 に設定します。つまり、"初期サイズ = 575、最大サイズ = 575" または "初期サイズ = 750、最大サイズ = 750" とします。コンピュータで大量のグラフィックス (アート、設計図、連続した大規模なデータ セット) を扱う場合、プログラム (C、Basic、Java) をコンパイルする場合、または集中的な数値処理 (大量の Excel スプレッドシートや大規模データベースでのレポート生成) を行う場合には、これらのサイズを大きな値に設定する必要がありますが、集中的な処理が少ないコンピュータであれば、もっと小さい値に設定してもかまいません。この設定によって、ドライブ上のページファイルの断片化が軽減されるため、仮想メモリのページング処理が高速化します。
このことは、512 MB 以上の RAM を搭載したシステムではそれほど重要ではありません。RAM のサイズが大きいほど、メモリを仮想メモリ ページファイルにページングする必要性が低くなるからです。ただし、その場合でも連続したページファイルを作成することをお勧めします。仮想メモリの 2 つのサイズを同じ値に設定することによって、ページファイルがハード ディスク上の特定の位置に固定されます。そのため、ページファイルのサイズを変更する前にデフラグを実行することが必要となります。デフラグを実行することが特に必要となるのが、ノンリニア ビデオ編集 (NLE) システムやサウンド録音 (低速システムではビデオ データやサウンド データが仮想メモリへのページングによって失われることがあります) を実行するコンピュータ、ディスクの断片化によって並べ替えや検索の速度が著しく低下する可能性のある大規模データベースを実行するコンピュータなどです。このような処理を行う場合は、データの損失を減少させ、再現性を高めるために、大容量メモリ、高速ドライブ、高速データ ポートを搭載した、全体的に高速のシステムを使用する必要があります。また、これらの時間依存システムは専用コンピュータで稼働させ、Office アプリケーションは別のコンピュータで使用することをお勧めします。
新たに導入したコンピュータでは、使用を開始する前にドライブのデフラグを実行し、ページファイルのサイズを手動で設定することを推奨します。これによってハード ディスクの領域を大量に使用してしまいますが、後になると意味のあることになります。大量のデータを処理するほとんどの時間依存プログラム (ノンリニア ビデオ編集システムなど) では、ディスク I/O が処理速度を低下させる大きな要因となります。ページファイルの位置を固定することによって、断片化されたディスク読み取りを最低限に抑え、ドライブの断片化を軽減できるため、ディスクの空き領域サイズの予測可能性が高まります。ページング ファイルのサイズは、システムによる管理の場合、システム使用中に大きく変化するため、ディスクは空き領域不足と空き領域なしの間を行き来する状態となります。この問題に関するサポート技術情報がいくつかあり、メモリが不足したときにアプリケーションで発生する異常な現象について書かれています。エラーが偶発的なものであり、ディスクに空き領域がまったくない場合は、容易に原因を突き止め、解決することができます。
システムの復元
Windows XP を使用している場合は、"システムの復元" 機能について十分に検討することをお勧めします。ユーザーがシステムの破損を招くプログラムをインストールしてしまった際、この機能を利用すると、システム管理者は時間を大幅に節約できます (この機能によって熱心な管理者が何人か救われたという事実もあります)。システムの復元機能を使用すると、データ ファイルを削除することなくシステムを元の状態に戻すことができます。また、いずれかの復元ポイントに戻した後で、破損した設定を再現することもできます。この機能は、これまで何人かの関係者の大きな心痛を取り除いてきただけでなく、ある設定から別の設定へと切り替えながら、設定上の問題に対する診断を速やかに実行することも可能にしてきました。
この機能は、Windows XP では既定で有効になっています。この機能を実行すると、過去に行われたシステム設定の変更がカレンダー形式で表示されます (設定の変更は、通常、アプリケーションをインストールしたときに行われます)。コンピュータの設定を表示された日付の設定に変更することができます。ただし、この操作はリスクを伴います。インストールされている Windows XP の設定とインストール済みのすべてのアプリケーションの設定を保持するには、レジストリと、新しいソフトウェアのインストール中に削除される可能性のあるデータ ファイルのコピーを作成しておく必要があります。この情報は、システムの設定を何度か変更した場合は、かなり大量になることがあります。システムの復元機能が使用するディスク領域の最大サイズは、コントロール パネルの [システム] ユーティリティで設定できます。
情報の入手
以下の表に、Office 97 から Office 2003 Editions への移行時に発生する可能性のある問題と既知の機能相互依存要件を一覧します。どのような問題が発生すると考えられるか、どの問題が解決済みで、どの問題が調査中であるかを客観的に示し、システム管理者が移行について決定を下す際に参考となる詳細情報の入手場所を紹介することを目的としています。現在または将来の移行において発生する問題を解決するために、この情報をお役立てください。
システム管理者の方々には、Office 2003 support center (英語サイト) にアクセスし、最新のサポート情報を入手することをお勧めします。このサイトには、Office 2003 Editions の各製品に関する最新のサポート技術情報が一覧されています。また、Microsoft Office InfoPath™ 2003、Microsoft Office Visio® Professional 2003、Microsoft Office OneNote™ 2003 など、このドキュメントの目的には該当しないアプリケーションの最新バージョンに関する問題やサポート技術情報の膨大なリストもあります。
大企業での移行に役立つドキュメントの多くは、Office 97、Office 2000、Office XP、および Office 2003 Editions のそれぞれの Office リソース キットに掲載されています。Office の各種バージョン間で発生する問題への対処に役立つサポート技術情報も多数用意されています。これらの情報については、このドキュメントの本文中で紹介しており、このドキュメントの最後部の「Office 97 から Office 2003 Editions への移行に関連するサポート技術情報」にも一覧してあります。
技術的に Office 2003 Editions は、Office 97、Office 2000、Office XP のいずれにも優る製品です。これは設計によるものですが、アプリケーションと Microsoft サポート Web サイト上の情報リソースとの強化されたインターネット接続や、Office XP で導入され Office 2003 Editions で拡張されたエラー報告ツール (Microsoft Office エラー報告ツール) に関するユーザーからのフィードバックにも表れています。このツールによって、特定や捕そくが困難なエラーの数が減少しました。Office 2003 Editions の深刻な不具合のレベルは、以前のバージョンのレベルより大幅に低下しています。この成果の一端を担っているのが、エラー報告ツールと詳細なベータ テストです。また、Office 97 と Office 2003 Editions を比較すると、Windows インストーラ テクノロジを使用した Office 2003 Editions のカスタマイズ、インストール、管理、修復は、Office 97 で使用されていた ACMSETUP (ACME セットアップとも呼ばれます) よりはるかに優れています。エラー報告ツール と Windows インストーラが Office 2003 Editions をあらゆる点で以前のリリースより優れた製品にしていることは確かですが、これだけが Office 2003 Editions にアップグレードする理由ではありません。
Office 97 から Office 2003 Editions にアップグレードする際に発生する不具合が他にも発生する可能性がありますが、その多くは、VBA オブジェクト モデルと各アプリケーションのコア アプリケーション オブジェクトとの相互動作に対する技術的な変更に起因するプログラミング上の問題に関係するものです。こうした変更点を開発者が十分に理解していれば、特殊なビジネス ニーズに対応するため大規模なカスタマイズや独自の専門ツールの開発が必要となる大企業での移行に伴う問題は軽減できます。Office 97 のオブジェクト モデルと比較すると、Office 2003 Editions のオブジェクト モデルには大幅な変更が加えられており、Office 2003 Editions で更新されたオブジェクトの新しいインターフェイスや変更されたインターフェイスを使用するレガシ プログラムに適切な修正を加えるには、開発者が変更の内容について調べる必要があります。こうした問題は、Office 97 から Office 2000 Editions への移行でも発生しており、実際にはまったく新しい問題というわけではありませんが、Office 97 からそれ以降のどのバージョンに移行する場合でも、同様の問題が発生します。
VBA および Office アプリケーション オブジェクト モデルの変更点
時が経つにつれて、Office アプリケーションの機能向上を図るために、コード モジュールやコーディング テクニックをアップグレードすることが必要になってきました。このような変更によって、レガシ カスタム マクロ (古いバージョンの Office で作成され、それより新しいバージョンでの使用を目的としたカスタム コード) と、それが参照する各種 Office アプリケーションの新しいオブジェクト モデルとの相互動作も変更せざるをえないこともでてきました。通常は、古いバージョンの Office で作成されたカスタム アプリケーションは新しいバージョンのオブジェクト モデルでも正常に動作しますが、変更が必要になる場合もあります。ほとんどの問題は、新しいバージョンのオブジェクト モデルで作成したカスタム ソリューションを、オブジェクト モデル インターフェイスが存在しない古いバージョンの Office アプリケーションで使用する場合に発生します。つまり､新しいソリューションを古いバージョンの Office で使用する場合に問題が発生しやすくなります。
Office の新しいバージョンで開発したカスタム アプリケーションに下位互換性が必要な場合は、問題のオブジェクトとのバインディング テクニックを変更する必要があります。変更の内容によっては、カスタム アプリケーションの大幅な修正が必要となります。
Office アプリケーション内でオブジェクトをバインドするには、基本的な方法として、事前バインディング、DISPID バインディング、実行時バインディングの 3 つがあります。最近のコーディング理論では、実行時バインディングの使用が推奨されています。実行時バインディングを使用すると、古いインターフェイスを新しいインターフェイスに解決できないような設計変更をオブジェクトに対して加えることで発生する問題を回避することができます。場合によっては、事前バインディングを使用すると、v-table の解決が必要となるため、カスタム アプリケーションの速度が低下することがあります。したがって､オブジェクトによっては、既存のレガシ アプリケーションを実行時バインディングに変更する作業は意味があります。この作業を行う際に役立つサポート技術情報を、このドキュメントの最後部に挙げてあります。
Office のオブジェクト モデルによっては、この変更を行うと、新しいオブジェクト モデルで開発されたカスタム マクロ ソリューションと古い Office オブジェクトとの相互動作に対して大幅な変更が必要になることがあります。実行時バインディングでは、こうした問題の大部分を回避できます。この問題を扱ったサポート技術情報がいくつかあり、このドキュメント最後部の一覧に含まれているので、問題の解決に役立ててください。速度が極度に低下したり、障害やエラーを起こしたり、信頼性が低下していると思われるレガシ カスタム ソリューションは、オブジェクトのバインディング方法を変更する必要があると考えられます。
このような問題は、カスタム ソリューションをその作成に使用したオブジェクト モデルやライブラリより古いオブジェクト モデルで実行した場合にのみ発生するものです。たとえば､Word 2003 用に作成したソリューションは、事前バインディングを使用している Word 97 のオブジェクトへの要求を処理できない場合があります。これらのアプリケーションではオブジェクトのインターフェイスが異なるからです。ただし、ほとんどの場合、Word 97 で作成されたカスタム ソリューションは Word 2003 では正常に動作します。これは、オブジェクトの新しいバージョンに隠れているレガシ インターフェイスが見つかることが多いからです (ただし、そのカスタム ソリューションが Word 97 ライブラリで作成されている場合は、Word 2003 で再コンパイルされていないことが必要です)。
オートメーション エラー
カスタム アプリケーションによっては、オブジェクト モデルの変更が原因でオートメーション エラーが発生することがあります。こうしたアプリケーションで使用されているオブジェクト バインディング テクニックを入念にチェックすることをお勧めします。解決方法については、「サポート技術情報」で紹介する各資料および、下表のサポート技術情報を参照してください。
	247579
	Use DISPID Binding to automate Office applications whenever possible 

Visual Basic® for Applications または Visual C++® で作成された Office アプリケーションを自動化し、そのアプリケーションの複数のバージョンが相互動作できるようにする場合は、アプリケーションの現在のバージョンと将来のバージョンの間に互換性が保たれるように、DISPID をキャッシュする実行時バインディング (DISPID バインディング) または単なる実行時バインディングを使用することをお勧めします。
解決方法   実行時バインディングを使用します。


ウイルス チェック プログラムの影響
ウイルス チェック ソフトウェアの中には、Office 2003 Editions に移行した後で Office アプリケーションの低速化を引き起こすものがあります。ほとんどの場合、ウイルス チェック ソフトウェアの製造元が、この問題に対応するアップデート版を提供しています。そうしたアップデート版は、ウイルス チェック ソフトウェアの製造元の Web サイトから入手し、インストールできます。場合によっては、CD の提供を要求することも必要になります。通常は、ウイルス チェック プログラムを最新バージョンにアップグレードすると、アプリケーションの低速化は解消または改善できます。
これはきわめて重要な問題です。この問題を解決しなければ、場合によってはカスタム マクロ プログラムが正しく動作しないこともあります。アプリケーションやカスタム マクロの速度が著しく低下した場合は、ウイルス チェック ソフトウェアの製造元に連絡してください。ほとんどの場合、ウイルス チェック ソフトウェアの最新バージョンをインストールすると、速度低下の問題は解決します。コンピュータの設定をチェックし、システムが最適化されているかどうかを確認することもお勧めします。Word に必要なシステム最適化に関するサポート技術情報を下表に一覧します。これらの資料は Windows 上で動作する、すべてのアプリケーションを対象としているため、すべてのシステム管理者に推奨できる内容です。ただし、記載されている解決方法には、既に古くなり、Windows XP または Office 2003 Editions によっては有効でないものもあることに留意してください。紹介されている調整方法は、テストを行ってから実装することをお勧めします。
	239431
	How to optimize Microsoft Word 2000
Office アプリケーションだけでなくシステム全体の調整を行う場合にも役立つ資料です。Office のインストールの調整またはデバッグに関するその他のサポート技術情報についても数多く紹介しています。


不具合の報告
Office XP および Office 2003 用に開発された新しいテスト方法の登場で、Office 2003 Editions では深刻な不具合の量は以前のバージョンよりも少なくなりました。
サービス パックは、ほとんどの場合、Office 2003 Editions の Microsoft Office エラー報告機能をとおして Microsoft に報告された多くの問題に対処するためにリリースされます。この機能は、Office 2003 Editions アプリケーションの開発方針とサービス パックによる更新方法を決定付けるツールです。その最大のメリットは、メモリ リークをほぼ完全に解消できることと、不具合の発見からサービス パックによる修正までに要する時間を削減できることです。Office の企業ユーザーには、アプリケーションのクラッシュを Microsoft に報告できるように、この機能を使用することをお勧めします。統計分析の結果から見て、不具合の報告数が多いほど、その修正プログラムが作成される可能性も高くなります。
サポート技術情報
以下の表に、Office 97 を最近のリリースに移行する際に把握しておく必要のある問題を扱ったサポート技術情報を一覧します。これらの資料を挙げたのは、大規模な移行で発生する可能性のある問題を確認できるようにするためです。このドキュメントの最後部にも資料一覧がありますが、そこに挙げたのは Office 2003 Editions に関連するものです。資料名に付いている赤い大きな感嘆符は、重大な問題を扱っているため、ぜひチェックしていただきたい内容であることを意味します。
Office
	223396
	Microsoft Office ドキュメント内のメタデータを最小限に抑える方法
ファイル内の個人情報やそれに付随する情報を他人に見られたくない場合があります。そうした機密情報をファイルから削除する方法を説明した、重要性の高いサポート技術情報へのリンクを紹介します。セキュリティや作成者の個人情報の可視性に関心のある方に役立つ資料です。

	239431
	How to optimize Microsoft Word 2000
Office アプリケーションだけでなくシステム全体の調整を行う場合にも役立つ資料です。内容が少し古くなっていますが、システムの設定を最適化する際に必要となる情報として、その内容の大部分は現在でも有効です。

	242375
	Office 97 automation client fails after re-compilation with Office 2000 or Office XP type library
Office XP には、Office 97 のオブジェクト メンバに代わる同名の新しいオブジェクト メンバがあります (Office 97 のオブジェクト メンバは現在も Office アプリケーションの新しいバージョンに含まれていますが、隠されています)。カスタム オートメーション コントローラで事前バインディングと v-table バインディングが使用されている場合、v-table のエントリは、修正されたメソッドのバイナリ実装を参照します。この新しい実装は Office 97 アプリケーションには存在しないため、呼び出しが失敗します。
この資料では、事前バインディングと実行時バインディングの使用例を紹介しています。
解決方法   実行時バインディングを使用します。

	244167
!
	Writing automation clients for multiple Office versions
Office オートメーション プロジェクトを作成するときには、Office タイプ ライブラリを参照して事前バインディングを行うか、特定のオブジェクト モデルのメンバに関する情報を指定するかを選択できます。オブジェクト モデルのメンバには、その Office バージョンをサポートするプロパティ、イベント、メソッドや、それらの関数を実行時に呼び出すために必要なパラメータなどがあります。Office オブジェクト モデルは新しい機能のサポートの追加によって変更されるため、メンバの実装はバージョンごとに異なります。
この説明が、VBA マクロの実行時の問題に起因して移行の際に発生する問題を最も的確に表していると言えます。ぜひ読んでいただきたい資料です。
解決方法   実行時バインディングを使用します。

	247579
	Use DISPID Binding to automate Office applications whenever possible
Visual Basic または Visual C++ で作成された Office アプリケーションを自動化し、そのアプリケーションの複数のバージョンが相互動作できるようにする場合は、アプリケーションの現在のバージョンと将来のバージョンの間に互換性が保たれるように、DISPID をキャッシュする実行時バインディング (DISPID バインディング) または単なる実行時バインディングを使用することをお勧めします。
解決方法   実行時バインディングを使用します。

	262530
	Office program opens slowly with Norton installed
ウイルス チェック プログラムに起因する問題の 1 つで、ファイルや Office アプリケーションを開くのに時間がかかることがあります。この問題が発生しやすいのは、Norton AntiVirus 2002、Norton AntiVirus 2001、または Norton AntiVirus 2000 がインストールされている場合です。
解決方法   資料を参照してください。

	278569
	Encryption types list is missing Weak Encryption (XOR) and Office 97/2000 compatible options
これらの暗号化スキーマは Word 2002 と Excel 2002 に含まれており、Word と Excel の以前のバージョンの暗号化との下位互換性を保持します。Microsoft PowerPoint 2002 は、PowerPoint としてパスワードの暗号化をサポートする最初のバージョンであるため、これらの 2 つの暗号化オプションは一覧に表示されません。
解決方法   なし (既定の動作)

	281931
	Office バインダーのファイルを開けない
この問題は、Office XP または Office 2003 Editions に Microsoft バインダーが含まれていないために発生します。
解決方法   Office XP および Office 2003 Editions に付属の Unbind ユーティリティを使用します。

	290112
	General information about Microsoft Office XP encryption
この資料は、Office XP に加えられたファイルのプロパティの暗号化に関する変更について説明しています。Office の以前のバージョンでは、ファイルのプロパティは暗号化されません。Office XP では、サポートされているアルゴリズムを使用してファイルのプロパティが暗号化されます。この資料では、さまざまな暗号化方式についても説明しています。この点については Office 2003 でも変更が加えられていますが、この資料の内容は現在でも読む価値があります。

	828956
	同一 OS に複数のバージョンの Office をインストールした時の注意点 
Office の複数のバージョンを共存させた場合に発生する可能性のある問題について説明し、バージョンの競合を防ぐための推奨事項を提示しています。Office アプリケーションの複数のバージョンを同じコンピュータで使用する場合の影響について調べるには最適な資料です。この資料で紹介している方法は推奨できませんが、よく使用されていることも事実です。この資料には、インストールする順序、各バージョンのショートカットを保持する方法、および Outlook と Access の共存に伴う問題などが示されています。

	292584
	Setup overwrites Start Menu items from earlier versions
Office 2000、Office 97、および Office 95 のセットアップ プログラムは、すべて同じ名前で [スタート] メニュー項目を作成します。同じフォルダに 2 つの同じメニュー項目が存在することはできないため、既存のメニュー項目は新たにインストールした Office XP のメニュー項目によって上書きされます。最後にインストールした Office のバージョンが、それ以前にインストールされたバージョンのショートカットを上書きしてしまうので注意が必要です。この資料の大部分は、Office 2003 および Office 2003 リソース キットに含まれるカスタム インストール ウィザードにも当てはまります。
解決方法   既存の Office アプリケーションのショートカットを別のフォルダに移動し、それを [スタート メニュー] フォルダ内の別の場所にコピーします。

	294422
	スマート タグをオンまたはオフにしても Status フラグが更新されない
Office XP でスマート タグの状態を有効または無効に変更しても、スマート タグの状態フラグが更新されません。この現象は、スマート タグのレコグナイザおよびアクションのインターフェイスが CLSID ではなく ProgID で登録されたシステムで発生します。
解決方法   ProgID の代わりに CLSID を使って、スマート タグのレコグナイザとアクションのインターフェイスを登録します。

	311219
	Office XP の Mscal.ocx で事前バインディングを使用するクライアントのバイナリ互換性が無効になる
カレンダー コントロールのバージョン 10.0 には、以下のプロパティの参照 (putref) による Font オブジェクトの割り当てをサポートするためのメソッドが追加されています。

DayFont 

GridFont 

TitleFont
このインターフェイスの中ほどにメソッドが追加されたことで、ICalendar の v-table のレイアウトが変わったため、バイナリ互換性が損なわれました。その結果、mscal.ocx のバージョン 8.0 (Office 97) または 8.1 (Office 2000) への事前バインディングを使用して作成されたクライアントは、バージョン 10.0 の誤った v-table メソッドを呼び出すことがあります。 
この資料の主要な部分は現在でも有効ですが、提示されている、他のオペレーティング システムと Office 2003 に付属のカレンダー コントロールのレベルについては、多くの不適切な記載があります。
解決方法   実行時バインディングを使用します。

	313935
	Office programs stop responding after you upgrade to Windows XP
この現象は、プログラムの互換性モードを Windows 98/Windows Millennium Edition (Me) に設定し、Office プログラムの表示設定が空白であるか、640 x 480 を選択している場合に発生します。さらに、表示設定で "256 色" を選択している場合には、Office プログラムの使用中に "メモリ不足" のメッセージが表示されることがあります。
Office 2003 ではプログラムの互換性モードを使用しないようお勧めします。
解決方法   プログラムの互換性モードをオフにします。

	818954
	Office 2003 のセットアップの実行時にエラー メッセージ "エラー 1919. ODBC データ ソースの設定に失敗しました" が表示される
これは基本的にはインストール時の不具合です。レジストリに重要なエントリが含まれていない場合、Office のインストールは失敗します。この資料では、この問題の回避方法を説明しています。


Access

	246237
	Access 2000 object model breaks binary compatibility
Access オブジェクト モデルの変更によって、Access 97 とのバイナリ (v-table) 互換性および DISPID 互換性が失われました。この資料では、事前バインディングが無効になる理由について説明しています。
解決方法   実行時バインディングを使用します。

	286341
!
	変換で問題が発生する場合のトラブルシューティングのヒント
Microsoft Access 1.x または Microsoft Access 2.0 のデータベースを Microsoft Access 2002 データベースに変換すると、新しい機能や拡張機能との互換性の問題により、変換処理中に警告メッセージが表示されることや、変換処理が停止することがあります。
この資料では、Microsoft Access でデータベースを正しく変換できない場合の全般的なトラブルシューティングのヒントを提供します。

	286345
	Access 97 形式に変換したデータベースで "このコントロールにはオブジェクトがありません" エラーが発生
フォームやレポートには、1 つまたは複数の ActiveX コントロールが含まれています。Access 2002 では ActiveX コントロールの挿入や保存に IPersistStream インターフェイスを使用するのに対し、Access 97 では、コントロールの永続性に関する情報を保持する IPersistStorage インターフェイスを使用します。これが原因で、この問題が発生します。
解決方法   資料を参照してください。

	289525
	Unexpected characters appear when you convert databases that have non-U.S. English characters
Microsoft Access の以前のバージョンでは、外国語の記号の表現に ANSI コード ページを使用しています。データベースを Access 2002 (Jet 4.0) に変換すると、すべてのデータが Unicode に変換されます。このとき、データを ANSI コード ページから Unicode にマップする必要があります。
マッピング プロセスで使用する ANSI コード ページの決定に、Jet データベース エンジンでは、オペレーティング システムのコード ページが使用されます。
オペレーティング システムのコード ページが英語 (U.S.) (1252) の場合、Jet データベース エンジンは英語 (U.S.) コード ページを使用して外国語特有の文字をマップします。外国語特有の文字を含むデータベースの変換に英語 (U.S.) コード ページが使用されると、それが原因で変換後のデータベースに誤った文字が表示されます。
解決方法   外国語特有の文字を含むデータベースは、その言語のコード ページとその言語をサポートするフォント ファミリを使用するオペレーティング システムで変換します。

	290291
	How to suppress the Convert/Open Database dialog box
Access 2002 で Access 97 データベースを開くときに、[データベースを変換/開く] ダイアログ ボックスが表示されないようにするには、Access Settings サブキーに NoConvertDialog という名前のレジストリ エントリを追加します。
この設定により、データベースが変換できなくなることはありません。データベースを開くときに、[データベースを変換/開く] ダイアログ ボックスが表示されなくなるだけです。このように設定した場合でも、メニューからオプションを選択することによってデータベースを変換できます。
このオプションは Access 2003 にもあります。必要に応じて、10.0 は 11.0 に、Office XP は Office 2003 に、Access 2002 は Access 2003 にそれぞれ置き換えてください。
解決方法   資料を参照してください。

	294755
	データベースを変換しようとすると VBA プロジェクト破損のエラー メッセージ
これらのエラー メッセージが表示されるのは、Access 2002 形式に変換するデータベースがコンパイル済みの状態でない場合、または変換するデータベースが既に破損している場合です。これらのエラーは Access 2003 でも発生することがありますが、この資料に示されている解決方法は Access 2003 にも適用できます。
解決方法   データベースを最適化してからコンパイルします (資料を参照してください)。

	304318
	Programmatically convert multiple Access databases
この資料では、Access データベースをプログラム的に変換する 2 つの方法について説明しています。1 つ目の方法は、ConvertAccessProject メソッドを使用してデータベースを別の形式に変換するというものです。もう 1 つは、Shell 関数を使用して /convert スイッチ付きで msaccess.exe を実行するという方法です。2 つ目の方法はサンプル コードのコメント ブロックに記述されています。2 つ目の方法を使用した場合は、[ツール] メニューから開く [オプション] ダイアログ ボックスで指定した [既定のファイル形式] の設定にかかわらず、データベースは Access 2000 形式に変換されます。 

	304701
	How to troubleshoot corruption in a Microsoft Access DB
破損したデータベースの修復に役立つサポート技術情報が紹介されています。
Access データベースまたは Jet データベースを扱うシステム管理者や開発者に好適な資料です。

	313233
	You receive compile errors after you open or convert a database that has older DAO code
この問題は、Access 2002 に互換性タイプ ライブラリがないことが原因で発生します。現在でも DAO ソリューションを使用している場合、この資料はきわめて有用です。
解決方法   コードを現在の DAO 構文に更新します。

	319400
	Conversion white paper available in the download center
ホワイト ペーパー「Microsoft Access 2002 Conversion」では、古いバージョンの Access データベースを Access 2002 形式に変換する作業について説明しています。また、新しい形式のデータベースを古い形式に変換する際に発生する問題についての説明もあります。Access 2002 および Access 2003 には、データベースを古い形式で保存できる新機能が追加されています。この機能を使用すると、Access 2002 データベースを Access 2000 や Access 97 のファイル形式で保存できます。

	324350
	There were compilation errors during the conversion or enabling of this database...
確率は低いものの、変換ユーティリティで Access Basic コードを Visual Basic for Applications コードに変換できない場合があります。たとえば､変換ユーティリティでは、DoCmd ステートメントを DoCmd オブジェクトのメソッドに変更できないことがあります。
解決方法   資料を参照してください。

	324702
	Convert to a different file format in Access 2002
この資料では、Access 2002 または Access 2003 で Access データベースを Access 97、Access 2000、Access 2002 のファイル形式に変換する手順を説明しています。あるバージョンの Access データベースをそれより前のバージョンまたは後のバージョンのファイル形式に変換する必要がある場合に役立つ情報です。


Excel
	231840
	Hyperlinks in embedded Excel Workbook do not work
この現象は、新規または既存の Excel ブックを埋め込むときに発生します｡既存のブックにリンクするときには発生しません。
解決方法   Microsoft Excel ブックを埋め込むのではなく、Excel ブックにリンクします｡

	280641
	Custom toolbars are not imported to XL2002
この現象は、Excel 2002 が自動的にユーザー設定のツール バーを移行しないために発生します。
解決方法   資料を参照してください。

	284876
	Excel 2002 fails when automation add-in loads
この問題は、アドインがフォームまたはダイアログ ボックスを表示するときや、アドインが Excel の状態を変更するオートメーション要求を発行した場合に発生する可能性があります。
解決方法   資料を参照してください。

	291051
	List of supported file formats in Microsoft Excel 2002
Microsoft Excel では、さまざまなファイル形式のファイルを開いたり保存したりできます｡この資料には、Microsoft Excel で使用できるファイル形式のリストが記載されています。必要に応じてバージョン番号が示されており、各種ファイル形式についての説明もあります。

	293412
	Articles about troubleshooting errors in worksheet
Excel 2002 ワークシートに表示されるエラー メッセージの原因を突き止めるのは、きわめて困難です。この資料には、Excel 2002 ワークシートに表示されるエラー メッセージのトラブルシューティングについて説明するサポート技術情報が数多く紹介されています。

	294414
	Incorrect password when opening a workbook in Excel 97 or 2000
暗号化 (パスワードで保護) された Excel 2002 ブックは、正しいパスワードを入力しても、Excel 2000 または Excel 97 では開くことができない場合があります｡
この資料のタイトルは、「なぜ Excel 2002 または Excel 2003 のブックをそれ以前のバージョンで開くことができないか」とした方が的確です｡
解決方法   Excel の以前のバージョンがサポートする暗号化方式を使用してファイルを保存します｡

	306656
	Insert chart causes Microsoft Excel to fail when CSV file contains brackets
Microsoft Excel が角かっこを範囲修飾子と誤認するために、リンクされている範囲を解決しようとすると、処理が失敗します｡
ファイル名やリンクされた範囲の誤った解釈の原因となる記号はほかにもあります。Excel 2003 には、無効な文字が誤って挿入されないようにする機能がありますが、他のプログラムによって無効な文字が挿入されてしまうこともあります。この問題への対処を依頼される可能性のあるシステム管理者には推奨できる資料です。この問題が Excel 2003 で発生したときには、それに関する拡張エラー メッセージのトピックを表示できます｡このトピックには、問題の説明とブック ファイル名やワークシート名に使用できない文字が示されています。
解決方法   ファイル名には角かっこを使用しないでください。

	318184
	Excel may stop responding when you open an HTML file streamed from a web site
HTML ファイルがロードされたときには、そのファイルのイメージがアイドル時処理中に非同期でダウンロードされます｡こうしたイメージへのパスに相対 URL が使用されている場合、Excel は、まず開いたワークシートの完全なパスを解決します｡ところが、非同期ダウンロードが開始されるときに、そのワークシートが完全にはロードされていなかった場合、またはすぐに閉じられたためにワークシートがアンロード中であった場合には、ポインタ値が Null となり、予期せずして Excel が応答を停止することがあります｡
解決方法   <IMG> タグの取得場所に完全な URL を使用します｡ 


	320369
	"Old Format or Invalid Type Library" error when automating Excel 2002
このエラーは、以下の条件がすべて満たされた場合、Excel メソッドを呼び出したときに表示されます｡

そのメソッドの呼び出しに事前バインディングが使用されている。

そのメソッドに LCID (ロケール識別子) が必要である。

英語版の Excel を使用しているにもかかわらず、オペレーティング システムが別の言語に設定されている。
クライアント コンピュータで英語版の Microsoft Excel 2002 を使用しており、現在のユーザーのロケールが英語以外の言語に設定されている場合、Excel はその言語の言語パックを探します。その言語パックが見つからない場合は、エラーが報告されます｡ 

解決方法   設定されている言語の言語パックをインストールするか、オペレーティング システムの言語を英語に設定するか、実行時バインディングを使用します｡

	327006
	Cannot update workbook with external links from earlier version of Excel
Excel 2000、Excel 2002、または Excel 2003 で Excel 97 (またはそれ以前のバージョン) の形式のファイルを開くと、リンク更新状態に関係なく、ブック全体が強制的に再計算されます｡この再計算において、Excel 97 の計算エンジンに起因する問題が修正されます｡強制的な再計算によって、ファイルを開くいた後で必ず正確な計算が実行されます｡外部リンクのソースがない場合は、正確な計算ができないため、#REF エラーが返されます。再計算において DDE リンクが使用できない場合にも、このエラーが返されます。 

解決方法   ファイルの計算モードを手動に設定するか、外部リンク ソースを使用可能にします (資料を参照してください)。


Outlook
	320756
	Outlook stops responding (hangs) when you quit the program
この問題は、Symantec Corporation のファックス管理ソフトウェア WinFax PRO 10.0 がインストールされている場合に発生します｡WinFax PRO 10.0 は Outlook 2002 とは互換性がありません｡Microsoft Office XP および Outlook 2002 と互換性を実現するには、WinFax PRO 10.02 以降を使用する必要があります。詳細については、Symantec の Web サイトをご覧ください｡
解決方法   Office XP と互換性のあるバージョンをインストールします｡


Word
	211948
	No macro warning opening file containing macros
以下のいずれかの理由により、この現象が発生する可能性があります。 

ファイルの場所

ユーザー テンプレート フォルダ

ワークグループ テンプレート フォルダ
それに加え、[組み込み済みのアドインとテンプレートをすべて信頼する] チェック ボックスがオンに設定されている
セキュリティ レベルが [低] に設定されている。
ファイルが信頼できる発行元からのものである。

	232465
	Converting macros from Microsoft Word 97 to Microsoft Word 2000
Word 2000 では、Visual Basic for Applications (VBA) で作成した Word 97 マクロを変換する必要はありません｡ただし、Word 2000 で Word 97 マクロを実行した場合、Word の機能変更により、Word 97 マクロの実行または結果に影響を及ぼすことがあります｡
オブジェクト モデルとそのインターフェイスに変更が加えられたため、マクロによっては、新機能を使用するときに問題が発生することがあります｡オブジェクトには、実行時バインディング テクニックに変更しなければ使用できないものもあります。さらに、SDI から MDI への変更 (シングル ドキュメント インターフェイスからマルチ ドキュメント インターフェイスへの変更) によって、一部のカスタム プログラムで重大な問題が発生する可能性もあります。

	244202
	Picture displayed as red "X" in document
この現象が発生するのは、Word 文書が Word 97 SR 1 より前のバージョンで作成され、文書内にビットマップ (.bmp) ファイルが挿入されているか、ピクチャが貼り付けられている場合です。この現象は、ビットマップ以外のグラフィック形式でも発生することがあります｡
Word では、表示できないグラフィックやピクチャは、赤い X 印または一般的ピクチャ (円、正方形、三角形) で表されます｡Word でピクチャが表示されない場合は、そのピクチャが破損していると考えられます。また、メモリやリソースが不足している場合にも、文書からピクチャ データが失われることがあります｡
この資料は、文書内でのピクチャの表示に関する問題を数多く扱っているほか、赤い X 印が表示される原因として考えられる問題も明らかにしており、きわめて有用です。システム管理者やプログラマであれば、必ず読んでおきたい資料の 1 つです。
解決方法   ピクチャを手動で復元するか、リンクを更新するか、破損したファイルを修復します｡

	278928
	Word 2000 以後に導入された機能をオフにできない 
Word 97 から Word 2003 までの Word 文書は、すべて同じファイル形式です。Word 2003 で作成された文書を Word XP、Word 2000、Word 97 で使用するためには、Word 文書として保存し、Word 97 より後のバージョンで追加された機能を無効にします｡Word 2003 文書を Word 2000 で開くと、文書内のほとんどのアイテムは元の状態で表示されますが、Word 97 では、Word 2003 で導入された書式設定や自動作成の機能が使用されている場合、文書の表示に違いが生じます。Word を開いているときに Word 2003 の新機能を無効にすることはできません。ただし、文書を保存するときに Word 2003 の新機能を無効にすることは可能です。
解決方法   [ツール] メニューの [オプション] をクリックします｡[保存] タブの [以下のバージョンより後に追加された機能はサポートしない] チェック ボックスをオンにして、保存するときの Word のバージョンを選択します｡

	288792
	Word の互換性オプションについて
この資料は、Word 2002 の [オプション] ダイアログ ボックスにある互換性オプションについて説明しています。
互換性オプションに関しては、Word 2002 と Word 2003 でわずかな違いしかありませんが、この資料では、オンライン ヘルプには記載されていないオプション機能を明らかにしています。

	290771
	Word 2000 or Word 97 stops responding when you try to start it
Word の起動中には、レジストリ データ キーおよび Normal.dot グローバル テンプレートと共に、Word または Office のスタートアップ フォルダに保存されているテンプレートがロードされます｡これらのファイルに破損しているものがあったり、レジストリ キーが破損していたりすると、Word を起動できないことがあります｡ 

解決方法   資料を参照してください。

	293325
!
	Explanation of preview settings for Tracked Changes
変更履歴のさまざまな表示設定について説明した資料です。
変更履歴に関する問題の中でエンド ユーザーにとって特に重要なものは、変更箇所の表示方法です。

	304862
!
	Using mail merge in Word 2002 white paper available
Word 2002 で差し込み印刷に加えられた変更について説明した資料です。差し込み印刷を行う場合や差し込み印刷カスタム アプリケーションを Office XP に移行する場合は、この資料をぜひお読みください。
この資料で取り上げられている問題の大部分は、Word 2003 にも該当します｡

	319181
	Dimensions of body of printed document are reduced, and right and bottom margins are expanded
この資料のタイトルは、「印刷した文書の本文が縮小される」とした方が的確です。
この現象は、以下のすべての条件が満たされている場合に発生する可能性があります。

文書にコメントまたは変更履歴が含まれている。

[変更内容の表示] が [最終版] に設定されていない。
Word では、コメントはページの下部に追加され、変更履歴は右側の余白に挿入されます。コメントや変更履歴が含まれていないページがあっても、すべてのページにコメントおよび変更履歴を表示するための領域が作成されます｡ 

解決方法   [変更内容の表示] を [最終版 (変更箇所/コメントの表示)] から [最終版] に変更します ([チェック/コメント] ツール バー)｡


全般的な考慮事項に関する資料
ここでは、管理者が必要とする情報をできるだけ多く提供することを目的として、Microsoft の情報データベースから移行に関する情報を見つけるために役立つ追加リソースを示します｡
以下に挙げた資料は、Windows 2000 または Windows XP 上で Office 97 を使用した場合に発生する問題を扱ったサポート技術情報やその他の関連ドキュメントです。Office 97 からそれ以降のバージョンへのアップグレードに関するドキュメントも含まれています。ここに示したサポート技術情報、マーケティング関連のドキュメント、および Office リソース キットのドキュメントは、Office の以前のバージョンを対象としたものですが、基本的な内容は Office 2003 Editions にも適用できます｡
	
	Office Professional Edition 2003 をお勧めする理由トップ 10
マーケティングを目的とした Web サイトですが、ほとんどの企業に該当する有益な情報が掲載されています｡

	257643
	Spelling, Grammar not available in Word running on Windows 2000
ローカル ユーザー グループは、十分な権限がないため、必要なレジストリ キーを更新または作成することはできません｡ 

	
	Deploying Office XP at Microsoft - Sharing Microsoft’s Information Technology Group experiences (英語情報)
Office XP の機能によって、従業員の生産性は大幅に向上します。Microsoft では、社内に Office XP を導入した結果、高品質の製品を生み出すことが可能となり、充実したエンド ユーザー エクスペリエンスを実現できました。この成果は、Office 97 や Office 2000 を使用していたころより、ヘルプデスクへの問い合わせが減少したことからも明らかです。ITG が得た教訓は、さまざまな組織が万全の Office XP 導入計画を作成するための参考となります。 

	
	Deploying Office XP in companies with 50-250 PCs (英語情報)
50 ～ 250 台のコンピュータを使用している企業での Microsoft Office XP の導入に関する資料のリストが掲載されています｡

	
	Deploying Office XP in Companies with 250-5000 PCs (英語情報)
250 ～ 5000 台のコンピュータを使用している企業での Microsoft Office XP の導入に関する資料のリストが掲載されています｡

	
	Deploying Office XP in Companies with More Than 5000 PCs (英語情報)
5000 台を超えるコンピュータを使用している企業での Microsoft Office XP の導入に関する資料のリストが掲載されています｡

	
	Designing for performance and compatibility (英語情報)
Visual Basic 6.0 のドキュメントの一部であり、Visual Basic の 3 つのバージョンにおける変更点について説明しているほか、移植可能なコードを作成するためのヒントも挙げてあります。

	
	FAQs about upgrading to Word 2000 (英語情報)
以前のバージョンの Word  から Word 2000 への移行に関する基本的な質問を数多く取り上げています。

	
	Maintaining Help backward compatibility with Office 97/2000 applications (英語情報)
カスタム アプリケーションと Office 97 および Office 2000 のアプリケーションとの互換性を維持するためには、Microsoft Help Workshop または WinHelp 4.0 互換のオーサリング ツールを使用して、ヘルプを作成し、WinHelp 4.0 ファイルとしてコンパイルする必要があります｡Office 97 アプリケーションでのヘルプの表示に使用できる標準のプロパティおよびメソッドでは、HTML 形式のヘルプ ファイルを使用して状況依存のヘルプまたは標準ヘルプのトピックを表示することはできません。

	
	Microsoft Office file format migration (英語情報)
Office XP を導入する場合、ほとんどのケースにおいて 2 つの問題が生じます。1 つは、ユーザーが Office の以前のバージョンで作成されたドキュメントを使用する必要があること、もう 1 つは、ユーザーが Office XP を使用していないユーザーとドキュメントを共有する必要があることです。Office XP への移行計画を作成する際には、Office の各バージョンのファイル形式に関する知識が役に立ちます。 

この資料には、システム管理者にとって有益な情報が含まれています。

	
	Office XP and file sharing in a heterogeneous Office environment (英語情報)
新しいバージョンの Office に移行する際にシステム管理者が検討する必要がある問題は 2 つあります。1 つは、ユーザーがファイル形式を変換した場合にデータが失われる可能性はないかどうかという問題であり、もう 1 つは、アップグレード後に下位互換性が確保されるかどうかという問題です。この資料では、Office XP へ移行する前、移行中、および移行した後に、Office の異なるバージョンを使用するユーザー間でファイルを共有できるようにする方法について説明しています。

	
	Office XP deployment and administration (英語情報)
Microsoft Office は、以前より信頼性が向上しており、設定や管理も容易になっています。この資料では、Office XP を設定する際の自在性を高める新しいツールの使用方法を習得でき、それによってデスクトップの導入およびサポートに伴うコストを削減することができます。

	
	Office XP deployment blueprint (英語情報)
Office XP の計画、導入、移行を進める際に役立つプランニング ワークブックです。Office XP を導入する際の推奨事項、チェックリスト、導入の各フェーズに関する一般的な情報などが掲載されています。

	
	Sharing macros and templates with previous versions of Word (英語情報)
Word 2000 へと段階的にアップグレードする場合には、Word 2000 のユーザーと以前のバージョンの Word を使用しているユーザーがマクロやテンプレートを共有する必要があることがあります｡この資料では、こうした問題を軽減する方法をいくつか挙げています。

	
	Sharing workbooks with previous versions of Excel (英語情報)
Excel 2000 へと段階的にアップグレードする場合には、Excel 2000 のユーザーと Excel 98、Excel 97、Excel 95、および Excel 5.0 のユーザーがブックを共有しなければならないことがあります｡この資料では、こうした問題を軽減する方法をいくつか挙げています。

	
	Upgrading to Excel 2000 - Saving workbooks in Excel 5.0/95 format (英語情報)
Microsoft Excel 2000 のブックを Excel 5.0/95 のブック形式で保存すると、Excel 2000 に特有の書式設定、データ、および機能が失われることがあります｡この資料には、こうした問題がほぼすべて示されています。情報が失われることについて心配している方は、ぜひお読みください。

	
	Upgrading to PowerPoint 2000 - Sharing presentations with previous versions of PowerPoint (英語情報)
PowerPoint 2000 と PowerPoint 98、PowerPoint 97、または PowerPoint 95 の間でプレゼンテーションを共有する場合に発生する問題について説明しています。

	
	Upgrading to Word 2000 - How to customize the way Word 2000 displays documents (英語情報)
Word 2000 とそれ以前の Word では、アイテムの整列やレイアウトに違いがあります。たとえば､Word 2000 文書の改行や改ページは、Word 95 の場合とは異なります。


Office カスタム ソリューションの開発
	291294
	Summary of Workbook and Worksheet application events
Visual Basic for Applications のワークブック イベントおよびワークシート イベントが一覧されています。Microsoft Excel 97 より前の Microsoft Excel バージョンで使用されていた、各イベントに対応するコマンドも示されています。

	289150
	RTD 関数の設定および使用方法
新しいワークシート関数 RTD (RealTimeData) の機能について説明しています。この新しいワークシート関数では、COM (Component Object Model) オートメーション サーバーを呼び出し、データをリアル タイムで取得することができます。


Maintaining Backward Compatibility with Office 97/2000 Applications (英語情報)   WinHelp ベースのヘルプを HTML 形式のヘルプに移行する方法について説明しています。 

Object variable declaration (英語情報)   事前バインディングと実行時バインディングの概念について詳しく知らない方にとっては、絶好の入門書です。プログラマ以外で、バインディングの概念を習得する必要のある方は、ぜひお読みください。
Deployment of managed COM add-ins in Office XP (英語情報)
Using the COM add-in shim solution to deploy managed COM add-ins in Office XP (英語情報)
Office 97 と Office 2003 Editions の主な相違点
ACME 設定オプションと Windows インストーラ設定オプションを見比べると、明らかに違いがあることがわかります。そうした設定オプションには、関連するアプリケーションに統合されたものもあれば、そうでないものもあります。オプションが使用できなくなった理由についても必要に応じて説明します。
Access
Microsoft ブリーフケース レプリケーションは削除され、代わりに Access のデータベース レプリケーション機能が追加されました。
Binder
Office 2003 Editions には含まれていません。[Office ツール] の [Microsoft Office バインダー サポート] をクリックすると、Office 2003 Editions 設定機能構造が表示され、そこにセクションを別々に保存するユーティリティがあります｡
Bookshelf
Office 2003 Editions には含まれていません。
コンバータとフィルタ
各種 Office アプリケーションの [開く] ダイアログ ボックスおよび [保存] ダイアログ ボックスには、よく使用されるファイル コンバータがいくつか統合されました。Office アプリケーションがサポートしていたアプリケーションが使用されなくなったために、削除されたコンバータもあります。その一例を以下に示します｡
Lotus Notes 用コンバータ
Lotus 1-2-3 コンバータ
TIFF ファイルのインポート
Windows ビットマップ ファイルのインポート
拡張メタファイルのインポート
Truevision Targa ファイルのインポート
AutoCAD DXF ファイルのインポート
Micrografx Designer/Draw ファイルのインポート
PC Paintbrush PCX ファイルのインポート
WordPerfect グラフィックスのエクスポート
Windows メタファイルのインポート
Kodak Photo CD ファイルのインポート
JPEG ファイル交換形式のインポート – Joint Photographic Experts Group (JPEG) ファイルのインポートに変更
PNG ファイル形式のインポート
以下のコンバータを Office 2003 で使用するためには、ダウンロードが必要です｡
	ファイル名
	ファイル形式
	コンバータの対応機能 ([開く] / [名前を付けて保存])

	WWORD5.CNV
	Word 5 (アジア版 Word 2)
	開く、名前を付けて保存

	EXCEL32.CNV
	Microsoft Excel
	開く
メモ : このコンバータはコピーおよび貼り付けには使用されません。

	LOTUS32.CNV
	Lotus 123
	開く

	MACWRD32.CNV
	Mac Word
	開く、名前を付けて保存
メモ : このコンバータは、Word で Mac ファイルを開くときには使用されませんが、他のアプリケーションでは使用されることがあります｡

	W6JEX32.CNV
	日本語版 Word 6.0/95
	名前を付けて保存

	W6SCEX32.CNV
	簡体字中国語版 Word 6.0/95
	名前を付けて保存

	W6TCEX32.CNV
	繁体字中国語版 Word 6.0/95
	名前を付けて保存

	W6KEX32.CNV
	韓国語版 Word 6.0/95
	名前を付けて保存

	WNWRD232.CNV
	Word 2.0
	開く、名前を付けて保存
メモ : このコンバータは、Word で Word 2.0 ファイルを開くときには使用されませんが、他のアプリケーションでは使用されることがあります｡

	MSWRD632.CNV
	Word 6.0/95
	名前を付けて保存

	WRD6EX32.CNV
	Word 6.0/95
	名前を付けて保存

	WRD6ER32.CNV
	Word 6.0/95 および 97+ RTF
	名前を付けて保存

	WORKS432.CNV
	Works 4
	開く、名前を付けて保存

	WORKS532.CNV
	Works 2000
	開く、名前を付けて保存

	TXTLYT32.CNV
	レイアウト付きテキスト
	開く、名前を付けて保存


上記のコンバータをダウンロードする場合は、Office リソース キットの「ツールボックス」の「Microsoft Office Converter Pack」にアクセスしてください。
DAO
現在、Office にはデータ アクセス オブジェクト (DAO) のサポートは含まれていません。ただし、現在でも Access (JET) データベースおよび SQL データベースに対してクエリを実行するときには DAO を使用できます｡  DAO は、RDOやADOなどの新しいテクノロジに引き継がれます。
データベース ドライバ
以下のデータベース ドライバは Office の機能としてはインストールできませんが、対応するデータ ソースが使用可能な各種アプリケーションに統合されています。
dBASE および Microsoft FoxPro ドライバ
Microsoft Excel ドライバ
Microsoft SQL Server ドライバ
テキストおよび HTML ドライバ
Microsoft Office ショートカット バー
この機能は Office ドキュメントのショートカット機能に引き継がれました。この機能は内容が縮小されていますが、Office 97 以降の各バージョンに加えられた変更によるアプリケーション間の相違点と、段階的な導入に伴って生じた相違点によって、Microsoft Office ショートカット バーと競合します｡問題が発生するのは、以前のバージョンの Office アプリケーションを削除せずに Office 2003 Editions をインストールした場合です。たとえば､Excel または Access の既存のバージョンをコンピュータから削除していないとします｡Office ドキュメントのショートカット機能は既定ではインストールされないため、既存の Office アプリケーションをすべて削除しなければ、Microsoft Office ショートカット バーが残ったままとなります (既存の Office アプリケーションをすべて削除してから Microsoft Office ショートカット バーを削除することが必要です)｡その結果、削除されていないアプリケーションの [Microsoft Office ショートカット バー] タブのテンプレート リストに何も表示されないという現象が起こります｡Office 2003 Editions をインストールするときに Office ドキュメントのショートカット機能を選択すると、Microsoft Office ショートカット バーが削除され、Office ドキュメントのショートカット機能がインストールされるため、テンプレート リストに何も表示されないという現象は起こりません。 

Office アシスタント
この機能は、Office 2003 Editions では既定で有効にすることはできません。Office 2003 Editions のインストール中に Office アシスタントを有効にする ([表示する] を選択する) 必要があります｡また、Office アシスタントを有効にすると、Office 2003 Editons の新機能である拡張エラー メッセージ (追加ヘルプ付き) は無効になります。
Find Fast
この機能は Office 2003 Editions には含まれていません。Find Fast インデックスを削除する方法については、Microsoft サポート技術情報の Knowledge Base の文書 205289 (英語情報) および 282107 を参照してください。
Excel
Microsoft Map の機能は削除されました。
以下のアドインは、現在、Excel には含まれていません。
AccessLinks
自動保存
ファイル変換ウィザード
レポート
データ追跡機能付きテンプレート ウィザード
Quattro pro 1.0/5.0 (Win) スプレッドシート コンバータは、Excel に統合されました。
Samples.xls は、Samples フォルダにあった Samples.xls とそれに対応する .DBF ファイルは、現在、Excel には含まれていません。
ポップ ヒントである MSQRY32.HLP、GRTIP10.HLP、XLTIP10.HLP、XLTMPL8.HLP は、現在、Excel には含まれていません。ポップ ヒントのサポートは Office の前のバージョンで削除されました。
日本語テンプレートの Purchase.xlt および SalesQuo.xlt は、XL4 マクロ言語にセキュリティ上の問題があったため、現在、Excel には含まれていません。
FrontPage
FrontPage は Microsoft Office 97 Professional SKU には含まれていません。ただし、Office 97 をインストールするときに FrontPage をスタンドアロン プログラムとしてインストールし、Office 97 を削除した場合は、Microsoft Office ショートカット バーが残るため、上記の "テンプレート リストに何も表示されない" という現象が発生する可能性があります。Office 97 と共に FrontPage 97 もインストールした場合にこの問題を解決するには、Office 2003 Editions へ移行するときに、Office 97 だけでなく FrontPage 97 も削除する必要があります｡
Office (全般)
Microsoft Photo Editor は含まれていません。Microsoft Photo Editor に代わるプログラムとして Microsoft Office Picture Manager が追加されています。ただし、Microsoft Office Picture Manager はフォト エディタとは異なります｡Microsoft Photo Editor の機能をすべて引き継いだ後継プログラムではありません｡ユーザーが本格的な写真編集プログラムを必要とする場合は、写真編集をサポートするプログラムを入手し、インストールする必要があります｡
既定で提供されなくなったアドインもいくつか存在します｡ほとんどのアドインは既存の Office アプリケーションに統合されています。アドインの統合は、多くの場合、Office XP および Office 2003 Editions において、セキュリティのアップグレードおよびセキュリティの緩和プロセスの一環として行いました。
Outlook
Visuals for Forms Design は、現在は提供されていません。Electronic Forms Designer は、Outlook 2003 ではサポートされていません。
祝日とフォームは、Outlook 2003 に統合されています。祝日を追加するには、[ツール] メニューの [オプション] をクリックし、[初期設定] タブの [予定表オプション] をクリックして、[祝日の追加] をクリックします｡
PowerPoint
Genigraphics ウィザードおよびグラフィックス リンクのサポートは削除されました。
会議メモ   議事録と実施項目の 2 つに分かれました。後継機能は、Microsoft OneNote および Microsoft 会議ワークスペースです。
コンバータまたはトランスレータ   使用されなくなったり製造元のサポートが終了したなどの理由で削除されたものがあります。セキュリティ上の問題につながる可能性があることから削除されたものもあります。古いトランスレータにはダウンロードによって入手できるものもありますが、セキュリティ上の理由から入手は推奨しません。
Harvard Graphics 3.0 スライド ショー
Harvard Graphics 3.0 グラフ
Harvard Graphics 3.0 for DOS および Harvard Graphics 2.0 for DOS 
Lotus Freelance 3.0 for DOS
Lotus Freelance 1.0-2.1 for Windows
[送信] | [回覧先] メニュー オプション   セキュリティ上の理由により、削除されました。Excel では、[送信] は変更されていますが、基本的なメニュー オプションは現在でもユーザーが追加できるようになっているのに対し、PowerPoint では、[送信] メニュー オプションが完全に削除されています。
[ドキュメント パック] メニュー オプション   [プレゼンテーション パック] メニュー オプションに引き継がれ、機能の堅牢性が強化されました。
オンライン ブロードキャスト   セキュリティ上の理由により削除されました。ただし、ダウンロード可能なバージョンが用意されています。ダウンロードするには、Office 2000 リソース キット Web サイトの「ツールボックス」の「Online Broadcast」(英語情報) にアクセスしてください。
組織図コンバータ   旧式化したため、Office 2000 組織図コンポーネントから削除されました。対応策としては、レガシ ツールの編集や新しい図形描画ツールを使用した再作成があります｡
自動レイアウトは、PowerPoint 2002 でユーザーから不満が寄せられたため、ピクチャの挿入時には起動しなくなりました。
カスタム サウンドトラック (PowerPoint 97/2000 のアドイン) は PowerPoint 2003 のスライド ショーでは再生されません (現在はサポートしていません)。
PowerPoint Viewer 97 にあった以下の機能は PowerPoint Viewer 2003 では削除されています。
パスワードで保護されたキオスク スライド ショー モード
再生リスト ファイルを直接開くことはできない (このファイルを開くにはコマンド ライン オプションを使用します) 例については、プレゼンテーション パックで作成されたバッチ ファイルを参照してください。
ビューア オブジェクト モデル (ビューアを自動化することはできません)。
Publisher
Publisher は Microsoft Office 97 では単体製品として提供されていました。Microsoft Office 2003 Editionsでは、単体版に加え、Professional Editionのアプリケーションとして提供されています。
Visio 2003
データ フロー モデル図モデル エクスプローラ
データ フロー モデル図テンプレートのモデル エクスプローラは削除されました。
フォーム
フォーム テンプレートは削除されました。
プロジェクト データ インポート ウィザード
プロジェクト データ インポート ウィザードを使用して、Microsoft Office Excel データ、.txt ファイル、および .mpx ファイルをタイムラインにインポートしたり、タイムラインとガント チャートの間でデータを変換したりすることはできなくなりました。新しい [タイムライン データのインポート ウィザード] を使用して Microsoft Office Project データをインポートすることは可能です。また、[ガント チャート] メニューにあるプロジェクト データ インポート ウィザードを使用してガント チャートを作成することもできます｡ただし、そのためには Microsoft Project をインストールする必要があります｡
フローチャート データのインポート ウィザードおよび Organization Chart 5.0 変換ユーティリティ
これらの機能は削除されました。Microsoft Office Visio 2003 のフローチャートにデータをインポートするためには、まず Visio の以前のバージョンでファイルを開き、そのバージョンの形式で保存します｡次に、そのファイルを Microsoft Office Visio 2003 で開きます。
AutoDiscovery 機能
この機能は前のバージョンで削除されており、現在は使用できません。
Word
テンプレートやウィザードが以前より多くなりました。削除されたウィザードは 1 つだけです。
Web ページ ウィザード   あまり使用されず、機能が古くなったため、削除されました。
一部のコンバータ – ただし、現在でも Office リソース キットの Web サイトからダウンロードできるコンバータもあります。詳細については、Microsoft Office Converter Pack をご覧ください｡
機能の削除、縮小、旧式化、または変更
テクノロジは進化を続け、古いテクノロジは優れたテクノロジへと移行していきます。ここでは、新たに変更された機能の影響を受ける Office アプリケーション間の相違点について一部を紹介します。変更箇所のすべては紹介しませんが、Office 97 から Office 2003 Editions への移行時に管理者やユーザーが直面する可能性の高い基本的な変更について説明します。紹介する項目は順不同です。
ショートカットの配置
カスタマイズされていない以前のすべての Office ショートカットは、Windows 95、98、2000 では [スタート] メニューの [プログラム] の最初の階層に、Windows XP では [スタート] メニューの [すべてのプログラム] の最初の階層に配置されていました。Office 2003 の場合は、ショートカットは、[Microsoft Office] フォルダに配置されます (このフォルダは、Windows XP の場合 [スタート] メニューの [すべてのプログラム] に、Windows 2000 の場合 [スタート] メニューの [プログラム] に既定でインストールされます)。
Office 97 のいくつかのショートカットは、Office 2003 Editions のカスタム インストール設定または旧バージョンの Office のカスタム ショートカットがユーザー コンピュータの標準以外の場所に配置されている場合など、一部の移行環境では削除されない可能性があります。問題の原因になることのある特定のショートカットは、Office 97 の [Office ドキュメントの新規作成] と [Office ドキュメントを開く] です。これらのショートカットを使用すると、[新しい Office ドキュメント] ユーティリティのさまざまなタブに空のテンプレートやウィザード ビューが表示される可能性がありますが、Office 2003 Editions のインストール中に、関連する [Office ドキュメントのショートカット] 機能を選択している場合は表示されません。[Office ドキュメントのショートカット] 機能は、Office 2003 Editions の既定の設定ではインストールされません。また、将来のバージョンでは使用不可になる予定です。この問題の詳細については、このドキュメントの後の部分を参照してください。
スマート メニュー (インテリメニュー)
各種の Office アプリケーションのメニュー管理は、Office 97 リリースから変更が加えられています。スマート メニュー管理が導入されたことで、普段使用していたメニュー オプションがどこへ行ってしまったのだろうと疑問に思うユーザーがいるでしょう。スマート メニューは、日常的に作業する際に目に入るメニュー オプションの煩雑さを軽減するためのメニュー管理機能です。ユーザーが通常使用するメニュー オプションが記憶され、その使用頻度に基づいてメニュー オプションの表示/非表示が切り替わります。各メニュー オプションは、メニューの一番下にある矢印をクリックするか、矢印の上にマウス ポインタを 2 秒以上置くと、いつでも使用可能になります。または、必要に応じて、[ツール] メニューの [ユーザー設定] をクリックし、表示されるダイアログ ボックスの [オプション] タブにある [常にすべてのメニューを表示する] チェック ボックスをオンにすることで、スマート メニュー機能を無効にすることができます。さらに、スマート メニュー機能は、Office11.adm ポリシー テンプレートを使用して変更することもできます。[ユーザーの構成]、[管理用テンプレート]、[Microsoft Office 2003]、[ツール | ユーザー設定 | オプション]、[常にすべてのメニューを表示する] の順に選択し、設定を有効にしてください。
作業ウィンドウ
各 Office アプリケーションで特定のメニュー オプションを選択すると、さまざまな作業ウィンドウが表示されます。Word 2003 の場合は、[ファイル] - [新規作成]、[ファイル] - [ファイル検索]、[編集] - [Office クリップボード]、[書式] - [スタイルと書式]、[書式] - [書式の詳細設定] などがこのメニュー オプションに該当します。これらの作業ウィンドウは、作業を完了するために必要なオプションや操作手順を表示するための広い領域を提供します。モーダル ダイアログ ボックスが重なって作業中のユーザー インターフェイスを隠してしまうことがなくなりました。ただし、この作業ウィンドウは、Office 97 での作業経験の長いユーザーが予想するインターフェイスとはかなり異なります。使い慣れている多くのオプションが現在ではこれらの作業ウィンドウに表示されるため、ユーザーは、この特定の変更について把握しておく必要があります。この変更は、主にモーダル ダイアログ ボックスを削減する目的で行われました。
実装されなくなったアドイン
ユーザーが普段使用しているアドインが、製品の将来のバージョンで提供されなくなるか、その機能がアプリケーションに統合されていない場合は、確実に問題となります。Office 97 に組み込まれていたアドインの多くは、特定のセキュリティ上の脅威を排除するために、Office 2003 ではさまざまなアプリケーションに統合されています。ただし、アドインの機能が現在では必要なくなった、または別の形でアプリケーションに統合されたという理由のために、Office アプリケーションに移行されていないアドインもあります。たとえば、以下の Excel のアドインは、アプリケーションに統合されました。
Access リンク
自動保存
ファイル変換ウィザード
レポートの登録と管理
データ追跡機能付きテンプレート ウィザード
Office アシスタント
カイルやその仲間たちは、あまり使用されることがなくなりました。Office 2003 Editions では、Office アシスタントを以前のように使用することもできますが、既定の設定で表示されないので、ユーザーが有効化する必要があります。ただし、Office アシスタントを有効にすると、新機能である追加ヘルプ付きの拡張エラー報告の障害になります。ヘルプ エンジンの自然言語による質問機能は、現在でも使用可能ですが、Office アシスタントを通じて質問内容を入力する必要はなくなりました。
新機能の拡張エラー報告から、発生した問題の原因の可能性に関する有益な助言を得ることにより、問題に対処することができるため、この機能を有効にすることをお勧めします。このため、Office アシスタントを有効にすることはお勧めしません。
また、Office アシスタントの自然言語による質問のための入力ボックスは、Office 97 と比べて Office 2003 Editions アプリケーションの方がずっと小さくなっています。このボックスは、すべてのアプリケーションの右端のメイン メニューを通じて使用できますが、ヘルプの内容を提示する大きな画面は表示されません。ただし、ユーザーの入力した内容は記録されるため、それを選択することで別の質問にすばやく切り替えることができます。ただ残念ながら、この機能には多少不十分なところがあります。入力済みの一覧からどれかを選択すると、実際に質問内容を決める前にその要求が自動的に送られます。ただし、選択後に入力内容を編集できるため、多くのユーザーにとって時間の節約になります。
Office ドキュメントのショートカット
[Office ドキュメントの新規作成] と [Office ドキュメントを開く] の 2 つのショートカットは、現在ではオプションとして提供されており、将来のバージョンの Office では、おそらく使用できなくなります。この機能は、あまり使用されていないと考えられます。
Word 2003 での MDI から SDI への実装変更
多くのユーザーの注意を引く変更点の 1 つに、Word が複数の文書を表示する方法があります。Word 2003 では、マルチ ドキュメント インターフェイス (MDI) からシングル ドキュメント インターフェイス (SDI) に変更されています。以前の動作からこの新しい動作への変更は意図的に行われたものですが、一部のユーザーの混乱を招く可能性があります。これは、アプリケーションが現在開いている複数の文書を管理する方法に関して、表示上気付きやすい相違点の 1 つであるため、ユーザーにこの変更を通知することが適切と考えられます。たとえば、2 つの文書を選択して、[ウィンドウ] メニューの [並べて表示] をクリックすると、Word の作業環境内に別のドキュメント ワークスペースが表示されるのではなく、Word の新しいインスタンスが生成されます。また、Windows のタスク バーには、1 つではなく 2 つの Word インスタンスが表示されます。
変更履歴の記録機能の変更
変更履歴の記録機能は、Word の機能の中でもこれまで多くのフィードバックが寄せられています。ユーザーからの多くのフィードバックにより、Word には、最終的に以前のすべての変更履歴の記録方法をエミュレートする機能が含まれるようになりました。現在では、Word の UI をカスタマイズして、旧バージョンの Word と同様の外観と動作を再現することができます。新しい既定の設定を使用することをお勧めしますが、必要に応じて、変更履歴の設定を Word 97 のようにカスタマイズすることが可能です。
問題であるとの指摘の多い Word の既定の設定の 1 つに、文書を [印刷レイアウト] で閲覧すると、自動的に [最終版 (変更箇所/コメントの表示)] の設定で表示されるというものがあります。文書全体に 1 つのコメントまたは変更があるだけで、そのコメントや変更履歴の情報 (吹き出し) を表示するための右余白が設定され、文書がページの左側に寄せられます。これによりユーザーが混乱することがあるため、管理者は、印刷前のユーザーに [変更内容の表示] ボックスの設定を [最終版] に変更するよう指示する必要があります。
また、コメント ウィンドウが変更され、それを閉じるためのボタンもなくなりました。ウィンドウを閉じる場合は、代わりに、[チェック/コメント] ツール バーの [[変更履歴] ウィンドウ] を (再度) クリックするようユーザーに指示します。この [チェック/コメント] ツール バーは、たいへん便利ですが、まったく新しいアイテムであるため、基本的にその使用方法を紹介する必要があります。また、[表示] メニューの [コメント] がないために一部のユーザーが困惑する可能性があります。ビューが [最終版 (変更箇所/コメントの表示)] または [初版 (変更箇所/コメントの表示)] 以外に設定されている場合にコメントを表示するには、ツール バーの [[変更履歴] ウィンドウ] をクリックする必要があることをユーザーに確認してください。
クリップ アート ギャラリー
クリップ アートは、便利な機能です。Microsoft.com Web サイトでも、最も人気のある機能の 1 つです。ただし、Office 2003 Editions でのクリップ アートへのアクセス方法が、Office 97 と比較すると大幅に異なります。Office 2003 Editions では、クリップ アートは、初心者でも使用できるように作業ウィンドウで扱うようになり、実際に使いやすくなりましたが、最初の起動時にはやや難しく思われることもあります。[探す場所] ボックスおよび [種類] ボックスの一覧をクリックするだけなので、操作しやすくなっていることがおわかりになると思います。また、表示内容が適切でないと感じる場合、つまり表示内容を各自の好みに合わせる場合は、作業ウィンドウの下部にある [クリップの整理] をクリックして、独自の構成になるようクリップを編成してください。
Word 2003 の脚注オプション
Word 97 を長年使用しているユーザーは、Word 2003 で [脚注] のオプションを見つけるのに少し戸惑う可能性があります。このオプションは、[挿入] メニューの [参照] に移動しました。見つける際に迷うことがないように、必要に応じて、事前にユーザーにこのことを通知しておく必要があります。このオプションの移動に関しては、Word 97 の [図表番号]、[クロス リファレンス]、および [索引と目次] についても同様です。これらのオプションは、現在 [参照] にあります。
[ファイルを開く] および [名前を付けて保存] の新しいダイアログ ボックス
ダイアログ ボックス自体を理解することはそれほど難しくありませんが、Office 97 と Office 2003 Editons の間には、[ファイルを開く] および [名前を付けて保存] ダイアログ ボックスに関する重要な違いがあります。特に、ダイアログ ボックスの一番左側にある新しい [マイ プレース] バーの機能を中心として、これらのダイアログ ボックスの新しい機能と使用法を確認しておくことをお勧めします。フォルダを [マイ プレース] バーに追加するには、追加するフォルダに移動し、1 回クリックして選択してから、ツール バーの [ツール] をクリックします。次に、一覧の [[マイ プレース] に追加] をクリックします。これにより、追加された項目が、すべての Office アプリケーションで使用可能になります。ユーザーが頻繁にファイルの格納と取得を行うデータ リポジトリがある場合は、この [マイ プレース] バーにそのフォルダを追加しておくと便利です。
コラボレーション (グループ作業)
ユーザーどうしでアイデアを交換するグループ作業は、旧バージョンの Office よりも簡単に行うことができます。ただし、管理者側では、この機能を利用できるように Office を設定する追加の作業が必要です。通常、グループ作業を管理するためにネットワークを設定する必要があります。また、Office 2003 Ediitons に組み込まれているオンライン グループ作業の機能を全面的にサポートするには、一般的に Microsoft Office SharePoint™ Portal Server 2003 の稼働するサーバーを設置する必要があります。Office 97 ユーザーにとって、グループ作業はまったく新しい機能であるため、この機能を最大限に利用するには、基礎的な訓練と企業内部におけるグループ作業規則が必要になります。 
また、ほとんどの場合、オンライン会議を処理する特別なサーバー (Net Meeting または Instant Messaging をサポートするサーバーなど) を設置する必要があります。
PowerPoint の起動
PowerPoint 2003 の起動時の状態が、PowerPoint 97 と大きく異なります。テンプレートとウィザードが、[新しいプレゼンテーション] 作業ウィンドウに移行されました。この変更により、一部のユーザーが混乱する可能性があるため、事前にこの情報を公開することをお勧めします。
[Microsoft Office ツール] メニュー フォルダ
このフォルダは、新機能ではありませんが、Office 97 ユーザーにとって初めてのものです。Office 2003 Editions の標準インストールまたは完全インストールには、ユーザーが使用できるいくつかのツールが含まれています。特に、以下のようなツールを使用できます。
VBA プロジェクトのデジタル署名
Microsoft Office 2003 個人用設定の保存ウィザード
Microsoft クリップ オーガナイザ
Microsoft Office アプリケーションの回復
Microsoft Office Document Imaging
Microsoft Office Document Scanning
Microsoft Office Picture Manager
個人用設定の保存ウィザードは、実際には、一般ユーザー用に微調整された Office プロファイル ウィザードです。これらのツールのユーザー コンピュータへのインストール状況は、各ツールのインストールの有無を記述したトランスフォームを作成するかどうかに基づきます (インストールするかどうかは、ツールごとに必要に応じて選択できます)。
Microsoft Office ショートカット バー (msoffice.exe)
このショートカット バーは、Office にインストールできなくなりました。この機能をよく使用しているユーザーが、このツールを継続して使用することはできません。 
スペル チェックと文章校正
スペル チェックと文章校正機能は、Office 97 から Office 2003 Editions までの間に大幅に強化されました。特に、以前は、ドキュメント内にあるスペル ミスの単語がほとんどの場合自動で修正されたため、ユーザーの意図に反することもありました。Office 2003 Editions では、単語が初めに入力されたもの以外の単語に変更された場合に、ユーザーが元の単語に戻すことができるようになりました。変更された単語の上にマウス カーソルを移動すると、小さな青い下線がその単語の先頭に表示されます。マウス ポインタをその下線の上に置くと、展開されて、下向き矢印が横にある稲妻マークが表示されます。稲妻マークをクリックすると、単語を入力当初の状態に戻すオプションや、その他のオプションが表示されます。Office 97 と同様に、スペル ミスの単語は赤の下線付きで、文章校正部分は緑の下線付きで表示されます。また、この機能は、以前この機能をサポートしていなかった他の Office アプリケーションにも統合されています。
Visual Basic for Applications エディタ
このエディタは、現在 Access 2003 と Outlook 2003 に含まれています。これは、Outlook ユーザーには大きな変化ではないと考えられますが、Access 97 マクロから Access 2003 Visual Basic マクロへの変更後の環境は、一般的な Access 開発者にとって普段慣れている環境とわずかに異なります。多くの場合、この変化は適切なものですが、一部の開発者には対応するための訓練が必要です。
Outlook の [終了とログオフ]
現在では、Outlook を閉じるために [終了とログオフ] をクリックする必要はありません。
Word 2003 の [スタイルと書式] 作業ウィンドウ
Word 97 とは異なり、Word 2003 には、[スタイルと書式] 作業ウィンドウがあります。この新しい作業ウィンドウは、便利なだけでなく、文書の作成者や編集者の多くにとって利用価値のある優れた機能を提供しています。このウィンドウを開くと、ユーザーが使用できるすべてのスタイルが表示されます。文書内の行を選択して強調表示し、[スタイルと書式] 作業ウィンドウの任意のスタイルをクリックすると、そのスタイルが強調表示した行に適用されます。それだけではありません。変更したいスタイルを右クリックすると、現在選択しているスタイルを変更、削除、または更新するためのオプションが表示されます。その選択したスタイルを使用しているすべての項目を作業中の文書内で確認することも可能です。
Office 97 の Normal.dot と Office 2003 Editions の Normal.dot
これらのテンプレート間に互換性があれば問題にならなかったのですが、残念ながら実際にはまったく互換性がありません。ただし、2 つのファイル間でマクロを切り取って貼り付けるか (この作業を行う前に、Word 97 から取得した Normal.dot の名前を、別の名前に変更することをお勧めします)、[ツール] メニューの [テンプレートとアドイン] にある [構成内容変更] を使用することはできます。このとき、選択したテンプレートのいずれかの内容を削除することがないように注意してください。構成内容変更ユーティリティを使用していると、実際に内容を削除しているテンプレートがどれなのかわからなくなることがあります。これらのテンプレートに互換性がないのは、言語設定が異なっているためです。Word 2003 は、コンピュータ上に Normal.dot の最初のインスタンスを作成できます。このとき、Normal.dot は、インストールされているコンピュータの言語設定を利用するように自動で設定されます。つまり、言語およびシステムに依存します。Word でテンプレート (.dot ファイル) を実際に再利用する場合は、それらを全文書対象のテンプレートにして使用することができますが、旧バージョンの Word の Normal.dot は、Word 2003 に再利用しないようにしてください。
Word 2003 の既定の編集設定
Word 2003 を既定の編集設定のままで作業すると、一部の文書作成者と編集者の機嫌を損ねる可能性があります。操作を元に戻す可能性が高く、負荷が発生するため、多くの文書作成者と編集者の好みに合う設定を特定することが重要です。既定では、[文字列の選択時に単語単位で選択する] チェック ボックス ([ツール] - [オプション] - [編集と日本語入力]) はオンになっています。この設定により、ベテランと初心者を問わず、文書作成者と編集者にかなりの不満が生じる可能性があります。Office 2003 Editions のインストールを導入する前にこの設定を確認し、カスタム インストール ウィザードを使用してカスタマイズするか、ポリシーを使用することで、必要に応じてこの設定をオフにしてください。 
また、万全の準備をするために、[切り取り/貼り付けのオプション] の設定 (同じダイアログ ボックスの [設定] をクリックして参照) も確認してください。別のアプリケーションから切り取って貼り付ける操作を行うと、一部のアプリケーションで問題が発生する場合があるためです。
ストレート クオート (’’) とスマート クオート (‘’)
この機能は、Office 97 にも存在していましたが、企業の一部ではトラブルの原因となる可能性があることを開発者と管理者は意識する必要があります。
Word のオートフォーマット機能は、文書作成者と編集者が意図していない変更を行うことがあり、通常は、被害が広がってから初めてその変更による影響の大きさに気付くことになります。スマート クオートが何であるか、またはその存在すらも認識できないテキスト形式対応の編集プログラムまたはコンバータ専用のコンテンツがある場合は、ストレート クオートからスマート クオートに置換する方針を使用すると、深刻な問題が発生する恐れがあります。通常、スマート クオートの処理に当たるマクロには、スマート クオートを標準のクオート文字 (ASCII または Unicode の同等文字) に変換するための必要なコードを含みません。スマート クオートを扱う可能性のあるすべてのカスタム ソリューションを変更するか、スマート クオートを無効にすることをお勧めします。
既定のフォルダの場所
重要なフォルダの場所が、Office 97 の場合と異なります。たとえば、STARTUP フォルダと XLSTART フォルダは、現在、バージョン名が付いたフォルダの下に置かれています。その例を次に示します。
C:\Program Files\Microsoft Office\Office11\STARTUP
Office をユーザー コンピュータに導入する前に、これらの変更を考慮に入れる必要があります。また、これに関連して、Office アプリケーションへの言語統合が進んだ結果、ロケール識別子 (LCID) をフォルダ名に含む新しいフォルダが作成されるようになりました。これらのフォルダには、該当する言語で使用するために必要なリソース ファイルが含まれます。たとえば、1033 フォルダには、英語のヘルプ ファイル、辞書、文章校正ツール、メニュー テキスト、およびエラー メッセージに対応する Office アプリケーションを表示するための英語のリソース ファイルが含まれます。Office で他の言語を使用可能にすると、Office11 フォルダ内にその言語用の LCID フォルダが追加されます。
HTML ヘルプと Windows ヘルプ
Office 97 の Windows ヘルプ エンジンでは Office アシスタントを使用していましたが、これはもう使用しておらず、現在では HTML ヘルプ環境に移行しています。この変更により、ユーザー エクスペリエンスが大幅に変化する可能性があります。まず、HTML ヘルプのユーザー インターフェイスが、大きく変りました。ポップアップ型のモードレス ダイアログ ボックスは細長いサイド バーに変化したほか、Office アシスタントの吹き出し内にヘルプ ドキュメントの回答が表示されることはなくなりました。また、Office アシスタントが表示されない場合にメニュー バーの小さなテキスト ボックスに質問を入力する形式も、大きく変わりました。
このようにヘルプ ドキュメントの回答を多数得られるようになったことが、1 つ目の利点です。もう 1 つの利点は、検索エンジンにより、Microsoft Office Web サイトで最新のヘルプを検索できるようになったことです。ただし、これらの変更を目にしたユーザーは、多少困惑することが予想されます。ユーザーの感じる困惑の程度をできる限り抑えるため、通常は、この Office の重要な機能について事前に紹介しておくことが適切です。ヘルプは、使用中のアプリケーションに関する質問をユーザーが検索するための最初の機能であるためです。
また、カスタム ヘルプ ソリューションを使用している場合は、それらを再コンパイルする (多くの場合、ソース ファイルを RTF から HTML に変換する) 必要があります。Office リソース キットの一部として提供されている HTML Help Workshop を使用すると、これらの変換作業の大部分を自動で実行することができます。HTML Help Workshop は、Office リソース キットを既定の設定でインストールしても、完全にはインストールされません。ただし、インストール プログラムが、ツール フォルダ内にインストールされます。Office リソース キットをコンピュータにインストールした後で、C:\Program Files\ORKTools\ORK11\TOOLS\HTML Help Workshop フォルダに移動し、インストール プログラムの HTMLHELP.exe を実行して HTML Help Workshop をインストールしてください。Windows ヘルプを HTML ヘルプに再パッケージする場合に、カスタムの HTML ヘルプ コンテンツを Office XP に統合する方法については、「Office XP リソース キット」を参照してください。Office 2003 Editions のヘルプ インターフェイスは、レジストリ ノードが …\Office\10.0\... から …\Office\11.0\... に、一部のフォルダ パスが Office10 から Office11 に変化したことを除けば、Office XP から変化していないため、同じ情報を利用できます。 
定型句 - 段落番号と行頭文字の自動設定
Office 97 とは異なり、箇条書きの段落番号と行頭文字の自動設定機能は、一部のユーザーを困惑させる可能性があります。定型句の機能により、テキストの記述された新規段落の先頭に番号が認識されると、常に段落番号が自動で設定されます。また、この機能により、ハイフン (-)、大なり記号 (>)、ハイフンと大なり記号 (->)、または 2 つのハイフンと大なり記号 (-->) で始まる任意の段落に行頭文字が設定されます。前に説明したとおり、変更された単語は、その単語を再度選択して [元に戻す] をクリックすることで元に戻すことが可能です。ユーザーが直面する問題の 1 つは、どうすれば段落番号や行頭文字の付いた段落の作成を停止できるかというものです。これは簡単で、Enter キーを 2 回押すことで、書式は段落番号や行頭文字が設定される直前のスタイルに戻ります。この操作では、前にできた空の段落を削除する必要があります。
オートコンプリート
Office アプリケーションに行われた最近の変更には、一部の文書作成者と編集者にとって問題になる内容が含まれます。たとえば、「2003」という数値を入力すると、現在の日付に自動修正するかどうかをたずねるメッセージが自動的に表示されます。これは、最後にピリオドのない文や箇条書きの終わりに「2003」と入力した場合に、特に問題となります。「2003」と入力して何も対応せずに Enter キーを押すと、その行に入力した "2003" の代わりに現在の日付が挿入されます。一部の Office アプリケーションのこの独特な機能について、ユーザーに注意を呼びかけておくことをお勧めします。この事例は、ピリオドを挿入しない行の最後に数値を入力して、そのまま Enter キーを押す場合にも当てはまります。
この機能を無効にするには、[ツール] メニューの [オートコレクトのオプション] をクリックし、表示されるダイアログ ボックスの [定型句] タブをクリックして、[登録名の先頭の数文字の入力で候補を表示する] チェック ボックスをオフにします。 

Office クリップボード
Windows クリップボードをさまざまな Office アプリケーションに統合する方法が、いくつかの点で大幅に変更されています。たとえば、Ctrl キーを押しながら C キーを押してクリップボードにコピーする機能を使用することはよくありますが、Ctrl + C キーの組み合わせを (ダブルクリックのように) 2 回使用すると見慣れないことが起こります。このとき、現在の編集中にユーザーがクリップボードにコピーした項目を集めた新しい作業ウィンドウが表示されます。このウィンドウを使用すると、以前選択した項目を探して再度選択することなく同じ項目にアクセスできるため、たいへん便利です。
FrontPage 2003 - デザイン タイム コントロール (DTC) のサポートの終了
特に、IDesignTimeControl インターフェイスのメソッド呼び出しは、DTC でサポートされません。この問題に対する回避策はありません。
Outlook 2003 のオブジェクト モデル ガード
Outlook 2003 では、Outlook 2002 のオブジェクト モデルの保護動作がそのまま引き継がれています。これにより、電子メールを開く前に、その Body または HTMLBody が信頼できるかどうかを判断する機能が強化されます。この変更により、アイテムの Body プロパティまたは HTMLBody プロパティにアクセスを試みる既存の COM アドインのセキュリティ警告が必ず表示されます。COM アドインからのセキュリティ警告が表示されないようにするには、アドインの OnConnection プロシージャに渡される Application オブジェクトから、すべてのオブジェクト、プロパティ、およびメソッドを派生してください。
以下に、Outlook 2003 でブロックされるプロパティの一覧を示します。
	ContactItem.IMAddress
	MailItem.HTMLBody
	ContactItem.Body

	MailItem.Body
	PostItem.Body
	AppointmentItem.Body

	TaskItem.Body
	TaskRequestItem.Body
	TaskRequestAcceptItem.Body

	TaskRequestDeclineItem.Body
	TaskRequestUpdateItem.Body
	DistListItem.Body

	JournalItem.Body
	MeetingItem.Body
	ReportItem.Body

	RemoteItem.Body
	NoteItem.Body
	DocumentItem.body


UNC ベースのファイルのリンクが解除される可能性
UNC 参照リンクでは、リンク先のファイルが元のサーバーから別のサーバーに移動されると、問題が発生する可能性があります。現在のところ、UNC 参照リンクのリダイレクト先の変更をサポートするツールはありません。
1 つ目の解決策として、可能であれば、リンクの作成後はファイルを移動しないことをお勧めします。2 つ目の解決策として、サーバーの交換 (アップグレードや修理など) によりファイルを移動する場合は、使用しなくなったサーバーの名前を別の名前に変更し、新しいサーバーにこの古いサーバーの元の名前を付けてください。フォルダ構造と共有名も同じにする必要があります。基本的に、元のサーバーのイメージをそのまま複製することで、既存のリンクの解除問題を回避することができます。
導入計画
Office の導入は、単純な作業ではありません。Office 2003 Editions をコンピュータにインストールする際には、ホーム ユーザーの場合でもいくつかの決定作業を行う必要があります。次の参照先は、Office 2003 Editions を多数のワークステーションに導入するための準備に関するものです。必要なコスト、ハード ディスク容量、管理者インストール ポイントをホストするためのサーバー容量などの導入上の問題について説明します。その内容は、すべての Office 管理者にとって有益なだけでなく、企業内で拡張計画の作成やサーバー容量の管理を行う必要のあるネットワーク管理者にも役立ちます。
Office 2003 Editions の導入の準備
Using SMS 2.0 to Deploy Microsoft Office XP (英語情報)
このドキュメントの主な例外は、Office 2003 Editions にも当てはまります。特に、Office 2003 Editions は、Windows XP、Windows 2000、および Windows Server 2003 上でのみ動作します。ただし、Office XP に関連するインストール上の問題の多くは、Office 2003 Editions でも同じように発生します。したがって、このドキュメントの情報の大部分は、SMS を使用して導入する Office 2003 Editions のインストールにも該当します。
関連する導入および移行の問題
以下の項目は、Office の主要なバージョンに固有であり、移行中に問題となる可能性があります。これらの項目を調査し、現在の環境内で特別な処理を必要とするかどうかを判断することをお勧めします。
ユーザー辞書
ユーザー単位で機能する Office 97 のユーザー辞書は、\Office97 フォルダにある Custom.dic だけです。Custom.dic 以外の名前を持つ他のすべてのユーザー辞書ファイルは、Custom.dic 辞書ファイルとは異なり、個人用ではありません。このディレクトリに追加される新しいユーザー辞書は、すべてのユーザーが閲覧可能で、スペル チェック機能に追加されます。
ライセンス認証
ライセンス認証は、Office 2003 Editions にアップグレードする一部の業務組織にとって新しい作業です。Office 2003 Editions を企業でボリュームライセンスにて購入する場合、使用許諾契約では、管理者がライセンス認証プロセスを省略できるようになっています。Office 2003 Editions  に関するライセンス認証に関する情報は、「マイクロソフト ライセンス認証 (プロダクト アクティベーション) の概要」 をご覧下さい。
Windows インストーラのロールバック インストール機能
ユーザーのコンピュータへのインストールが何らかの理由により失敗した場合、Windows インストーラによってシステムに加えられたすべての変更は自動的にロールバックされるため、コンピュータは以前の状態に戻ります。Windows インストーラの機能による作業内容を上書きすることもできますが、推奨されません。
"破損したファイル" のブロック
多くの Office アプリケーションの新機能として、既知の "不具合のある" ファイルがアプリケーション ワークスペースに読み込まれることをブロックする機能があります。あるファイルが破損しているものとしてマークされると、そのファイルは、[使用できないアイテム] ダイアログ ボックス ([ヘルプ] メニューの [バージョン情報] をクリックし、[使用できないアイテム] をクリック) に表示されます。ファイルは、以前にそのファイルを開こうとした際に、アプリケーションが誤作動または強制終了した場合にのみマークされます。これにより、ユーザーは、ファイルを再び開こうとしたときに発生する可能性のある潜在的な問題を回避できます。
破損したファイルが適切に復元、置換、または削除された場合、[ヘルプ] メニューの [バージョン情報] をクリックし、[使用できないアイテム] をクリックして、使用できないファイルの一覧から該当するファイルを削除する (ファイルを使用できるようにする) ことが可能です。ただし、ファイルを使用できるようにしても、アプリケーションで正常に開くことができるとは限りません。
メニューの表示方法
コンピュータの動作が遅くなる場合、Office のメニュー表示方法を無効にする必要があります。この機能を有効にすると、システム パフォーマンスが大幅に低下する場合があります。また、Office 97 のメニュー表示方法がユーザーのシステムで現在有効になっている場合は、Office 2003 Editions への移行を行う前に無効にすることをお勧めします。
Access 2003 と Jet 4.0
Office 2003 Editions のインストール前に Microsoft Jet 4.0 Service Pack 8 以降が適用されていないと、Access 2003 は正常に起動せず、エラー メッセージが表示されます。エラー メッセージが表示されないようにするには、Access 2003 を起動する前に JET のアップデートが適用されていることを確認します。共通の機能に影響を与えることなく、安全でない式をブロックするために、このアップデートが必要です。Microsoft Jet 4.0 の最新の Service Pack は、Windows Update から入手できます。
Access 2003 と古いデータベース テンプレート
以前の Access データベース テンプレートは、Access 2003 では使用できません。
Access 2003 と MDAC 2.5 の非互換性
Access 2003 と Microsoft Data Access Components (MDAC) Version 2.5 には、互換性がありません。この問題を解決するには、MDAC 2.6 をインストールします。MDAC の最新バージョンは、http://www.microsoft.com/japan/msdn/data から入手できます。
Access 97 データベースの Access 2003 への移行
別の Access ファイル形式への変換を試みる前に、すべてのデータベースを最適化することを強くお勧めします。データベースを最適化しない場合、変換プロセスでエラーが発生する可能性があります。また、すべての削除済みレコードを破棄し、データベースを整理することで、変換プロセスも高速化します。
Access 2003 は、一部の旧バージョンの Access とはやや異なる方法で ActiveX コントロールを有効化します。変換されたデータベースでの ActiveX の有効化に関連するエラーを訂正するには、エラーのあるフォームまたはレポートに変更を加える必要があります (通常、コントロールが存在するはずの場所に、赤い X または空の白いボックスが表示されます)。必要な変更を加えるには、以下のようにします。
データベースを開きます (問題のあるフォームまたはレポートをデザイン ビューで開くと、"このコントロールにはオブジェクトがありません。" というエラー メッセージが表示される場合があります)。[OK] をクリックします。フォームを開いたら、ActiveX コントロールを右クリックします。コントロールが存在するはずの場所には、通常、空の白いボックスが表示されます。次に、ショートカット メニューの [プロパティ] をクリックします。ActiveX コントロールのプロパティに割り当てられている (特に以下の) 値を書き留めます。
Name/名前
Enabled/使用可能
Left/左位置
Top/上位置
Width/幅
Height/高さ
すべてのイベント プロパティ
これらのプロパティとその関連値の一覧を記録したら、現在の ActiveX コントロールが挿入されている場所の空の白いボックスを削除して、Access 2003 で使用できるように設計されている同等の ActiveX コントロールを挿入します。前に書き留めておいた値を新しいコントロールの値として使用してください。
Outlook 2003 と差し込み印刷
差し込み印刷では、Outlook と Word のバージョンを同じにする必要があります。同バージョンではない場合正しく機能しない場合があります。特に Office 2003 Editions の場合、Word 2003 と Outlook 2003 のバージョンおよびパッチ レベルを同じにする必要があります (差し込み印刷では、Outlook の連絡先リスト、セキュリティ機能、およびフォルダ情報が使用されるほか、Word は、事前に定義されたデータ構造に基づいて Outlook 内の情報、セキュリティ オプション、およびフォルダを検索するように設定されています)。 また Office 2003 Editions における差し込み印刷機能については以下の技術情報も参照してください。
833299
「SCHDMAPI.dll をロードできません」エラーではがき宛名印刷ウィザードを完了できない
Outlook 2003 と、旧バージョンの Office アプリケーションからの [送信]
旧バージョンの Office アプリケーションから [送信] の使用を試みると失敗します。Outlook 2003 では、書式設定されたコンテンツを送信する要求を取得する方法が異なるためです。
この場合、旧バージョンの Outlook に戻り、アプリケーションのコンテンツをファイルに保存してそれを電子メールに添付するか、残りの Office アプリケーションを Office 2003 にアップグレードします。
Outlook 2003 と Hewlett-Packard OpenMail 5.40
Outlook では、OpenMail 5.40 以前のバージョンはサポートされなくなりました。
Outlook と Web ブラウザ
Outlook 2003 では、アプリケーション ワークスペース内で HTML リンクが開かれなくなりました。代わりに、Internet Explorer の新しいウィンドウが開きます。file:// を含むリンクでは、Windows エクスプローラの新しいインスタンスが起動します。また、Outlook では、ユーザー指定による既定の Web ブラウザの設定が無視されます。HTML の URL に対するアクションとしては、Internet Explorer のインスタンスが起動します。
Outlook 2003 と旧バージョンの Outlook は共存不可能
旧バージョンのすべての Outlook と同様に、コンピュータに Outlook の複数のバージョンをインストールすることはできません。各自のコンピュータにインストールされている最新バージョンの Office で使用可能であるものと同じバージョンの Outlook をインストールすることをお勧めします。
Microsoft Windows Media サービス
Microsoft Windows Media サービスを使用してオンライン会議をスケジュールしようとすると、エラー メッセージが表示される場合があります。Windows Media サービスで会議をスケジュールする前に、Windows Media Player をコンピュータにインストールする必要があります。Windows Media Player は、Microsoft Office 2003 セットアップには含まれていないため、状況によっては Windows Update からインストールします。Windows Media Player をインストールするには、開いているすべてのプログラムを終了し、Windows Update Web サイトに接続して [製品のアップデート] をクリックします。
Microsoft Outlook インターネット メールのみ (IMO) から Outlook へのアップグレード
Microsoft Outlook インターネット メールのみ (IMO) から Outlook 2003 にアップグレードすると、連絡先エントリに関連する誕生日または記念日のリンクのデータが失われます。失われたデータを復元する方法はありません。データは手動で再入力する必要があります。
ローカル インストール ソース (LIS) または MSOCACHE
Office 2003 Editions には、[アプリケーションの自動修復] を実行する場合や、ユーザーがオプション機能のインストールまたは必要時の要求に基づいてインストールを行う場合のために、Office 2003 Editions のインストールに必要なキャッシュ ファイルのローカル インストール ソースを作成する新機能が含まれます。このため、複数の管理者インストール ポイントを用意する必要がなくなります。また、ユーザーがインストール作業を実行する際に、ネットワーク上でホストされる管理者インストール ポイントに対してアクセスできない状況に対応することも可能になります。詳細については、Office リソース キット ドキュメントの「ローカル インストール ソースの利用」を参照してください。管理者は、LIS に関連するドキュメントに目を通し、LIS を使用できる状況、LIS の既定のインストール アクションが条件付きで処理される方法、およびすべてのユーザーに同じ種類の設定が適用されるかどうかに関して理解しておく必要があります。LIS を有効にした Office 2003 Editions の完全なインストールでは、800 MB 程度のディスク容量を使用する可能性があります。
また、Office 2003 Editions へのパッチ適用に関連する問題についても考慮してください。LIS を使用する場合、すべてのソース ファイルがユーザーのコンピュータ上に存在するため、パッチの適用作業は簡単です。このため、ネットワーク アクセスを必要とする管理者インストール ポイントを使用するよりも、すばやく適切にパッチの適用作業を行うことができます。
旧バージョンの PowerPoint を使用して PowerPoint 2003 プレゼンテーションを開く場合
旧バージョンの PowerPoint を使用して、PowerPoint 2003 で作成された複数のマスタを使用するプレゼンテーションを開くと、エラーが発生する場合があります。プレゼンテーションに複数のスライド マスタが含まれており、2 番目のスライド マスタに "SlideMasterCustomDesign" という名前の ActiveX コンポーネントが含まれている場合、エラー発生の可能性が高まります。このエラーは、新バージョンの PowerPoint で使用される 2 番目のスライド マスタに含まれる ActiveX コンポーネントの名前付け規則が、旧バージョンの PowerPoint でサポートされないために発生します。この問題を解決するには、PowerPoint 2003 でプレゼンテーションを開くか、旧バージョンのファイル形式を使用して PowerPoint 2003 でプレゼンテーションを保存します (ただしこの場合、新しいファイル形式により提供される新機能は、ほぼ確実に失われます)。
"最高" マクロ セキュリティ オプション
Office 2003 Editions にはマクロ セキュリティ オプションとして "最高" が新しく導入されています。リリースの最終段階で Office 2003 Editions アプリケーションの大部分に組み込まれたこのオプションは、特定のセキュリティ問題を解決するために役立ちます。ただし、この機能は、十分に理解されていない場合、まったく別のセキュリティ問題を引き起こすきっかけとなる可能性があります。詳細については、Office リソース キットの「Office 2003 のマクロ セキュリティ レベル」を参照してください。Office 2003 Editions は、今回のリリース内容についてやや説明不足のままで出荷されています。特に、ADM テンプレートは、"最高" マクロ セキュリティ オプションの追加に対応するよう更新されていません。この変更に対応するには、既存の ADM テンプレートを変更する方法を説明している Office リソース キットのジャーナル資料を参照してください。
Word 2003 で拡張された [変更の履歴] のカスタマイズ
変更履歴の記録機能は、旧バージョンより大幅に強化されています。[ツール] メニューの [オプション] をクリックし、[変更の履歴] タブをクリックして、Word 97 で使用可能であった変更履歴の記録機能と同じ機能をエミュレートするように Word 2003 を設定できます。このことは、旧バージョンの Word を保有する一部の企業が、ドキュメントの一貫性に関する連邦規則に準拠するために、ある版から次の版にドキュメントの変更履歴を記録する必要がある場合に重要な問題となっていました。管理者がこれらのオプションをユーザー用に事前に設定するには、ポリシーを使用するか、Office プロファイル ウィザードを使用して Word の設定を取得し、Windows インストーラ トランスフォームや個人用設定の保存ウィザード (Office プロファイル ウィザード) を使用してその設定を配布します。ただし、フォントの変更やプリンタ ドライバの変更は、古いドキュメントのページの乱れを引き起こすため、状況に応じて印刷の前にドキュメントを調整する必要があります。枚数の多いドキュメント セットの場合、実際に印刷する前に、[印刷プレビュー] を使用して配置とページ数を確認してください。
IRM (Information Rights Management) 技術
Office 2003 Editions には、Word、PowerPoint、Excel、または Outlook データ ファイル内のコンテンツの参照可能範囲をユーザーが制限できる新機能が導入されています。IRM により、これらの IRM 対応のアプリケーション コンテンツにアクセス権を割り当てる方法が提供されるため、ユーザーが参照できるのは、コンテンツの作成者が許可する部分のみとなります。また、コンテンツの作成者は、コンテンツを印刷またはコピーする権限も制限することが可能です。詳細については、Office リソース キットの「Information Rights Management」を参照してください。
マウスの右クリックによるポップアップ メニューの有効化
Office 2000 Editions から、オブジェクト関連のオプションの大部分は、マウスの右クリックによりアクセスできるようになりました。つまり、ほとんどの場合、一般的に参照されるメニュー オプションは、利便性を考慮して、右クリックにより表示されるポップアップ メニューにも一覧表示されます。このため、いくつかのメニュー オプションは、標準メニューのユーザー インターフェイスからなくなり、オブジェクト固有のポップアップ メニューに移動しています。特定のメニュー オプションの移動先に関する質問が管理者に殺到する可能性があるため、ユーザーに対してこの動作変更に関する注意を促す必要があります。
Visio の下位互換性に関する問題
Visio 2003 では、Visio 5.0、Visio 2000、および Visio 2002 の図面を開くことができます。ただし、これらの旧バージョンのウィザード機能には一部異なるものがあり、場合によっては動作しない機能もあります。
Visio 2003 では、新しい Visio 2003 ソリューションと互換性のある Visio 2003 の図を作成するために、古い図面ソリューションの多くが変換されます。ほとんどの場合、この変換により、旧バージョンの Visio との下位互換性が失われます。変換により何らかの問題が発生する場合に備えて、元の Visio ファイルは安全な場所に保存し、これらの元のファイルのコピーのみを更新することをお勧めします。
[名前を付けて保存] の互換性は、Visio 2002 および Visio 2000 のバイナリ形式 (vsd、vst、および vss) のみに制限されます。Visio 2000 より前のファイル形式は、[名前を付けて保存] ではサポートされません。
Visio では、Visio 2002 XML 形式 (vdx、vsx、および vtx) に保存することはできません。このファイル形式は、Visio 2002 を使用して作成される必要があります。
スマート タグは、Visio 2003 では使用できますが、Visio 2003 より前の Visio ファイル形式ではサポートされません。このため、スマート タグは、保存時にファイルから削除され、また、古いファイル形式に保存すると失われます。削除されたスマート タグは、Visio 2003 でファイルを開いても復元されないため、再度作成する必要があります。Visio 2003 に固有の機能を保持するために、古いファイル形式で保存する前に、ファイルのバックアップ コピーを作成することをお勧めします。
ボタンの右側の下向き矢印
一部のボタンの一番右側に、下向き矢印が表示されるようになりました。この "分割" ボタン セグメントは、実際にはドロップダウン メニューです。特別なオプションが、これらのオプションの多くに存在し、より限定された目的で使用されます。たとえば、[ファイル] メニューの [開く] をクリックして表示されるダイアログ ボックスの [開く] ボタンでは、下向き矢印をクリックすると、[開く]、[読み取り専用として開く]、[コピーとして開く]、[ブラウザで開く]、[変換して開く]、および [開いて修復] という 6 つの操作を利用できます。各オプションが有効になるかどうかは、ダイアログ ボックスで選択したファイルの種類に依存します。たとえば、[ブラウザで開く] と [変換して開く] は、ファイルが HTML や XML などでない場合は、淡色表示になります。
多言語機能 （Office 2003 Editions 英語版のみ）
Office 97 のリリース以降、Office アプリケーションは、多くの言語で使用できるよう大きく変化してきました。この機能の実現には、アプリケーションに各言語を表示するための基になるコード ベースに根本的な変更を加える必要がありました。特に、ユーザー インターフェイス (UI) は、現在、UI のメニュー オプションのローカライズされた要素を格納するリソース DLL に依存しています。また、Unicode と 2 バイト文字セットをサポートするために、大部分のファイル形式は、Office 97 と Office 2003 Editions の間で大幅に変化しています。主に、現在の Office アプリケーションは、英語を中心としており、他の言語を使用可能にするには、特別な Multilingual User Interface Pack を適用します。つまり、単にローカライズされたバージョンの Office (多くの場合現在でも入手可能) を作成することから、MUI Pack を追加するだけで目的の言語を使用できる Office アプリケーションの単一のインスタンスを作成することへと変化が進んでいます。MUI Pack をインストールすると、多くの多言語対応フォントもインストールの内容に含まれます。また、外国語の辞書と文章校正プログラムをサポートする機能も大幅に向上しています。
フォントのサポートは、選択している言語の文字を適切に表示するために重要です。多言語環境の組織で作業する際には、承認されたフォントのみを使用するようユーザーに指示することをお勧めします。これにより、適切に表示されないファイルを扱うことになる可能性が減少します。すべてのユーザーが、全員からアクセスできる指定されたフォントのセットを使用するよう制限されている場合、適切に表示されないファイルに遭遇する可能性は大幅に低下します。
Windows 2000、Windows XP、および Windows Server 2003 では、東アジア言語もサポートされますが、インストールする Unicode 対応のフォントは、少なくする (5 つ以下にする) ことをお勧めします。大規模なフォント ファイルは、コンピュータの速度を低下させるパフォーマンス上の深刻な問題を引き起こす可能性のあることがわかっており、大量の RAM と仮想メモリも消費します。
MUI Pack で言語を使用可能にすることは、簡単な作業ではなく、実装の前に調査を行う必要があります。適切な導入作業の準備方法については、Office リソース キットの「国際環境での導入計画」を参照してください。
Word、PowerPoint、FrontPage、および Publisher のテーマ
Office 2003 Editions でのテーマと、ドキュメント、プレゼンテーション、Web サイト、または文書の簡単なスタイル設定のための特別なサポート機能は、Office 97 と比較して大幅に拡張されています。ほとんどの場合、テーマ機能の拡張により、目的とする視覚効果を簡単に得ることができます。ただし、この機能の実現には、多少のリスクが伴います。テーマ関連の追加ファイルをすべてのユーザーのコンピュータにインストールする必要があるため、貴重なディスク容量が減ることになります。ただし、必要になる容量は、ここ数年で利用可能になったコンピュータのディスク容量のコストを参考に考えると、ほんのわずかなものです。追加のテーマ ファイルをインストールするかどうかは、その利便性と、ユーザーのローカル ドライブに占める容量に基づいて評価してください。
グラフの機能強化
グラフのカスタマイズに関する重要な更新が、Office 97 のリリース以降に行われました。Office 2003 Editions ユーザーがグラフのオプションを使用する際の柔軟性と可用性は、大幅に向上しています。これらの変更により、適切な結果をすばやく得ることができます。ただし、ユーザーは、これらの新機能の使用方法を理解する必要があるか、少なくとも、そのような変更が発生しており、その使用方法を習得するために場合によっては余分な時間を必要とする可能性があると知らされる必要があります。また、グラフの外観は、次回印刷するときに変化する可能性が高くなります。
HTML 統合
Web ベースのファイルとやり取りする機能は、Office 2003 Editions で大幅に向上しています。また、Web ベースのアクティビティの統合も、データベースでの Web データのやり取り、Web ページの作成、およびユーザー入力に基づいたリンクの自動作成の分野を中心に強化されています。このリンクの自動作成は、ハイパーリンクや URL に似たテキスト文字列をドキュメントに入力するたびに自動でハイパーリンクを作成したくない一部のユーザーには、少し変わった機能であると受け取られる可能性もあります。この Office の自動機能をオフにするオプションは、ユーザー インターフェイスに存在します。不思議に思われるかもしれませんが、このオプションは、[ツール] メニューの [オートコレクトのオプション] をクリックして表示されるダイアログ ボックスの [入力オートフォーマット] タブの [インターネットとネットワークのアドレスをハイパーリンクに変更する] チェック ボックスにあります。また、意外なことに、このオプションを制御するポリシーはありません。
セキュリティ (全般)
Office 2003 Editions へのアップグレードを検討していただく上で、多くの企業の決定に影響を与えるいくつかの要素があります。企業の大多数がここ数年必ず検討してきた主要な要素の 1 つは、システム セキュリティに関連する問題を中心としています。Office 97 とそれに続くバージョンの Office では、セキュリティ上脆弱な部分が報告され、セキュリティーパッチ、技術情報の提供を行ってきました。Office 2003 Editions には、以前のバージョンと同じレベルのセキュリティの問題はありません。存在する可能性のある問題は、通常、防御することが可能であり、別の方法により緩和することができます。また、多くの場合、脆弱性が検出されると、影響を受ける製品に対するアップデートが、可能な限り迅速に Windows Update または Office のアップデートを通じて提供されます。現在、業務上のオペレーティング システムとデスクトップ ワークステーションの組み合わせとして浸透しているのは、Windows XP と Office 2003 です。この 2 つの製品の組み合わせにより、可能な限り高度にセキュリティ強化された作業環境が実現します。この問題に対する見解として、以下の Microsoft サポート技術情報の Knowledge Base の資料に、Office 97 とそれ以降のバージョンの Office との間に存在するセキュリティ上の差異が記載されています。
	310365
	Office 97 で推奨されるマクロ セキュリティ設定 (Office)
Office 97 には、マクロ ウイルスから完全に保護するためのセキュリティ アーキテクチャが存在しません。Office 97 に含まれるセキュリティは、開発された当時の最新の技術でしたが、その後デジタル署名、デジタル証明書、認証テクノロジなどの大きな進歩があり、現在は当時とは大きく異なっています。また、マクロ ウイルスの作者の手口も以前より巧妙化しています。
これらのことから Microsoft では、Office プログラムのセキュリティを必要とするユーザーに対して Microsoft Office 2000、Office XP、または Office 2003 にアップグレードすることを推奨しています。これらの各バージョンとも、より徹底的にマクロ ウイルスから保護するためのセキュリティ アーキテクチャが装備されています。



Outlook では、Office 97 以降、受信トレイで開くことのできるものとできないものに関していくつかの決定的な変更が行われました。主として、電子メールの自動実行機能の多くが現在では利用できなくなっています。特にセキュリティ上の影響を抑えるため、それらの機能は無効になりました。以下の資料では、一部のユーザーにとって明らかに重要となる既知の適切な変更点のいくつかについて説明しています。その内容は、電子メールでの作業が日常業務の大半を占めるエンド ユーザーが遭遇する最もわかりやすい相違点に関するものです。Outlook の機能は、Office 97 以降およびセキュリティ機能更新に伴い高度化されているため、ユーザーのコンピュータ上でウイルスの活動を引き起こす可能性のあるファイル形式をアプリケーションが自動実行する機能や表示する機能を必要以上に制限するいくつかの新しい変更点は、無効になるか、アプリケーションから意図的に削除されています。
	264619
	Known issues with Office 97 after you apply the Outlook E-mail Security Update
Outlook のウイルス添付ファイル用セキュリティ アップデートをインストールした後、Microsoft Office 97 の一部の機能に障害が発生する場合があります。この資料には、この変更による影響と、その影響を緩和するために実行可能なオプションについて説明している他のサポート技術情報へのリンクが含まれます。


Office 2003 のセキュリティ
セキュリティ関連情報の詳細については、以下の Office リソース キット ドキュメントを参照してください。これらのドキュメントは、セキュリティに関心があり、まずはウイルスによる攻撃を防ぐためにユーザーと管理者が実施する必要のある対策の概要を理解することから始めたい方にとって有益な入門情報になります。
Office のセキュリティについて
多言語対応
Office 2003 Editions は、ドキュメント、スプレッドシート、およびデータベースをインターナショナル環境で使用する際の最良のソリューションの 1 つであることは明らかです。辞書、ヘルプ ファイル、UI ローカライズ、およびその他の要素に対応する多言語ツールの導入により、Office 2003 Editions は、優れたソリューションの 1 つとなっています。Office アプリケーションの多言語対応に関する適切な資料と、Office 内での言語ツールの使用については、「Office 2003 Editions リソース キット」を参照してください。
国際環境での導入計画の概要
ユーザー定義設定のカスタマイズと移行
システム設定の移行、指定、またはコピーを行う必要のある Office 管理者、Windows インストール担当者、およびネットワーク管理者は、いくつかのユーティリティとツールを利用できます。これらのツールは、一般的に、さまざまなリソース キット内のツール、ウィザード、またはユーティリティのコレクションに含まれます。
プロファイル ウィザードの使用
	321197
	Windows XP Professional のユーザー状態移行ツールについて
ユーザー状態移行ツールは、ScanState.exe と LoadState.exe という名前の 2 つのプログラム ファイルと Migapp.inf、Migsys.inf、Miguser.inf、Sysfiles.inf という名前の 4 つの移行規則情報ファイルから構成されます。
ScanState.exe は、Migapp.inf、Migsys.inf、Miguser.inf、Sysfiles.inf ファイルに格納された情報に基づいて、ユーザーのデータと設定を収集します。LoadState.exe はこのユーザー状態データを Windows XP Professional の "クリーン" (アップグレードしていない) インストールを実行中のコンピュータに保存します。これらの 2 つのファイルは Windows XP CD-ROM の Valueadd\Msft\Usmt フォルダにあります。


Microsoft Access での変換
Microsoft Access は、Access 2.0 以降、新機能に対応することを目的にデータベースのファイル形式を変更してきたため、データベース変換において問題が生じ、評判が良くないこともありました。Access と JET で使用されるデータベース コンテナの基になるデータ エンジンとスキーマの変更は、並べ替えの高速化、格納容量の増加、柔軟性の向上、高まりつつあるデータベース デザインの将来的な要件への対応を図るために必要でした。残念なことに、この変更作業によって一般ユーザーにかなりの不便さを強いる結果となりました。この変更は、製品の拡張を目的として行われたものであり、開発者およびエンド ユーザーを困惑させる意図はありません。以下のトピックは、開発者とユーザーが、Access のファイル形式の変更に関連するさまざまな問題を解決する際に役立ちます。適切な解決策の 1 つは、空の Access 2003 データベースを作成し、使用する旧バージョンのデータベース内のテーブルへのリンクを作成することです。これは最終的な解決策ではありませんが、開発者とユーザーの大部分は、この簡単な作業を実行することでかなり多くの問題を解決できます。この解決策により他の問題も発生しますが、ほとんどの場合、状況を詳細に検討し、MSDN や他の Microsoft Web サイトから入手可能な Access の情報資料を参照することで、別の解決策を導入することが可能です。また、Access 2003 データベースのファイル形式では、別の小規模な変更も行われていますが、その問題に対する解決策は、以下のリンクに一覧表示されている情報にほぼ一致します。
Access Version 2002 でファイル形式を選ぶときに開発者が考慮すべきこと
以下の資料には、SQL Server を使用する際の Access の拡張方法に関する重要な事例があります。その内容は、高速並べ替え、検索、またはレポート作成の機能を必要とする大規模なデータベースに対する適切な解決策を提供するものです。また、既存の Access 97 データベースをより新しいファイル形式に適切に移行する方法に関するヒントを得ることもできます。
アップサイジング ウィザードで Access データベースを変換する
その他
ユーザーが遭遇する問題の多くは、使い方がわからないなどの単純なものです。この場合、Office のスマート タグが重要な要素となりますが、多くのユーザーはこの機能をあまり理解していません。以下の資料は、この問題を適切に理解する際に役立ちます。
スマート タグのよく寄せられる質問
ヒント : Word - 文書を開くときにファイル形式を確認する
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注意   十分に理解しない状態で以下のオプションを使用すると、データの損失や潜在的破損を引き起こす可能性があります。
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この機能は、Word 2.0 から搭載されていますが、一般的には知られていません。価値のある Word 機能の 1 つですが、場合によっては一度も見つけられることがありません。基本的には、この機能により、Word をバイナリ エディタとほぼ同様に使用できます。
Word の既定では、すべてのファイルが、Word 文書であるという前提でネイティブの編集形式により開かれます。このとき、ファイルの読み込み元または保存先のファイル形式の制限とは関係なく、スタイルと書式の変更が適用されます。ファイル保存の準備が完了し、[名前を付けて保存] ダイアログ ボックスの [ファイルの種類] ボックスで選択したファイル形式にファイルを保存する場合にのみ、適用されている書式が失われることを示すメッセージが表示されます。一般的に、ファイルの内容に適用されたすべての書式を保存できるのは、RTF または DOC 形式の場合のみです。
Word のこの機能を使用しても、バイナリ コンテンツの一部は表示できないため、Word の作業領域にファイルの実際のバイナリ コンテンツは表示されません。ただし、ユーザーがそのとき選択している言語やフォント セットに同等の文字がある場合は、該当する文字が作業領域に表示されます。この機能を有効にするには、Word 2003 で、[ツール] メニューの [オプション] をクリックし、表示されるダイアログ ボックスの [全般] タブの [文書を開くときにファイル形式を確認する] チェック ボックスをオンにする必要があります。この機能を有効にすると、ネイティブの Word 文書ではないファイル ("doc" 以外のファイル拡張子を持つファイル) を開くたびに、確認のためのダイアログ ボックスが表示され、一覧表示されている形式のいずれかにファイルを変換するかどうかをたずねられます。RTF として認識されるファイルを選択し、[ファイルの変換] ダイアログ ボックスの [書式なし] をクリックすると、RTF バイナリ形式のファイルが表示されます (この場合、ASCII テキスト形式)。テキスト形式としてファイルを開いた後にも RTF の書式を維持する場合は、そのファイルをテキスト形式のファイルとして保存する必要があることに注意してください。また、この Word 機能の使用によって予期しないファイル形式の変更が発生する場合に備え、元のファイルを異なるファイル名で保存しておくことをお勧めします。
並べ替え中に障害を引き起こす Word の表における過度に複雑なスタイル
Word のあまり知られていない問題として、表を並べ替えようとすると、失敗するか、Word によりメモリ不足であることを示すメッセージが表示されるという障害があります。状況によっては、Word が異常終了し、Microsoft にエラー報告が送信されることもあります。この障害のほとんどの場合、表のいずれかの場所に過度に複雑なスタイルが使用されています。単に余分なスタイルをスタイルの一覧から削除し、疑わしいテキストを "標準" スタイルに戻しても、問題は修復されません。残念ながら、フォント フォルダとスタイルの一覧 (スタイル テンプレートではなく、保存時に文書に関連付けられるもの) を整理することが唯一の解決策となります。この問題は、英語対応のユーザー インターフェイスに東アジア フォントをインストールした場合によく発生することが知られています。東アジア フォントをアンインストールしても、問題は修復されません。(影響を受ける文書の) スタイル ヘッダーに一度追加されたフォント名は、そこに残り続けるため、手動で削除する必要があります。つまり、この問題は、ユーザーがフォントの大規模なセットをコンピュータにインストールしている場合に多く発生すると考えられます。場合によっては、ファイルを RTF 形式に変換してからテキスト モードで開き、フォント フォルダから削除したスタイルに対するスタイル参照を削除し、ファイルを保存する必要があります。次に、RTF 形式でファイルを開き、ファイルの並べ替えが可能になっていることを確認してから、DOC 形式に戻して保存します。この手順は推奨されないため、RTF の書式コマンドと表記法に対する理解が十分なユーザーのみ実行するようにしてください。ただし、問題を修正するための他の選択肢がない状況では、試してみることも可能です。
Word と Internet Explorer でのメモリ リークと認識される障害
このドキュメントの作成中に、いくつかの注目に値する動作を引き起こす不具合の存在が明らかになりました。この不具合を説明する Microsoft サポート技術情報の Knowledge Base の資料の存在について確認することは不可能です。また、システムによる Office エラー報告も生成されません。したがって、この問題が報告される可能性は、かなり低くなっています。このドキュメントのすべてのハイパーリンクをレビューする際は、リンクを 1 つずつテストして動作するかどうかを確認する必要がありました。この作業中、30 ～ 40 個程度のリンクをテストした段階で、それ以上のリンクを開くことができなくなりました (この問題は、ほとんどの場合、搭載している RAM と使用可能な仮想メモリの容量に依存しています)。何の警告やメッセージも表示されず、単に Internet Explorer のウィンドウが開かれなくなります。状況の再現手順を、以下に示します。
ドキュメントの各リンクを 1 つずつクリックします (順序は関係ありません)。対応するページが表示されたら、Internet Explorer の [戻る] をクリックします。IE のウィンドウが閉じて、Word のウィンドウに戻ります。リンクのクリックを続け、[戻る] を使用して IE のウィンドウを閉じます。ある段階で、それ以上 IE のウィンドウを読み込むことができなくなります。 
ただし、[戻る] を使用する代わりに、[ファイル] メニューの [閉じる] をクリックするか、(左上隅の) システム アイコンをダブルクリックする、または (右上隅の) 閉じるボタンをクリックすると、このメモリ リークに似た動作は発生しません。
発生時にこの問題を修正するには、(タスク マネージャを起動するために) Ctrl キーを押しながら Alt キーと Del キーを押します。表示されるダイアログ ボックスの [タスク マネージャ] をクリックします。[プロセス] タブをクリックして、IEXPLORER.EXE というエントリを探します。そのエントリをクリックし、[プロセスの終了] をクリックします。これで、Internet Explorer により消費されていたメモリは解放されます。
バージョン間の機能の互換性
Office 2003 Editions と Windows XP の各種の新機能により、旧バージョンより迅速に作業を完了することができます。新機能に関する唯一の問題は、それらの機能を効果的に使用する前に、その動作のしくみを理解する必要があることです。また、旧バージョンの Office アプリケーションと、新機能をサポートする新しいファイル形式との間に互換性の問題が発生する可能性もあります。
互換性の問題に加え、Office 製品の機能とその副次機能の変更は、Office 97 リリース以降、管理者と開発者に懸念を抱かせてきました。以下の表に、ユーザー インターフェイスのメニュー オプションの既知の相違点と、いくつかのケースにおいてはその相違点の内容について示します。この表は、完全な一覧ではありません。この表では、主要なメニュー グループの変更と、それに伴う関連メニュー オプションの第 2 および第 3 層レベルの変更について示すことを主な目的としています。また、この比較表では、さまざまなアプリケーション内の UI ダイアログ ボックスの変更については記載していません。
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メモ   Office 2000 のリリースで、マウスの右クリック メニュー オプションが、ユーザーが選択可能なオブジェクトのほとんどに対して実装統合されました。オブジェクト状態に依存するこのメニュー オプション機能は特定のオブジェクトに固有であり、オプションにアクセスして使用するには、目的のオブジェクトを右クリックする方法以外ありません。しかし、メニュー バーを利用する方法とマウスの右ボタンをクリックする方法 (アプリケーションの仕様やユーザーが現在おかれている編集状況による) の両方の方法でアクセスできるオプションも多くあります。また、メニュー バーの UI から削除され、マウスの右クリックにより表示されるポップアップ メニューにのみ表示されるようになったメニュー オプションもあります。メニュー バーでメニュー オプションを見つけられない場合は、目的のオブジェクト上で右クリックし、オプションが表示されるかどうかを確認してください。Outlook 2003 では、(Outlook 97 と比較して) いくつかのメニュー オプションが変更されており、メニュー バーから削除されたオプションが、現在右クリック メニューでのみ利用可能になっている場合があります。
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旧バージョンの Office アプリケーションで利用でき、現バージョンでは利用できなくなったメニュー オプションは、[ツール] メニューの [ユーザー設定] をクリックすると見つかる場合があります。製品の中心的な処理に含まれない特殊な作業とオプションは、[ユーザー設定] ダイアログ ボックスの [コマンド] タブまたは [ツールバー] タブに移動しました。これらのタブのいずれかで使用できる特定のオプションを有効にする方法は、Office のヘルプ機能で確認してください。
以下の各アプリケーションの比較表の最初の数行に、斜体で表記された項目があります。それらの項目は、いくつかのメニュー オプションに関連し、Office 2003 Editons では表示される場合とされない場合のある、アプリケーションの中心的な機能です。また、注意の必要なバージョン間の相違点は、読者が製品間の明確な違いを識別することができるように、濃い青で記載しています。
Office
	中心的な Office 機能
	Office 97
	Office 2003

	ACMSetup (ACME セットアップ)
	○
	×

	ActiveX コントロールの有効化
	○
	○ (より高度なセキュリティ設定オプション)

	管理者インストール ポイント
	○
	○

	コラボレーション (グループ作業)
	限定的
	○ (強化)

	カスタム インストール ウィザード
	×
	○ (ネットワーク インストール ウィザードの代替)

	アプリケーションの自動修復
	×
	○

	文書プロパティ (Word)
	○
	○ (強化)

	暗号化サポート
	限定的
	○

	外国語サポート
	限定的
	○

	ヘルプ情報
	○
	○ (強化)

	インストール プロパティ
	×
	○

	言語翻訳サポート
	×
	○ (限定的)

	ローカル インストール ソース
	×
	○

	前バージョンのオプションの継承
	×
	○

	ネットワーク インストール ウィザード (NIW)
	新機能
	× (カスタム インストール ウィザードに置き換え)

	すべてのアプリケーションのオブジェクト モデル
	新機能
	○ (強化)

	Office アート
	○
	○ (強化)

	Office アシスタント
	新機能
	○ (既定でオフ)

	Office Binder
	○
	×

	PIDKEY 実装
	○
	○

	ポリシー
	限定的
	○ (強化 - メモ 1 を参照)

	製品のライセンス認証
	×
	○

	自動インストール
	○
	強化

	再起動が必要 (システム DLL ファイル)
	○
	×

	レジストリ ポリシー/アプリケーション整列
	×
	○ (メモ 1 を参照)

	セキュリティ強化
	小規模
	○ (大規模 - より高度な新セキュリティ)

	音声認識
	×
	○

	記号と特殊文字の挿入
	○ (一部の製品でのみ利用可能)
	○

	ターミナル サーバー最適化インストール
	×
	○

	テーマ
	×
	○

	ツール バー (全アプリケーションでの共有)
	○
	○ (強化)

	トランスフォーム
	×
	○

	VBA (インストール可能な機能として)
	×
	○

	Visual Basic for Applications
	新機能
	○ (強化)

	ワトソン博士のエラー報告
	×
	○

	Windows インストーラ (Darwin)
	×
	○


1 Office XP より前のバージョンでは、標準的なレジストリの UI 保持設定は、やや自由度の高い方法で格納されていました。これらのレジストリ エントリとそれに関連するポリシー実装の設定を簡略化するために、UI 保持設定とポリシー適用設定は、両方ともルート レジストリ ノードの設定から複製されます。たとえば、次のレジストリ キーがあるとします。
HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Office\11.0\Word\Security
このレジストリ キーでは、既存のレジストリ パスに "Policies" ノードを挿入するだけで、ポリシー設定を指定することができます。
例
HKLM\SOFTWARE\Policies\Microsoft\Office\11.0\Word\Security
この例は、システム ポリシー エディタやグループ ポリシー スナップインで使用される実際の ADM (管理用) テンプレートとは異なりますが、その考え方は、各 Office アプリケーション用に作成されて適用されるすべての既知のポリシー キーに応用することができます。
Access
	Access 機能
	Office 97
	Office 2003

	データベース ウィザード
	○
	○ (強化)

	選択フィルタとフォーム フィルタ
	○
	○

	インポート/エクスポート ウィザード
	○
	○ (強化と統合)

	フォームおよびレポート ウィザードの機能向上
	○
	○

	選択クエリ ウィザード
	○
	○

	テーブル正規化ウィザード
	○
	○ (強化)

	[ファイル] - [新規作成] - [データベース]
	○
	[新しいファイル] 作業ウィンドウに移動

	[ファイル] - [エクスポート]
	×
	○

	[ファイル] - [名前を付けて保存/エクスポート]
	○
	× (前項を参照)

	[HTML 形式で保存]
	○
	○ ([エクスポート] メニュー オプション内)

	[ファイル検索]
	×
	○

	[ファイル] - [送信]
	○
	○

	[ファイル] - [データベースのバックアップ]
	×
	○ (新機能)

	[編集] - [Office クリップボード]
	×
	○

	[編集] - [グループ]
	×
	○

	[新しいグループ]
	×
	○

	[グループ名の変更]
	×
	○

	[グループの削除]
	×
	○

	[編集] - [グループに追加]
	×
	○

	[新しいグループ]
	×
	○

	[表示] - [データベース オブジェクト]
	○
	○

	[ページ]
	×
	○

	[表示] - [オブジェクトの依存関係]
	×
	○ (新機能)

	[表示] - [作業ウィンドウ]
	×
	○ (新機能)

	[表示] - [最新の情報に更新]
	×
	○

	[挿入] - [ページ]
	×
	○

	[ツール] - [オートコレクト]
	○
	[オートコレクトのオプション] に移動

	[ツール] - [オンライン グループ作業]
	×
	○

	[ツール] - [データベース ユーティリティ]
	○
	○

	[データベースの最適化/修復]
	○
	○ (両方を結合)

	[データベースのバックアップ]
	×
	○ (新機能)

	[リンク テーブル マネージャ]
	×
	○ (旧バージョンではアドイン)

	[データベース分割ツール]
	×
	○ (旧バージョンではアドイン)

	[メニュー用フォーム ビルダ]
	×
	○ (旧バージョンではアドイン)

	[アップサイジング ウィザード]
	×
	○

	[ツール] - [セキュリティ]
	○
	○

	[ワークグループ管理]
	×
	○

	[暗号化/解読]
	○
	○ ([データベースのエンコード/デコード] に名前変更)

	[ツール] - [レプリケーション]
	○
	○

	[部分レプリカ ウィザード]
	×
	○ (新機能)

	[ツール] - [マクロ]
	○
	○

	[Visual Basic Editor]
	×
	○

	[Microsoft Script Editor]
	×
	○

	[セキュリティ]
	×
	○

	[ツール] - [アドイン]
	○
	○

	[アドイン マネージャ]
	○
	○

	[データベース分割ツール]
	○
	[データベース ユーティリティ] に移動

	[リンク テーブル マネージャ]
	○
	[データベース ユーティリティ] に移動

	[メニュー用フォーム ビルダ]
	○
	[データベース ユーティリティ] に移動

	[ツール] - [オートコレクト]
	○
	○ ([オートコレクトのオプション] に変更)

	[ツール] - [ユーザー設定]
	×
	○

	[ヘルプ] - [Office アシスタントを表示する]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [Microsoft Office Online]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [Access 開発者向けリソース]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [お問い合わせ先]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [更新のチェック]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [カスタマ フィードバックのオプション]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [トピックの検索]
	○
	×

	[ヘルプ] - [ライセンス認証]
	×
	○

	[ヘルプ] - [サンプル データベース]
	×
	○

	[ヘルプ] - [アプリケーションの自動修復]
	×
	○


Excel
	Excel 機能
	Office 97
	Office 2003

	Excel ワークシート分析
	限定的
	○ (強化)

	Excel ゴール シーク
	×
	○

	Excel シナリオ
	×
	○

	数式オートコレクト
	○
	○ (強化)

	自然言語数式
	○
	○ (強化)

	更新グラフ
	○
	○ (強化)

	[ファイル] - [HTML 形式で保存]
	○
	[Web ページとして保存] に変更

	[ファイル検索]
	×
	○

	[ファイル] - [アクセス許可]
	×
	○ (新機能)

	[アクセス制限なし]
	×
	○ (新機能)

	[配布禁止]
	×
	○ (新機能)

	[アクセス制限を行うユーザーの選択]
	×
	○ (新機能)

	[ファイル] - [ブラウザでプレビュー]
	×
	○

	[ファイル] - [送信]
	○
	削除 (ただし、以下の操作によりカスタム オプションとして利用可能)

	[メールの宛先]
	○
	[ツール] メニューの [ユーザー設定] をクリックし、表示されるダイアログの

	[メールの宛先 (校閲用)]
	×
	[コマンド] タブをクリックして、これらの任意の

	[メールの宛先 (添付ファイル)]
	×
	メニュー オプションを有効化

	[回覧先]
	○
	

	[Exchange フォルダ]
	○
	

	[オンライン会議の参加者]
	×
	

	[編集] - [Office クリップボード]
	×
	○

	[表示] - [作業ウィンドウ]
	×
	○

	[表示] - [レポート マネージャ]
	○
	×

	[挿入] - [記号と特殊文字]
	×
	○

	[クリップ アート]
	○
	○

	[スキャナから]
	○
	○ ([スキャナまたはカメラから] として)

	[挿入] - [マップ]
	○
	× (次項を参照)

	[挿入] - [図表]
	×
	○

	[書式] - [シート]
	○
	○

	[シート見出しの色]
	×
	○

	[ツール] - [オートコレクト]
	○
	○ ([オートコレクトのオプション] に変更)

	[ツール] - [エラー チェック]
	×
	○

	[ツール] - [共有ワークスペース]
	×
	○ (新機能)

	[ツール] - [音声]
	×
	○

	[ツール] - [ブックの結合]
	○
	× (次項を参照)

	[ツール] - [ブックの比較と反映]
	×
	○ (新機能)

	[ツール] - [保護]
	○
	○

	[範囲の編集を許可]
	×
	○

	[ツール] - [オンライン グループ作業]
	×
	○

	[会議の開始]
	×
	○

	[Web ディスカッション]
	×
	○

	[ツール] - [ワークシート分析]
	○
	○

	[数式の検証]
	×
	○

	[[ウォッチ] ウィンドウの表示]
	×
	○

	[ワークシート分析モード]
	×
	○

	[[ワークシート分析] ツールバーの表示]
	×
	○

	[ツール] - [ソルバー]
	○
	× (アドインとして利用可能)

	[ツール] - [リサーチ]
	×
	○

	[ツール] - [マクロ]
	○
	○

	[セキュリティ]
	×
	○

	[Microsoft Script Editor]
	×
	○

	[ツール] - [ウィザード]
	○
	×

	[Lookup]
	○
	アドインとして利用可能

	[ファイル変換]
	○
	× ("[ファイル] - [開く]" または "[ファイル] - [上書き保存]" を参照)

	[条件付き合計式]
	○
	アドインとして利用可能

	[Web フォーム]
	○
	× ("[ファイル] - [開く]" または "[ファイル] - [上書き保存]" を参照)

	[データ] - [テンプレート ウィザード]
	○
	×

	[データ] - [ピボットテーブル レポート]
	○
	○ ([ピボットテーブルとピボットグラフ レポート] に変更)

	[データ] - [外部データの取り込み]
	○
	○

	[データの取り込み]
	×
	○

	[新しい Web クエリ]
	×
	○

	[新しいデータベース クエリ]
	×
	○

	[Web クエリーの実行]
	○
	× (統合)

	[データベース クエリーの実行]
	○
	× (統合)

	[データ] - [リスト]
	×
	○ (新機能)

	[リストの作成]
	×
	○ (新機能)

	[リストのサイズ変更]
	×
	○ (新機能)

	[集計行]
	×
	○ (新機能)

	[範囲に変換]
	×
	○ (新機能)

	[リストの発行]
	×
	○ (新機能)

	[リストをサーバーで表示]
	×
	○ (新機能)

	[リストのリンクを解除]
	×
	○ (新機能)

	[リストの同期]
	×
	○ (新機能)

	[変更を破棄して最新の情報に更新]
	×
	○ (新機能)

	[アクティブでないリストの枠線の非表示]
	×
	○ (新機能)

	[データ] - [XML]
	×
	○ (新機能)

	[インポート]
	×
	○ (新機能)

	[エクスポート]
	×
	○ (新機能)

	[XML データの更新]
	×
	○ (新機能)

	[XML ソース]
	×
	○ (新機能)

	[XML の対応付けのプロパティ]
	×
	○ (新機能)

	[クエリの編集]
	×
	○ (新機能)

	[XML 拡張パック]
	×
	○ (新機能)

	[ウィンドウ] - [並べて比較]
	×
	○ (新機能)

	[ヘルプ] - [Office アシスタントを表示する]
	×
	○

	[ヘルプ] - [トピックの検索]
	○
	×

	[ヘルプ] - [更新のチェック]
	×
	○

	[ヘルプ] - [お問い合わせ先]
	×
	○

	[ヘルプ] - [カスタマ フィードバックのオプション]
	×
	○

	[ヘルプ] - [Microsoft Office Online]
	×
	○

	[ヘルプ] - [ポップ ヒント]
	○
	×

	[Microsoft Web ページ]
	○
	×

	[ヘルプ] - [ライセンス認証]
	×
	○

	[ヘルプ] - [アプリケーションの自動修復]
	×
	○


Outlook
Outlook のメニュー構造は、インストール設定、プロファイル、および適用されるアドインに応じて大きく変化します。ここでは、Outlook 97 の基本的な機能を、Outlook 2003 の基本的な機能と比較することに重点を置いています。いくつかのオプションと機能は、より直観的でわかりやすい場所に移動したほか、画面上のいくつかのコントロールも、右クリック メニュー オプションを通じてアクセスすることが可能になりました。また、一覧のヘッダーの一部 ([差出人]、[件名]、[受信日時]、[サイズ] など) は、単にその項目をクリックするだけで並べ替えることができます (特定のコントロールにアクセスするには、右クリックします)。この比較表は、メニュー オプションや機能のすべてを記載しているわけではありません。
全体的に、Outlook 2003 では、Outlook 97 と比較して UI と機能セットが大きく変更されています。多くの場合、Outlook 2003 における機能強化と変更に関して、2 つのアプリケーションを比較してもあまり意味はありません。しかし、以下の表を検討することで、機能とメニュー オプションの一部が Office 2003 内の新しい機能やオプションにどのように変化したかということについて、有益な情報を得ることができます。
	Outlook 機能
	Office 97
	Office 2003

	Outlook 予定表
	Schedule+
	統合

	[ファイル] - [新規作成]
	○
	○

	[配布リスト]
	×
	○

	[テンプレートの選択]
	○
	×

	[Outlook データ ファイル]
	×
	○

	[インターネット FAX]
	×
	○

	[検索フォルダ]
	×
	○

	[ナビゲーション ウィンドウのショートカット]
	×
	○

	[Office ドキュメント]
	○
	×

	[テンプレートの選択]
	×
	○

	[ファイル] - [開く]
	○
	○

	[選択されたアイテム]
	×
	○

	[ほかのユーザーのフォルダ]
	×
	○

	[Outlook データ ファイル]
	×
	○

	[ファイル] - [ほかのフォルダを開く]
	○
	× ("[ファイル] - [開く]" を参照)

	[サーバー フォルダ]
	○
	× ("[ファイル] - [開く]" を参照)

	[個人用フォルダ]
	○
	× ("[ファイル] - [開く]" を参照)

	[ファイル] - [フォルダ]
	○
	○

	[フォルダの作成]
	×
	○

	[このフォルダへのリンクの送信]
	×
	○

	[“受信トレイ” の移動]
	×
	○

	[サブフォルダの作成]
	○
	×

	[パブリック フォルダ Favorites に追加]
	○
	×

	[パブリック フォルダ Favorites から削除]
	○
	×

	[この検索フォルダのカスタマイズ]
	×
	○

	[共有]
	×
	○

	[ファイル] - [Outlook バーに追加]
	○
	× (ドラッグ アンド ドロップ)

	[ファイル] - [データ ファイルの管理]
	×
	○ (新機能)

	[ファイル] - [プロパティ]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[ファイル] - [Exchange キャッシュ モード]
	×
	○

	[アイテムを完全にダウンロード]
	×
	○

	[ヘッダーに続いてアイテムを完全にダウンロード]
	×
	○

	[ヘッダのみダウンロード]
	×
	○

	[低速回線接続ではヘッダーのみダウンロード]
	×
	○

	[ファイル] - [オフライン作業]
	○
	×

	[ファイル] - [終了してログオフ]
	○
	×

	[編集] - [Office クリップボード]
	×
	○

	[編集] - [クリア]
	○
	×

	[表示] - [現在のビュー]
	○
	○ ([並べ替え] に変更)

	[フラグの種類別]
	○
	× (次項を参照)

	[ユーザー設定]
	×
	○

	[現在のビュー]
	×
	○ (Office 97 の [現在のビュー] の多くのサブオプションを含むサブメニュー)

	[表示フィールドの書式設定]
	×
	○

	[日付]
	×
	○

	[テーマ]
	×
	○

	[差出人]
	×
	○

	[宛先]
	×
	○

	[フォルダ]
	×
	○

	[サイズ]
	×
	○

	[件名]
	×
	○

	[種類]
	×
	○

	[フラグ]
	×
	○

	[添付ファイル]
	×
	○

	[電子メール アカウント]
	×
	○

	[重要度]
	×
	○

	[分類項目]
	×
	○

	[ユーザー設定]
	×
	○

	[グループごとに表示]
	×
	○

	[ビューをナビゲーション ウィンドウに表示]
	×
	○

	[表示] - [表示フィールドの選択]
	○
	コントロール上で直接編集可能 (右クリック)

	[表示] - [表示フィールドの書式設定]
	○
	コントロール上で直接編集可能 (右クリック)

	[表示] - [並べ替え]
	○
	コントロール上で直接並べ替え可能 (右クリック)

	[表示] - [フィルタ]
	○
	コントロール上で直接フィルタ可能 (右クリック)

	[表示] - [グループ化]
	○
	コントロール内で直接グループ化可能 (右クリック)

	[表示] - [ビューの書式設定]
	○
	コントロール上で直接書式設定可能 (右クリック)

	[表示] - [ビューの定義]
	○
	コントロール上で直接定義可能 (右クリック)

	[表示] - [フィールドの選択]
	○
	コントロール上で直接フィールド選択可能 (右クリック)

	[表示] - [グループ ボックス]
	○
	コントロール上で直接グループ化可能 (右クリック)

	[表示] - [ナビゲーション ウィンドウ]
	×
	○

	[表示] - [閲覧ウィンドウ]
	×
	○

	[右]
	×
	○

	[下]
	×
	○

	[オフ]
	×
	○

	[表示] - [プレビュー]
	×
	○

	[表示] - [アラーム ウィンドウ]
	×
	○

	[表示] - [最新の情報に更新]
	×
	○

	[表示] - [フォルダ一覧]
	○
	×

	[表示] - [Outlook バー]
	○
	×

	[移動] - [戻る]
	○
	× (キー操作により実行)

	[移動] - [進む]
	○
	× (キー操作により実行)

	[移動] - [上へ]
	○
	× (キー操作により実行)

	[移動] - [フォルダへ移動]
	○
	○ ([フォルダ] に変更)

	[移動] - [送信済みアイテム]
	○
	×

	[移動] - [送信トレイ]
	○
	×

	[移動] - [削除済みアイテム]
	○
	×

	[移動] - [マイ コンピュータ]
	○
	×

	[移動] - [メール]
	×
	○

	[移動] - [フォルダ一覧]
	×
	○

	[移動] - [ショートカット]
	×
	○

	[ツール] - [新着メールの確認]
	○
	×

	[ツール] - [配信サービスの選択]
	○
	×

	[ツール] - [アドレス帳]
	○
	×

	[ツール] - [送受信]
	×
	○

	[すべて送信]
	×
	○

	[このフォルダ]
	×
	○

	[すべて送受信]
	×
	○

	[このフォルダ内のヘッダーをダウンロード]
	×
	○

	[ヘッダーの編集]
	○
	×

	[ヘッダーのダウンロード]
	○
	×

	[メッセージのマーク/マーク解除]
	○
	×

	[マークしたヘッダーの処理]
	○
	×

	[アドレス帳のダウンロード]
	○
	×

	[空き時間情報]
	×
	○

	[メッセージをダウンロード用にマーク]
	×
	○

	[選択されたヘッダーのマークを解除]
	×
	○

	[すべてのヘッダーのマークを解除]
	×
	○

	[このフォルダ内のマークしたヘッダーを処理]
	×
	○

	[ダイヤルアップ接続]
	○
	×

	[既存の LAN 接続を使用]
	○
	×

	[ダイアルアップ場所]
	○
	×

	[場所の設定]
	○
	×

	[送受信の設定]
	×
	○

	[送受信グループの定義]
	×
	○

	[予定された送受信を無効にする]
	×
	○

	[進捗度の表示]
	×
	○

	[このフォルダをオフラインで使用]
	×
	○

	[ツール] - [自動署名]
	○
	× ([オプション] に移動)

	[ツール] - [リモート メール]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[接続]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[切断]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[取得するアイテムにマーク]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[コピーするアイテムにマーク]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[削除]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[マークの解除]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[すべてのマークを解除]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[リモート ツール]
	○
	× (分野変更 - サーバー設定を参照)

	[ツール] - [同期]
	○
	× ([送受信] を参照)

	[すべてのフォルダ]
	○
	× ([送受信] を参照)

	[このフォルダ]
	○
	× ([送受信] を参照)

	[アドレス帳のダウンロード]
	○
	× ([送受信] を参照)

	[ツール] - [受信トレイ アシスタント]
	○
	× ([自動仕訳ウィザード] を参照)

	[ツール] - [ダイヤル]
	○
	×

	[新しいコール]
	○
	×

	[リダイヤル]
	○
	×

	[短縮ダイヤル]
	○
	×

	[ツール] - [履歴に記録]
	○
	×

	[ツール] - [アイテムの検索]
	○
	×

	[ツール] - [すべて検索]
	○
	○ ([検索] に名前変更)

	[検索]
	×
	○

	[高度な検索]
	×
	○

	[パブリック フォルダの検索]
	×
	○

	["削除済みアイテム" フォルダを空にする]
	○
	○

	[ツール] - [Word を電子メール エディタとして使用する]
	○
	○ ("[オプション] - [メール形式]" および "[アクション] - [新しいメッセージの形式]" に移動)

	[ツール] - [サービス]
	○
	×

	[ツール] - [Microsoft Mail ツール]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[メールボックス パスワードの変更]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[アドレス一覧をダウンロード]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[リモート メール配信のスケジュール]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[セッション ログの表示]
	○
	×

	[ツール] - [整理]
	×
	○

	[ツール] - [仕訳ルールと通知]
	×
	○

	[ツール] - [不在時のアシスタント]
	×
	○

	[ツール] - [メールボックスの整理]
	×
	○

	[ツール] - [削除済みアイテムを復元]
	×
	○

	[ツール] - [フォーム]
	×
	○

	[フォームの選択]
	×
	○

	[フォームのデザイン]
	×
	○

	[ツール] - [マクロ]
	×
	○

	[マクロ]
	×
	○

	[セキュリティ]
	×
	○

	[Visual Basic Editor]
	×
	○

	[ツール] - [電子メール アカウント]
	×
	○

	[ツール] - [ユーザー設定]
	×
	○

	[作成] - [新しいメッセージ]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [現在のフォルダに投稿]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [テンプレートの選択]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [フォームの選択]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [会議の計画]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [返信]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [全員へ返信]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [現在のフォルダに返信を投稿]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[作成] - [転送]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[アクション] - [新しいメッセージ]
	×
	○

	[アクション] - [新しいメッセージの形式]
	×
	○

	[ひな形を使用した HTML 形式]
	×
	○

	[Microsoft Office Outlook (HTML 形式)]
	×
	○

	[Microsoft Office]
	×
	○

	[Microsoft Access データ ページ]
	×
	○

	[Microsoft Excel ワークシート]
	×
	○

	[Microsoft Word 文書]
	×
	○

	[テキスト形式]
	×
	○

	[リッチ テキスト形式]
	×
	○

	[HTML 形式]
	×
	○

	[アクション] - [フラグの設定]
	×
	○

	[赤フラグ]
	×
	○

	[青フラグ]
	×
	○

	[黄フラグ]
	×
	○

	[緑フラグ]
	×
	○

	[オレンジ フラグ]
	×
	○

	[紫フラグ]
	×
	○

	[フラグの終了]
	×
	○

	[アラームの追加]
	×
	○

	[フラグをクリア]
	×
	○

	[既定のフラグを設定]
	×
	○

	[赤フラグ (既定)]
	×
	○

	[青フラグ (既定)]
	×
	○

	[黄フラグ (既定)]
	×
	○

	[緑フラグ (既定)]
	×
	○

	[オレンジ フラグ (既定)]
	×
	○

	[紫フラグ (既定)]
	×
	○

	[アクション] - [迷惑メール]
	×
	○

	[送信者を [受信拒否リスト] に追加]
	×
	○

	[送信者を [差出人セーフ リスト] に追加]
	×
	○

	[ドメインを [差出人セーフ リスト] に追加]
	×
	○

	[受信者を [宛先セーフ リスト] に追加]
	×
	○

	[迷惑メールではないメールとしてマーク]
	×
	○

	[迷惑メールのオプション]
	×
	○

	[ヘルプ] - [Office アシスタントを表示する]
	×
	○

	[ヘルプ] - [Microsoft Web ページ]
	○
	×

	[ヘルプ] - [トピックの検索]
	○
	×

	[ヘルプ] - [Microsoft Office Online]
	×
	○

	[ヘルプ] - [お問い合わせ先]
	×
	○

	[ヘルプ] - [更新のチェック]
	×
	○

	[ヘルプ] - [カスタマ フィードバックのオプション]
	×
	○

	[ヘルプ] - [ライセンス認証]
	×
	○

	[ヘルプ] - [アプリケーションの自動修復]
	×
	○


PowerPoint
	PowerPoint 機能
	Office 97
	Office 2003

	PowerPoint アニメーション
	限定的
	○

	PowerPoint プレゼンテーション パック ウィザード
	×
	○

	[ファイル] - [HTML 形式で保存]
	○
	○ ([Web ページとして保存] に変更)

	[ファイル] - [ファイル検索]
	×
	○

	[ファイル] - [プレゼンテーション パック]
	○
	×

	[ファイル] - [アクセス許可]
	×
	○ (新機能)

	[アクセス制限なし]
	×
	○ (新機能)

	[配布禁止]
	×
	○ (新機能)

	[アクセス制限を行うユーザーの選択]
	×
	○ (新機能)

	[ファイル] - [プレゼンテーション パック]
	×
	○

	[ファイル] - [印刷プレビュー]
	×
	○

	[ファイル] - [ブラウザでプレビュー]
	○
	×

	[ファイル] - [送信]
	○
	○

	[メールの宛先]
	○
	×

	[回覧先]
	○
	×

	[Exchange フォルダ]
	○
	×

	[メールの宛先 (添付ファイル)]
	×
	○

	[オンライン会議の参加者]
	×
	○

	[Genigraphics]
	○
	×

	[編集] - [Office クリップボード]
	×
	○

	[編集] - [再変換]
	×
	○

	[表示] - [スライド]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[表示] - [アウトライン]
	○
	× (別の場所で利用可能)

	[表示] - [標準]
	×
	○

	[表示] - [マスタ]
	○
	○

	[タイトル マスタ]
	○
	×

	[表示] - [カラー/グレースケール]
	×
	○

	[カラー]
	×
	○

	[グレースケール]
	×
	○

	[単純白黒]
	× (次項を参照)
	○

	[白黒]
	○
	× (前項を参照)

	[表示] - [作業ウィンドウ]
	×
	○

	[表示] - [ミニ スライド]
	○
	× (スライド ウィンドウを通じて利用可能)

	[表示] - [発表者のノート]
	○
	× (ウィンドウ下部で利用可能)

	[表示] - [ガイド]
	○
	○ ([グリッドとガイド] に変更)

	[表示] - [コメント]
	○
	× (インライン タグを通じて利用可能)

	[表示] - [変更履歴]
	×
	○

	[表示] - [方向を表示]
	×
	○

	[左から右]
	×
	○

	[右から左]
	×
	○

	[挿入] - [タブ]
	○
	×

	[挿入] - [図]
	○
	○

	[新しいフォト アルバム]
	×
	○

	[組織図]
	○
	×

	[スキャナから]
	○
	○ ([スキャナまたはカメラから] として)

	[Microsoft Word の表]
	○
	×

	[挿入] - [図表]
	×
	○

	[挿入] - [テキスト ボックス]
	×
	○

	[横書き]
	×
	○

	[縦書き]
	×
	○

	[挿入] - [ビデオとサウンド]
	○
	○

	[ギャラリーからビデオ]
	○
	○ ([クリップ オーガナイザからビデオ] に変更)

	[ギャラリーからサウンド]
	○
	○ ([クリップ オーガナイザからサウンド] に変更)

	[書式] - [行頭文字]
	○
	○ ([箇条書きと段落番号] に変更)

	[書式] - [配置]
	○
	○

	[右揃え]
	×
	○

	[均等割り付け]
	×
	○

	[書式] - [段落の方向]
	×
	○

	[右から左]
	×
	○

	[左から右]
	×
	○

	[書式] - [フォントの配置]
	×
	○

	[上揃え]
	×
	○

	[中央揃え]
	×
	○

	[英字下揃え]
	×
	○

	[下揃え]
	×
	○

	[書式] - [改行]
	×
	○

	[書式] - [スライドの配色]
	○
	× ([スライドのデザイン] を参照)

	[書式] - [スライドのデザイン]
	×
	○

	[書式] - [デザインの適用]
	○
	× ([スライドのデザイン] を参照)

	[書式] - [色と線の設定]
	○
	× ([スライドのデザイン] を参照)

	[ツール] - [スペル チェックと文章校正]
	○
	○ (旧バージョンでは [スペル チェック] のみ)

	[ツール] - [リサーチ]
	×
	○

	[ツール] - [類義語辞典]
	×
	○

	[ツール] - [言語]
	×
	○

	[ツール] - [禁則処理]
	×
	○

	[ツール] - [共有ワークスペース]
	×
	○

	[ツール] - [プレゼンテーションの比較と反映]
	×
	○

	[ツール] - [オンライン グループ作業]
	×
	○

	[会議の開始]
	×
	○

	[Web ディスカッション]
	×
	○

	[ツール] - [スタイル チェック]
	○
	× ([ユーザー設定] を通じて利用可能)

	[ツール] - [オートコレクト]
	○
	○ ([オートコレクトのオプション] に変更)

	[ツール] - [プレゼンテーションの比較と反映]
	×
	○

	[ツール] - [オンライン グループ作業]
	×
	○

	[会議の開始]
	×
	○

	[会議のスケジュール]
	×
	○

	[Web ディスカッション]
	×
	○

	[ツール] - [オートクリップアート]
	○
	×

	[ツール] - [PowerPoint セントラル]
	○
	×

	[ツール] - [プレゼンテーション会議]
	○
	×

	[ツール] - [会議メモ]
	○
	×

	[ツール] - [目次スライドから展開]
	○
	×

	[ツール] - [マクロ]
	○
	○

	[セキュリティ]
	×
	○

	[Microsoft Script Editor]
	×
	○

	[スライド ショー] - [2 画面表示]
	○
	×

	[スライド ショー] - [動作設定ボタン]
	×
	○

	[スライド ショー] - [既定のアニメーション]
	○
	○ (現在は [アニメーションの一括設定])

	[オフ]
	○
	これらを含む多数

	[ドライブイン]
	○
	…

	[スライドイン]
	○
	…

	[カメラ]
	○
	…

	[フラッシュ]
	○
	…

	[テキストのレーザー効果]
	○
	…

	[タイプライター]
	○
	…

	[リバース]
	○
	…

	[ドロップイン]
	○
	…

	[スライドイン (上から)]
	○
	…

	[ワイプ (上へ)]
	○
	…

	[ワイプ (右へ)]
	○
	…

	[ディゾルブ]
	○
	…

	[スプリット ワイプ アウト (横)]
	○
	…

	[アピール]
	○
	…

	[スライド ショー] - [アニメーションのプレビュー]
	○
	○ ("自動プレビュー" オプションの一部)

	[ウィンドウ] - [画面に合わせて表示]
	○
	×

	[ウィンドウ] - [次のペイン]
	×
	○

	[ヘルプ] - [トピックの検索]
	○
	×

	[ヘルプ] - [Office アシスタントを表示する]
	×
	○

	[ヘルプ] - [ライセンス認証]
	×
	○

	[ヘルプ] - [アプリケーションの自動修復]
	×
	○

	[ヘルプ] - [Microsoft Office Online]
	×
	○

	[ヘルプ] - [お問い合わせ先]
	×
	○

	[ヘルプ] - [更新のチェック]
	×
	○

	[ヘルプ] - [カスタマ フィードバックのオプション]
	×
	○


Word
	Word 機能
	Office 97
	Office 2003

	自動要約
	○
	○

	自動文章校正
	○
	○

	レター ウィザード
	○
	○

	罫線作成ツール
	○
	○

	[ファイル] - [HTML 形式で保存]
	○
	○ ([Web ページとして保存] に変更)

	[ファイル検索]
	×
	○

	[ファイル] - [アクセス許可]
	×
	○

	[アクセス制限なし]
	×
	○

	[配布禁止]
	×
	○

	[アクセス制限を行うユーザーの選択]
	×
	○

	[ファイル] - [ブラウザでプレビュー]
	×
	○

	[メールの宛先 (校閲用)]
	×
	○

	[オンライン会議の参加者]
	×
	○

	[FAX の宛先 (FAX モデム使用者)]
	×
	○

	[インターネット FAX サービスを使用する宛先]
	×
	○

	[編集] - [Office クリップボード]
	×
	○

	[表示] - [オンライン レイアウト]
	○
	○ ([Web レイアウト] に変更)

	[表示] - [閲覧レイアウト]
	×
	○

	[表示] - [作業ウィンドウ]
	×
	○

	[表示] - [グループ文書]
	○
	×

	[表示] - [段落記号]
	×
	○

	[表示] - [グリッド線]
	×
	○ ([[変更履歴] ウィンドウ] ボタンに移動)

	[表示] - [縮小表示]
	×
	○

	[表示] - [変更履歴]
	×
	○

	[挿入] - [定型句]
	○
	○

	[挿入] - [ページ番号]
	×
	○

	[挿入] - [参照]
	×
	○

	[挿入] - [脚注]
	○
	× ([参照] に移動)

	[挿入] - [図表番号]
	○
	× ([参照] に移動)

	[挿入] - [相互参照]
	○
	× ([参照] に移動)

	[挿入] - [索引と目次]
	○
	× ([参照] に移動)

	[挿入] - [Web コンポーネント]
	×
	○

	[挿入] - [図]
	○
	○

	[組織図]
	×
	○

	[新しい描画オブジェクト]
	×
	○

	[スキャナから]
	○
	○ ([スキャナまたはカメラから] として)

	[挿入] - [図表]
	×
	○

	[挿入] - [テキスト ボックス]
	×
	○

	[横書き]
	×
	○

	[縦書き]
	×
	○

	[書式] - [テーマ]
	×
	○

	[書式] - [フレーム]
	×
	○

	[目次フレームの作成]
	×
	○

	[新しいフレームの作成]
	×
	○

	[書式] - [文字の均等割り付け]
	×
	○

	[書式] - [拡張書式]
	×
	○

	[ルビ]
	×
	○

	[囲い文字]
	×
	○

	[縦中横]
	×
	○

	[組み文字]
	×
	○

	[割注]
	×
	○

	[書式] - [テンプレートの適用]
	○
	○ ([スタイルと書式] に変更)

	[書式] - [スタイル]
	○
	○ ([スタイルと書式] に統合)

	[ツール] - [リサーチ]
	○
	○

	[ツール] - [その他の校正ツール]
	○
	○

	[表記ゆれチェック]
	×
	○

	[翻訳]
	×
	○

	[類義語辞典]
	×
	○

	[ツール] - [破損したテキストの修復]
	×
	○

	[ツール] - [文字カウント]
	×
	○

	[ツール] - [音声]
	×
	○

	[ツール] - [オートコレクト]
	○
	○ ([オートコレクトのオプション] に変更)

	[ツール] - [共有ワークスペース]
	×
	○

	[ツール] - [変更内容の組み込み]
	○
	○ ([文書の比較と反映] に変更)

	[変更箇所の表示]
	○
	○ (ツール バー)

	[変更箇所の確認]
	○
	○ (ツール バー)

	[文書の比較]
	○
	○ (ツール バー)

	[ツール] - [オンライン グループ作業]
	×
	○

	[会議の開始]
	×
	○

	[会議のスケジュール]
	×
	○

	[Web ディスカッション]
	×
	○

	[ツール] - [差し込み印刷ヘルパー]
	○
	○ ([はがきと差し込み印刷] に変更)

	[ツール] - [はがきと差し込み印刷]
	×
	○

	[差し込み印刷]
	×
	○

	[[差し込み印刷] ツールバーの表示]
	×
	○

	[宛名ラベル作成]
	×
	○

	[はがき印刷]
	○ (アドイン)
	○

	[ツール] - [マクロ]
	○
	○

	[セキュリティ]
	×
	○

	[Microsoft Script Editor]
	×
	○

	[罫線] - [挿入] - [表]
	○
	○

	[表]
	×
	○

	[列 (左)]
	×
	○

	[列 (右)]
	×
	○

	[行 (上)]
	×
	○

	[行 (下)]
	×
	○

	[セル]
	×
	○

	[罫線] - [削除] - [セル]
	○
	○

	[表]
	×
	○

	[列]
	×
	○

	[行]
	×
	○

	[セル]
	×
	○

	[罫線] - [選択]
	×
	○

	[表]
	×
	○

	[列]
	×
	○

	[行]
	×
	○

	[セル]
	×
	○

	[罫線] - [行の選択]
	○
	○ ([選択] に移動)

	[罫線] - [列の選択]
	○
	○ ([選択] に移動)

	[罫線] - [表全体の選択]
	○
	○ ([選択] に移動)

	[罫線] - [自動調整]
	×
	○

	[文字列の幅に合わせる]
	×
	○

	[ウィンドウ サイズに合わせる]
	×
	○

	[列の幅を固定する]
	×
	○

	[行の高さを揃える]
	×
	○

	[列の幅を揃える]
	×
	○

	[罫線] - [行の高さを揃える]
	○
	○ ([自動調整] に移動)

	[罫線] - [列の幅を揃える]
	○
	○ ([自動調整] に移動)

	[罫線] - [セルの幅と高さ]
	○
	○ ([自動調整] に移動)

	[罫線] - [タイトル行の繰り返し]
	○
	○ ([自動調整] に移動)

	[タイトル行]
	○
	×

	[罫線] - [タイトル行の繰り返し]
	×
	○

	[罫線] - [文字列を表にする]
	○
	○ ("[罫線] - [変換]" に変更)

	[罫線] - [変換]
	×
	○

	[文字列を表にする]
	×
	○

	[表の解除]
	×
	○

	[罫線] - [表のグリッド線を表示しない]
	○
	○ ([表のグリッド線の表示] に変更)

	[罫線] - [表のプロパティ]
	×
	○

	[ウィンドウ] - [並べて比較]
	×
	○

	[ヘルプ] - [トピックの検索]
	○
	×

	[ヘルプ] - [Microsoft Web ページ]
	○
	×

	[ヘルプ] - [Office アシスタントを表示する]
	×
	○

	[ヘルプ] - [ライセンス認証]
	×
	○

	[ヘルプ] - [アプリケーションの自動修復]
	×
	○

	[ヘルプ] - [お問い合わせ先]
	×
	○

	[ヘルプ] - [カスタマ フィードバックのオプション]
	×
	○

	[ヘルプ] - [更新のチェック]
	×
	○


Office 97 から Office 2003 Editions への移行に関連するサポート技術情報
以下の表は、サポート技術情報をアプリケーション別にまとめたものです。各表では、Office 2003 Editionsアプリケーションへの移行に伴う Office 97 関連の問題に重点が置かれています。ただし、各表には、Office 97 に当てはまらない可能性のある Office 2003 関連のその他の移行問題も含まれます。移行前の Office のバージョンとは関係なく、Office の後続のバージョンで導入される機能が、直接的または間接的に問題を招く可能性があるためです。
以下の表の左側の列は、そのサポート技術情報が移行の問題に直接関連しているものなのか、または移行後の問題処理において、その解決時間を短縮するのに役立つものなのかを示しています。列に "x" 記号があるサポート技術情報は重要な内容なので、必ずお読みください。列に "x" 記号のないサポート技術情報は読むことを省略できますが、時間がある場合は簡単に内容を確認しておくことをお勧めします。以下のサポート技術情報の内容についての潜在的知識を持つことで、管理者は、一覧されている問題の対策や、少なくとも移行前にそれらの問題について考慮したりできるため、移行前後の管理作業を大幅に軽減できます。また、管理者が時間的に対処できない問題が存在することから、任意利用の情報の一部は、組織の導入シナリオとしては適用できない場合もあります。以下の情報をすべて参考文献として読了するのに必要な時間は、5 ～ 6 時間程度です。
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	Function Called from Command Bar Control Runs Three Times
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	Name AutoCorrect Does Not Repair Query Field/Table Names

	
	238986
	INFO: Translating Large Office Automation Error Values

	
	242017
	BUG: Office Repaint Problem If Modal Form Is Shown from ActiveX EXE

	X
	247386
	Microsoft Jet データベース エンジン 4.0 で Is Null 構文が強制される

	
	266387
	HOWTO: Find and List Access VBA Procedures by Using MFC

	X
	278329
	ワークグループ管理を起動する方法

	
	278374
	PivotTables and PivotCharts Do Not Show Values Found in Lookup List or Value List

	
	284286
	How to Reset Changes to the Application.Printer Object

	
	285353
	データ アクセス ページのドロップダウン リストからレコードを検索する方法

	X
	287472
	Access 2002 のカレンダ コントロールが Version 10.0 ではなく Version 8.0 になる

	X
	287696
	エラー メッセージ "入力テーブルまたはクエリ '<テーブル名またはクエリ名>' が見つかりませんでした。"

	X
	287756
	AutoNumber Field Is Not Reset After You Compact a Database

	X
	288631
	Defragment and Compact Database to Improve Performance

	
	288960
	エラー メッセージ "現在のユーザー アカウントでは、このデータベースを変換または有効にする権限がありません"

	
	290127
	Btrieve ISAM Not Available in Microsoft Access

	
	290181
	名前の自動修正が有効な場合、オブジェクトを開くのが遅い

	
	291162
	AutoNumber Field Duplicates Previous Values After You Compact and Repair a Database

	
	291238
	Records Newly Inserted into Access Database Are Not Immediately Available When Reselecting

	
	295179
	Using Automation Causes a Run-Time Error When Only the Microsoft Access Runtime Is Installed on a Computer

	X
	295231
	Upsizing Wizard Fails to Upsize Data in Large Tables

	X
	295264
	Mail Merge Wizard Fails with Stored Procedures and Functions

	X
	301595
	No Records Are Displayed When You Merge Data with Microsoft Word

	
	302525
	インデックスを含むメモ型フィールドに大量のテキストを入力すると "実行時エラー 3709" エラー

	
	303257
	リンクされた SQL Server のテーブルに対して外部結合を使用したクエリを実行するとエラー メッセージ "ODBC--呼び出しに失敗しました" が表示される

	
	304146
	“Cannot Update. Database or Object Is Read-only” Error When You Use TransferSpreadsheet

	
	304932
	How to Manually Split a Microsoft Access Database

	
	321003
	“Unexpected Error from External Database Driver (8961)” Error Message When You Try to Import dBASE Files into Access

	
	815277
	“Numeric Field Overflow” Error Message Occurs When You Query a Table That Is Linked to Excel Spreadsheet

	X
	819780
	データベース ファイルを開くと Msaccess.exe ファイルを参照するというエラー メッセージが表示され、Access 2003 が応答を停止する

	X
	820531
	Error Message When You Try to Create a New Document in an Office 2003 Program

	X
	823224
	Access Queries with a Wildcard Character Do Not Export Data in an XML Document

	
	823225
	“Project Is Unviewable” Error Message While Opening a Visual Basic for Applications Project in Microsoft Access

	X
	823227
	“Microsoft Office Access Needs VBA Macro Language Support to Complete This Action” Error Message When You Do a Minimal Upgrade and Then Start Access 2003

	X
	823228
	テーブルをコピーして貼り付けるとフィールド サイズが変更される

	
	824159
	Your Update Query or Your Delete Query Fails If the Query Reads Data from a Linked Text File

	
	824160
	You Receive Incorrect Results When You Apply a Filter in a Microsoft Access Project

	X
	824168
	Microsoft Access Closes When You Try to Export a Table to an Access Database

	X
	824171
	Administrative Installation of the Access Run-time Application Is Not Successful

	
	824172
	“Unable to Read File” Error Message When You Open an Excel Workbook That Contains Links to Other Excel Workbooks

	X
	824258
	Error Messages When You Convert the Workgroup Information (.mdw) File to Access 2002 – 2003 File Format

	X
	824259
	Broken References Are Not Listed as Missing When You Import Modules from an Earlier Version of Access to Access 2003

	X
	824260
	Access 97 データベースを開くときに [データベースを変換/開く] ダイアログ ボックスを非表示にする方法

	
	824261
	Jet 4.0 OLE DB Provider Requires Jet 4.0 System Database

	X
	824264
	You Cannot Connect Directly to FoxPro Databases in Access 2003

	X
	824265
	Microsoft Office Access 2003 のノースウィンド サンプル ファイルの場所

	
	824266
	マルチユーザー環境で Access プロジェクトまたはエクステンション ファイルを開くと "プロジェクト名は読み取り専用で開かれます" エラー メッセージが表示される

	
	824277
	関数を含むクエリを開くとエラー メッセージ "式に未定義関数 <関数名> があります。" が表示される

	
	825445
	カレンダー コントロールを使用して日付を変更してもデータが変更されない

	
	825498
	How to Create a Password-Protected Web Page by Using Microsoft Office FrontPage 2003, Active Server Pages (ASP), and a Microsoft Access database

	
	825797
	“Cannot Update. Database or Object Is Read-Only” Error Message When You Convert an Uncompiled, Read-Only Database

	
	826992
	[HowTo] ADO のデータ ソースにバインドする際に、InfoPath のフォーム クエリでワイルドカード文字を使用する方法

	
	828409
	Some Data in the Products by Category Report Is Not Visible When You View the Report in Print Preview


Excel
	X
	813968
	ユーザー定義関数に対して、マクロのセキュリティレベルが高に設定されているという警告が表示される

	
	813969
	XL2003: Error Message: Run-Time Error ‘1004’: Programmatic Access to the Visual Basic Project

	X
	813970
	VBA のインストールをキャンセルすると初期化エラーが表示される

	
	813971
	エラー メッセージ "一致するデータが見つかりません。"

	X
	813972
	1 つのパスワードを使用して保護された複数のセルを編集するとエラー メッセージが表示される

	
	813973
	“Your Changes Could Not Be Saved” Error Message When You Try to Save a File to a Network Drive

	
	813974
	結合セルを含む範囲を並べ替える際のエラー メッセージ

	X
	813975
	対話機能を持つ Web ページで [コマンドとオプション] ダイアログボックスの [書式設定] タブが使用できない

	
	813977
	エラー メッセージ "このブックには、ほかのデータ ソースへのリンクが設定されています。"

	
	813978
	フィルタされたリスト内にデータがあると検索コマンドがエラーになる

	X
	816952
	Empty Rows Appear in an Excel 2003 Spreadsheet

	x
	816955
	リストに外枠罫線を設定した場合の動作について

	x
	817098
	共有ワークスペースの [To Do] が HTML コードのまま作業ウィンドウに表示される

	
	818238
	XML List Schemas and Unsynchronized SharePoint Portal Server List Changes Are Missing

	x
	818244
	エラーメッセージ "この操作によって、ワークシート上のフィルタされた範囲を変更しようとしていますが、操作を完了できません。"

	x
	818808
	長い文字列配列を代入すると "実行時エラー 1004" が発生する

	x
	819033
	Solver Does Not Find a Solution When You Use VLOOKUP, HLOOKUP, IF, or Other Conditional Functions in Office Excel 2003

	x
	820712
	エラーメッセージ : ファイルへのダメージが深刻であり修復は不可能です

	x
	820713
	フィルタされたリストの列を削除してもリストのフィルタが解除されない

	x
	820738
	Excel 2003 のブックでのデジタル署名とコード署名について

	x
	820739
	マクロのセキュリティレベルが [高] に設定されている XLM マクロを含むブックを開けない

	x
	820741
	破損した Excel 2003 ブックのデータを回復する方法

	
	820742
	Microsoft Excel 2003 のピボットテーブル レポートの制限

	
	820748
	Error Message When You Save a File After the Network Connection Has Been Lost

	x
	822107
	[HOWTO] Excel 2003 での Excel 起動フォルダの使用方法

	
	822644
	[HOWTO] Excel のテンプレートの一覧を削除する方法

	
	822665
	[HOWTO] Excel 2003 でテキストを数値に変換する方法

	
	823573
	一覧に含まれる固有のアイテムの数を調べる方法

	x
	826112
	Excel Statistical Functions: VAR

	x
	826349
	Excel Statistical Functions: STDEV

	x
	826371
	Excel Statistical Functions: VARA

	x
	826393
	Excel Statistical Functions: VARP

	x
	826400
	Excel Statistical Functions: VARPA

	
	826406
	Excel Statistical Functions: STDEVP


FrontPage
	
	817119
	XSL Tag Appears in a Textbox Instead of the Correct Value

	
	817121
	Captions for FrontPage 2003 Photo Gallery Images Are Right-Aligned Instead of Centered

	
	817122
	The Text on a FrontPage 2003 Web Page Preview Does Not Appear if the Arabic Typesetting Font Is Used on the Web Page

	x
	817123
	Interactive Buttons on a Web Page Do Not Display the Correct Image When You Click or Rest the Pointer Over the Button in FrontPage

	
	817125
	Style Sheet Formatting Not Removed From Web Page in Preview Mode

	
	817126
	Theme Background Missing When Previewing in Browser a Word Web Page in FrontPage 2003

	
	817128
	“Find and Replace” Tool Replaces Text in Non-Editable Regions of Web Pages Attached to Master Page

	x
	817131
	Error Message in FrontPage After You Install Meta Tag Maker 2002

	
	817132
	No Warning Message When You Save Changes Contained in a Non-Editable Region of a Web Page

	
	817939
	Internet Explorer Enhanced Security Configuration Affects FrontPage Preview

	x
	817940
	Hover Button Appears As Broken Link in Preview

	x
	820926
	Web Part Form Sends Incorrect Value of “Off” Through Web Part Connection

	
	820927
	Performance Is Slow When You Edit a Data View

	x
	820928
	Error Message: Error: SQL Server Does Not Exist or Access Denied

	
	820929
	Data Does Not Repeat in Table on a WSS Web Site Page

	
	820932
	Run-Time Errors When You Click “Configure StoreFront Web”

	
	820933
	You Repeatedly Receive a Prompt for Authentication When You Create a Web or You Open a Web on a Microsoft Windows SharePoint Web Site

	
	821515
	“The Document Could Not Be Created” Error Message When You Click New Document

	
	821957
	Attached Pages Are Not Updated When You Save Changes to a Dynamic Web Template

	
	821958
	エラー メッセージ : Database Results Error [Microsoft][ODBC SQL Server Driver][Named Pipes]Access Denied

	
	821959
	When You Click Next in Data View, You Receive an Error Message

	
	822181
	FrontPage Web サイトを IIS のサブ Web に発行するときにエラー メッセージが表示される

	
	822182
	Associated Files of Lists in Windows SharePoint Services Are Not Updated By Using the Object Model

	
	822183
	FrontPage 2003 でフォト ギャラリーのサムネイル イメージが正しく表示されない

	
	822184

	Leading Whitespace Remains When You Use the Imagesrc Attribute in Unordered Lists

	
	822187
	FP: Layers Appear Right-Aligned

	
	822260
	FrontPage 2003 で、FTP ディレクトリ名がリモート Web サイトの場所の一部として表示される

	x
	822261
	“Open with” Option Is Not Available When You Select Multiple Files of the Same Type

	
	822262
	Editing Table Data Tag Bgcolor Attribute Does Not Change the Cell Background Color

	x
	822263
	Inserting a New Column in a Table in FrontPage 2003 Does Not Add the Column to All Rows

	x
	822264
	FrontPage Stops Responding After You Insert a Spreadsheet Component

	
	823430
	[HOWTO] FrontPage 2003 を使用して Web に PowerPoint プレゼンテーションをインポートする方法

	
	823755
	FrontPage 2003 のサウンドの再生機能には Internet Explorer 5.0 以降が必要

	x
	824191
	Scripts or Behaviors Are Not Updated with a New Layer ID When You Change the Layer ID

	x
	826884
	You Cannot Save a Document By Using WebDav

	x
	826885
	Data May Be Repeated on the Windows SharePoint Services Web Page

	
	826886
	Cannot Import Files by Using the File System Option in the Import Web Site Wizard

	x
	826887
	FrontPage Stops Responding When You Insert or Edit an Interactive Button


Office (全般)
	x
	315996
	Microsoft Office 2003 のインストール時に "エラー 1305: ファイルを読み取ることができません" というエラー メッセージが表示される

	x
	816946
	[証明書の名前] ボックスに証明書の名前を最後まで入力できない

	x
	816947
	エラー 1606. ネットワーク ロケーション ?:\MSOCACHE\ へアクセスできません

	x
	816948
	Office アプリケーションで作業ウィンドウの使用中にエラーが発生したり一部の機能が使用できなくなる

	x
	816949
	[作業の開始] 作業ウィンドウに関する一般情報

	x
	816950
	Office 2003 のインストール時に "Can Not Find Script File" エラー メッセージが表示される

	x
	816951
	The Registered Owner and Registered Organization Information Is Automatically Populated When You Install Office 2003

	
	817097
	トリミング後の画像が予想より 2 ピクセル小さい

	
	817094
	Picture Manager での個別の編集に対して [上書き保存] または [保存しない] を選択できない

	x
	817095
	Office 2003 のインストール時に "Can Not Find Script File" エラー メッセージが表示される

	x
	817096
	WMF または EMF に加えた変更の貼り付けまたは保存ができない

	x
	817106
	マイ ノートブック フォルダ内の閉じたフォルダを開けない

	x
	817109
	Install on Demand Does Not Remove .cab Files After Installation

	x
	817111
	Office 2003 Setup May Not Run Correctly When You Use the CreateProcess() API

	x
	817112
	ActiveX コントロールが正常に読み込まれない、または機能しない

	
	817113
	Office 2003 Does Not Load or Activate Controls That Are Not Marked Safe for Initialization

	x
	817115
	インストール終了時にインストール用ファイルが削除されない 

	
	817116
	Office ドキュメントを HTML ファイルとしてプレビューするとテキストが表示されないか、誤って表示される

	x
	817117
	Windows XP Service Pack 1 のインストール後に、エラー メッセージ "アプリケーションを正しく初期化できませんでした (0xc0150002)" が表示される

	
	817138
	Error Message: Cannot Start the Program Needed to Open This File

	
	817932
	Smigrate Error Accessing Service.cnf During Backup of Rootweb

	x
	818232
	[印刷] ダイアログ ボックスで使用できないオプションがある

	x
	818234
	Office のインストール中にエラー メッセージ "エラー 1311: ソース ファイルが見つかりません" が表示される

	x
	818235
	マイナー アップグレードまたは修正プログラムのインストールによって .msp ファイルが複数作成される 

	x
	818236
	[セキュリティ] ダイアログ ボックスの [以前の信頼できる発行元] タブに関するヘルプ トピックがない

	x
	818239
	Office 2003 Install May Fail When You Use a Transform File

	x
	818241
	プレフィックス形式のセキュリティで保護されたトランスフォームを使用するとチェーン インストールが失敗する

	x
	818242
	Office のインストールをキャンセルしたとき、一部のレジストリ エントリが削除されない

	x
	818243
	Office 2003 にアップグレードすると英文校正機能が動作しなくなり、スマート タグが表示されない

	x
	818784
	“Your Beta Software Has Expired” Message When You Start an Office 2003 Program

	
	818854
	Hyperlinks That Are Attached to Text Do Not Appear in OneNote When You Try to Copy and Paste the Hyperlink from a Web Site

	x
	818954
	Office 2003 のセットアップの実行時にエラー メッセージ "エラー 1919. ODBC データ ソースの設定に失敗しました" が表示される

	x
	819034
	Some Settings Are Not Restored When Using the Save My Settings Wizard in Office 2003

	x
	820530
	Office 2003 Programs Are Listed As Not Available During a Typical Setup

	x
	820531
	Error Message When You Try to Create a New Document in an Office 2003 Program

	x
	820589
	Ink Annotations in a TIFF File Created by Office Document Imaging Do Not Appear on Fax After Being Sent as an Attachment

	x
	820699
	Shift + Del キーを使用しても Microsoft Office Picture Manager から画像を削除できない

	
	820925
	“Error on Page Link Doesn’t Work” Error Message When You Click Help

	x
	820930
	Office 2003 のインストール時に、エラー メッセージ "インストール元のファイルが壊れています" が表示される

	x
	820931
	Office 2003 リソース キットでは IEAK へのサポートは提供されていない

	x
	821079
	You Receive an Error Message or Your Receive an Incorrect Count of Open Documents When You Use A VBA Macro

	
	821398
	Languages That Are Included with the Multilingual User Interface Pack

	x
	821549
	Office 2003 のバージョンを確認する方法

	x
	821550
	Office 2003 で会社名とユーザー名を変更する方法

	x
	822046
	Solutions Built for Office Programs May Not Work with Office 2003 Beta2

	x
	822129
	Office 2003 のシステム要件 

	x
	822238
	HOW TO: Understand the Repair Feature in Microsoft Office 2003

	
	822512
	“Some Files May Not Have Been Exported” Error Message When You Try to Convert Bitmap Image

	x
	822517
	Picture Placeholder That Contains a Red X Appears When You Open an Office 2000 Document

	x
	822518
	Images May Not Preview or Insert Correctly When You Use Web Collections to Search the Internet for Clip Art Thumbnails in an Office 2003 Program

	x
	822519
	“The Application Wizard Is Unable to Find a Connection” Error Message When You Try to Activate Microsoft Office Programs over the Internet

	x
	822520
	Windows XP Professional ベースのコンピュータで Microsoft Office 2003 プログラムを起動する際のエラー メッセージ "アプリケーションを正しく初期化できませんでした (0xc0150002)"

	x
	822521
	Scripting Errors When You View Web Pages in Internet Explorer after Installing Office 2003

	x
	822523
	Office 2003 の管理者用インストールにアップデートを適用すると "エラー 2336。一時ファイルをフォルダに作成できません" というエラー メッセージが発生する

	x
	822524
	Transparent Areas Print with a White Border from a PostScript Printer

	x
	822527
	InfoPath 2003 Product Tour Files Are Installed When You Do Not Select to Install Product Tour Files

	x
	823527
	Activation Wizard Does Not Start

	x
	823586
	HOW TO: Turn Off the Speech Recognition and Handwriting Recognition Features in Office 2003

	x
	823814
	Reboot=1 スイッチの使用後、ローカル キャッシュの元の設定がチェーン インストールに継承されない 

	x
	823816
	Office 2003 リソース キットには Setup.ini ウィザードが含まれていない 

	
	823926
	オフライン モードで署名付きの電子メール メッセージを送信するとエラー メッセージが表示される 

	x
	825770
	Excel のグラフを Word に貼り付けた後にテキスト ボックスにテキストが表示されない 

	x
	825941
	Microsoft Office 2003 にアップグレードした後に Microsoft Office XP のプログラムが再インストールされる 


OneNote
	x
	817105
	Office OneNote 2003 でハード ディスク全体がマイ ノートブック フォルダとして表示される 

	x
	817107
	Windows の通知領域にミニ ノートのアイコンが表示されない 

	x
	817108
	Pressing the TAB Key Does Not Create a New Column

	
	818230
	Tablet PC 以外では OneNote でデジタル インクが使用できない 

	x
	818231
	OneNote の電子メール機能には Outlook 2003 が必要 

	x
	818855
	The Eraser Tool in OneNote Erases a Whole Line

	
	818856
	Bullets Change to a Different Bullet Style When You Change the Indent Level of the Text

	
	820706
	Whitespace Between Text Items May Not Be Preserved When You Paste Text in OneNote

	x
	820707
	OneNote Is Listed As a Running Program in Windows Task Manager

	
	820708
	Numbering Format Changes After You Apply a Numbering Sequence

	
	820709
	List Numbering Format Changes in Published Notes or E-mailed Notes

	
	820710
	Different Text Levels Use the Same Numbering Format

	
	820711
	Changes to the Print Preview Settings in One Section Of OneNote 2003 Affect the Settings in Other Sections

	
	820718
	You Cannot Separate a Single Subpage from a Group of Subpages

	x
	822055
	ショートカット キーを使用して OneNote やミニ ノートを起動 

	
	822145
	ミニ ノート セクションのページ タブを編集できない 

	
	822513
	HTML Table Pastes As a Single Column in OneNote

	
	822514
	The Page Setup Settings Are Unavailable in OneNote or the Document Does Not Print Correctly

	
	822515
	Some AutoCorrect Entries Are Not Contained in OneNote 2003

	
	822565
	Cannot Change the Page Color of a OneNote Page

	
	822566
	OneNote の [貼り付けのオプション] ボタン 

	
	822567
	HOW TO: Move Sections or Pages in OneNote

	
	824908
	Bullets or Numbers Do Not Align With Handwritten (Ink) Objects on a OneNote Page


Outlook
	x
	817877
	You Cannot Export All the Items of a PST File While You Are Synchronizing Your Personal Folder Store with Your Online Folder Store

	x
	817878
	終了しても、Outlook のセキュリティで保護された一時フォルダに添付ファイルが残る

	x
	817879
	Hotmail のパスワードを指定しなくても Outlook で送信されたように見える

	x
	817880
	Error Message: Netscape Is Unable To Find the File or Directory

	
	817882
	Changing Codepage of HTML Message Body Has Unexpected Results

	x
	817883
	[差出人セーフ リスト] オプションについて

	x
	817885
	The International Options Settings Are Not Retain After You Upgrade to Outlook 2003

	x
	817886
	Error Message: Some Items Could Not Be Deleted. They Were Either Moved or Already Deleted, or Access Was Denied.

	x
	817887
	Outlook Explorer HTMLDocument Property Returns Runtime Error

	
	817888
	Office Outlook 2003 で Windows NT ドメイン パスワードを変更する方法 

	
	817889
	ユーザー設定フォームを検索フォルダに発行しようとすると、エラー メッセージが表示される

	
	817890
	電子メール フォルダ以外には検索フォルダを作成できない

	x
	817891
	The Outlook Journal Does Not Track InfoPath Documents

	x
	817960
	Microsoft Outlook Has Not Been Installed for the Current User

	x
	817955
	You Cannot Apply a Filtered View While You Are in an Outlook Search Folder

	x
	817957
	オフライン フォルダに保存されている電子メール メッセージのサイズが、個人用ファイル フォルダに保存されている電子メール メッセージのサイズより大きい

	x
	817958
	[OL2002] Office 2003 を削除した後に Office XP を再インストールすると、Outlook 2002 でプロファイルが正しく機能しない

	x
	817961
	now() 関数を使用してフィルタを作成し、フォルダの現在のビューをカスタマイズした場合の Outlook 2003 と Outlook 2002 での動作の違い

	x
	817962
	[高度な検索] ダイアログ ボックスの検索結果の一覧に Tab キーで移動できない

	x
	817963
	Windows XP のユーザー補助のオプションでハイコントラストを使用しても電子メール メッセージの一覧が小さいフォントで表示される

	x
	817964
	Outlook 起動時に Inetcomm.dll ファイルのバージョンが正しく検証されない

	x
	817965
	Outlook 2000 から Outlook 2003 にアップグレードしてもクイック起動バーの Outlook ショートカットが更新されない

	
	817966
	受信トレイ修復ツールで PST ファイルをスキャンするとエラー メッセージが表示される

	x
	817967
	Private Contacts Can Be Opened in Shared Contact Folder When They Are Included in Public Distribution Lists

	x
	817968
	Advanced Search Cannot Find Items That Contain a Valid Voting Response

	x
	817971
	The Option in the “Authentication” Dialog Box to Connect to the Exchange Server by Using a SmartCard is Not Supported in Outlook

	x
	820532
	The Text in the Subject Box of a Received Internet Fax Is Replaced with Different Text

	x
	820717
	You Receive an Error Message and the Search Results Are Not Updated When a Search Includes a Deleted Folder

	
	820861
	A Delegate Cannot Create a Search Folder for Your Mailbox

	x
	820862
	OST Files Are Created in ANSI Format Instead of in Unicode Format

	x
	820865
	起動すると、競合の解消についてのエラー メッセージが表示される

	x
	820866
	Netscape 6.x および 7.x で予定表が正しく表示されない

	
	820867
	Outlook 2003 Does Not Download All E-mail Messages and Files to Outlook Folders During the Synchronization Process

	
	820868
	カンマが電子メール アドレスの区切り文字として認識されない

	
	820869
	Items That Are Contained in a Deleted Folder May Still Appear in a Search Folder

	x
	820870
	“System Resources Are Critically Low” Error Message When You Add Users to the Permissions for a Public Folder

	
	820871
	返信時の署名の上に余計な空白行が追加される

	x
	821295
	You Receive the Same Warning Message Multiple Times When You Synchronize with a Palm OS Device

	
	821296
	You Can Access Secure Resources for Another User’s E-mail Account

	x
	821297
	Cannot Change Printers When You Print from Message Pane

	x
	821298
	新しい電子メール メッセージの受信時に通知されない

	x
	821299
	Exchange キャッシュ モードで同期に予想外の時間がかかる

	x
	821679
	プログラムを使用して Outlook Object Model オブジェクトにアクセスすると警告メッセージが表示される

	x
	821680
	The AutoComplete Feature Displays the Incorrect E-mail Alias for a Distribution List

	
	821682
	Date and Time in the Modified Field Are Not Changed When You Delete an Item

	x
	821692
	The Locate Link Browser Dialog Box Appears When You Open a Web Link in an E-mail Message

	
	821693
	A User Can Log On to Both the Messaging Database and the Address Book with Different Credentials

	x
	821694
	電子メール メッセージに入力したアドレスの末尾に追加した文字がハイパーリンクにならない

	
	821695
	会議ワークスペースから追加した出席者には会議出席依頼が送信されない

	
	821696
	[配布リストに送信されたメール] を指定して作成した検索フォルダに、間違ったアイテムが表示される

	x
	822503
	カスタム インストール ウィザードの使用後に Outlook を起動すると "Microsoft Office Outlook を起動できません" エラー メッセージが表示される 

	
	822507
	The Contents of the Public Folder Favorites Folder Are Not Removed from Your OST When You Turn Off the Download Public Folder Favorites Option

	
	822508
	Outlook 2003 Stops Responding with an Error Message When You Use Cached Exchange Mode with an IMAP Account

	
	822972
	Custom View in Subfolder Does Not Show New Message Groups As All Collapsed

	x
	822974
	You Cannot Find the Junk Senders List After You Upgrade to Outlook 2003

	x
	822975
	You Cannot View Messages by Conversation Topic As Expected in Outlook 2003

	
	822976
	Appointments That You Scheduled with the Direct Booking Feature Are Viewable by Everyone in the Outlook Resource

	x
	822977
	OpenProfileSection メソッドを Outlook 2003 で使用するとエラー メッセージが表示される 

	
	823127
	“The Operation Failed” Error Message When You Click a Search Folder

	x
	823131
	Outlook 2003 で電子メール メッセージと添付ファイルが保存されるフォルダを変更する方法 

	x
	823132
	Outlook 2003 Stops Responding with an Error Message That References the Hawkex.dll File

	x
	823133
	The Outlook 2003 Contact Form Has a Different Layout When You Change to Design Mode

	x
	823472
	“The Command Is Not Available” Error Message When You Try to Start the Out of Office Assistant

	x
	823478
	"姓 名" の形式で連絡先の一覧を表示する方法 

	x
	823525
	You Receive an Error Message When You Quit Outlook 2003 or Try to Add WinFax PRO to Data File Management

	x
	823575
	You Cannot Add a Public Folder to Your Public Folder Favorites

	x
	823577
	You Receive an Error Message When You Try to Create an E-mail Account in Outlook 2003

	x
	823578
	You Cannot Connect to Your MSN Account in Outlook 2003

	x
	823579
	Error Message When You Open E-Mail Message That You Saved with Outlook 2003

	
	823916
	“The Encoding Format for This File Is Not Supported” Message When You Import Your Junk E-mail Filter List

	x
	823917
	Recipients Do Not Receive Your E-mail Message When You Programmatically Send an E-mail Message to More Than One Recipient

	
	823918
	“Access and Security Settings Could Not Be Saved” Error Message When You Save Changes to Security Settings in Outlook

	x
	824094
	The Text That Was in the Subject Box of an E-mail Message Disappears

	
	824095
	Voting Buttons Appear As Question Marks

	x
	824097
	A Meeting Is Canceled After You Receive Both a Meeting Updated and a Meeting Cancellation

	x
	824098
	定期的な会議の時間を変更するとエラー メッセージが表示される 

	x
	824101
	You Cannot Programmatically Change a MAPI Folder Name By Using the Outlook Object Model

	
	824102
	Message in Hotmail Mailbox Is Marked as Read When You Press CTRL+Q

	x
	824103
	E-mail Message ToolTip May Not Be Displayed Correctly

	x
	824116
	Outlook 2003 と Pocket PC を同期するとエラー メッセージが表示される 

	
	824117
	Outlook 2003 Stops Responding When an E-mail Address Is Verified

	
	824118
	エラー メッセージ "データを取得しています" が繰り返し表示される 

	
	824119
	The Search Folder is Empty When You Create a Mail From and To Specific People Search Folder to Find E-mail Messages That Were Sent to You

	x
	824120
	Changes to Your E-mail Alias Are Not Recognized When You Use Cached Exchange Mode in Outlook 2003

	x
	826487
	The Full E-Mail Message is Downloaded When the Download Headers Option Is Specified on a Tablet PC

	x
	826807
	Outlook May Become Unresponsive with IMAP Servers


PowerPoint
	
	813718
	[PPT2003] ブロードキャストの記録時にエラー メッセージ "ビデオ キャプチャ デバイスがインストールされていません。" が表示される

	
	813721
	[PPT2003] サイズの大きい PowerPoint ファイルの印刷時にエラー メッセージが表示される

	
	813722
	Invalid Path or File Name Error Message When You Save Online Broadcast Files

	
	813723
	[パスワード] ダイアログ ボックスで [キャンセル] をクリックするとエラー メッセージが表示される 

	
	813724
	[PPT2003] プレゼンテーション ブロードキャスト ファイルを URL アドレスに保存できない

	
	813725
	PPT2003: You Cannot Stop or Cancel the “The Source Application Is Busy and Can’t Respond Immediately” Error Message

	
	813726
	[PPT2003] エラー メッセージ : "Hlink.dll は読み込めません" または "Hlink.dll を読み込めません"

	x
	817074
	Tablet PC の画面の向きを変更するとスライド ショーの向きが変わる

	x
	817102
	CD Audio Tracks Do Not Play as You Expect

	x
	817103
	PowerPoint 2003 で Web プレゼンテーションをプレビューできない

	
	817104
	PowerPoint Does Not Flag a Repeated Word After the First Word Is Changed

	
	817134
	サイズの大きい PowerPoint ファイルの印刷時にエラー メッセージが表示される 

	x
	817135
	プレゼンテーション、ブック、または文書を保存するとエラー メッセージが表示される

	x
	818224
	Can Only Hear Sound (Not See Movie) for Some .avi Files

	
	818225
	PowerPoint 2003 で UNC パスに保存したファイルが Viewer で開かない 

	x
	818226
	PowerPoint のスライド ショーが最大の音量で実行される 

	x
	818233
	Task Pane Key on a Microsoft Office Keyboard Does Not Always Operate As Expected

	x
	820702
	Slide Layout Does Not Include Content Placeholder and Automatic Layout Options Smart Tag Is Not Available After You Insert Clip Art or Picture

	x
	820703
	エラー メッセージ : ...を読み込めません “

	x
	820704
	PowerPoint 2002 にインストールされたアドインは PowerPoint 2003 でも使用できる

	x
	820705
	PowerPoint 2003 の PowerPoint Viewer でビデオが再生されない、またはエラー メッセージが表示される 

	
	820764
	Pantone(R) 色変換とマイクロソフト製品

	
	820918
	PowerPoint 2003 のプレゼンテーションをビデオテープに録画する方法

	
	821417
	挿入した QuickTime ムービーが再生されない 

	
	821552
	[HOWTO] PowerPoint 2003 のプレゼンテーション パックの作成と CD へのコピー方法

	x
	823813
	プレビュー イメージの表示が [ファイルを開く] ダイアログ ボックスでぼやける、または、ギザギザになる

	x
	825943
	PowerPoint Viewer 2003 では自動プレゼンテーション モードで表示するためのパスワードがサポートされない

	x
	826485
	オンライン ブロードキャスト機能が使用できない 


Publisher
	x
	817307
	Previous Version of Publisher Starts When You Double-Click a .pub File

	
	817373
	Web Page Names Do Not Change When Saved as a Publisher Web Site

	
	817492
	You Cannot See the Support Folder

	x
	818147
	“%%BeginFeature” Error Message When Opening Publisher 2003 PostScript File in TrapWise

	x
	819582
	Print Jobs Disappear on PC MacLAN Network

	
	819583
	“Clipsave” PostScript Error Message When Printing Publisher File

	
	819584
	Grayscale Graphics Are Printed As CMYK Builds

	
	819594
	“Publisher Cannot Print this Publication” Error Message When You Print CMYK Composite or Separations

	
	820103
	Red-Green-Blue Images Exhibit Too Much Undercolor Removal

	
	820104
	Error Message: Publisher Cannot Print CMYK Composite to a Black and White Printer

	
	820586
	Fonts in WordArt Objects Change Without Warning

	
	820587
	テクスチャおよびパターンの塗りつぶしは TrapWise 3.5 でサポートされていない

	
	820592
	Transparent Texture Fill Is Not Printed As Transparent

	
	820700
	DCS EPS Graphics Appear or Print in Grayscale

	
	820701
	Streaking and Banding Appears on Publisher Printout

	
	820796
	[裁ち落としを設定する] を有効にしていても裁ち落としが印刷されない 

	
	821397
	“You Have to Send the Host Fonts” Error Message When You Print to Adobe Distiller

	
	821960
	Prepress: Publication May Not Print in Publisher 2003 When You Use the Adobe Acrobat Distiller 5.0.5 or 6.0 Printer Driver

	
	822564
	Recolored EPS Graphics Are Printed in Original Colors

	
	823134
	Prepress: Spot Color EPS Distill Incorrectly to PDF as Color Separations

	
	823135
	“OffendingCommand: Exch” Error Message When You Print As Composite CMYK

	
	823571
	Color Printing Option Is Unavailable in Publisher 2003

	
	823572
	Prepress: Spot Colors May Not Be Recognized in Imported Pictures

	
	825781
	Error Message: Publisher Cannot Print This Publication

	
	825923
	Embedded CMYK TIFF Graphics Are Exported As RGB with an Alpha Channel

	
	825924
	Colors Change When You Copy from One Publication and Then Paste in Another

	
	826357
	ユーザー設定の用紙サイズを Publisher に追加する方法

	x
	826358
	WordArt Objects from Publisher 2000 Files May Appear Distorted

	x
	826359
	Text That Flows Around Pictures Reflows Incorrectly When You Open Publications That Are from Publisher 2000

	
	827112
	Slide Show Options Are Different When You View Them in a Browser

	
	826485
	オンライン ブロードキャスト機能が使用できない

	
	827665
	Cannot Add or Play a Custom Soundtrack in a Microsoft Office PowerPoint 2003 Slide Show

	
	827464
	The Routing Receipt Option Is No Longer Available in PowerPoint

	
	827764
	PowerPoint 2003 で [Web ページとして保存] をクリックすると既定のファイルの種類として単一ファイル Web ページ (MHTML) が表示される 

	
	827465
	Meeting Minder Feature is Not Available in PowerPoint 2003

	
	827760
	PowerPoint Template Pack does Not Install in Microsoft Office PowerPoint 2003

	
	826835
	Cannot Insert Organization Chart 2.0 Files That Are Created in Earlier Versions of Office into Office 2003

	
	813720
	エラー メッセージ : このプレゼンテーション上のいくつかのコントロールは再生できません 

	
	826827
	Microsoft Office PowerPoint 2003 で Web ページに常にフレームが使用される 

	
	820703
	エラー メッセージ : ...を読み込めません “

	
	813726
	エラー メッセージ : "Hlink.dll は読み込めません" または "Hlink.dll を読み込めません"

	x
	826360
	Publisher 2003 で使用できるように Adobe Acrobat Distiller を構成する方法


SharePoint Portal Services
	x
	816954
	無効なデータが SharePoint リストに同期される

	x
	817937
	“A Fatal Setup Error Has Occurred” Error Message When You Install Document Management

	x
	817942
	Embedded Objects on Web Pages in Internet Explorer Are Either Slow to Appear or Do Not Appear

	
	817944
	“Event ID 489: System Cannot Find the File Specified” When You Restore SharePoint Portal Server Data to Another Computer

	x
	817945
	Language Considerations in Server Farm Deployments of SharePoint Portal Server 2003

	x
	817946
	SharePoint Portal Server Restore Logs Are Named “Backup”  Instead of “Restore”

	
	821460
	Supported Upgrade Paths for Microsoft Office SharePoint Portal Server 2003

	x
	821517
	Virtual Server Creation Fails After You Promote the Server to a Domain Controller

	x
	821518
	Microsoft Search Service Takes a Long Time to Restart After You Stop the Process

	
	821519
	You Cannot Create or Delete a Subfolder or Add a Document to the Document Library When You Access a SharePoint Portal Server Site By Using an Alternate Access Portal URL

	
	821520
	Error Message When You Try to Restore Office SharePoint Portal Server 2003 from Backup

	
	822059
	“Form Submission Cannot Be Processed Because It Exceeded the Maximum Length” Error Message When You Try to Upload File

	
	822258
	You Cannot Import an Outlook Contact That Does Not Have an E-Mail Address

	x
	822265
	“Cannot Generate SSPI Context” Error Message and Configuration Database Is Not Created When You Run SharePoint Portal Server Setup

	
	823267
	There Is Not an Option to Restore Databases to the Original Server in the SharePoint Portal Server Data Backup and Restore Tool

	
	823281
	Configure Your SharePoint Portal Server 2003 Web Site to Identify the Server That Created a Web Page

	
	823282
	SQL Access Error Message When You Try to Edit the Configuration Database Administrator Account

	
	823283
	Cannot Restore or Re-create the Actions Control on the Default.aspx Page of a SharePoint Portal Server Web Site

	
	823510
	Customizations to Noise Word Files Are Not Saved When You Use the Backup and Restore Tool

	
	823548
	You Are Not Prompted to Confirm the Delete Operation When You Delete an Alternate Portal Site Setting in SharePoint Portal Server

	
	823550
	Watermark Is Deleted When You Save a Page in FrontPage

	
	823554
	“Browser Security Settings” Error Message When You View a Web Page That Contains Web Parts

	
	823722
	SharePoint Portal Server Evaluation Copy Expiration Behavior

	
	823723
	“Cannot Generate SSPI Context” Error Message When You Try to Use SharePoint Portal Server Central Administration

	
	823724
	Database and Virtual Server Settings That You Must Specify When You Restore a Portal by Using SharePoint Portal Server Central Administration

	x
	823799
	“Upgrade Could Not Open the MSI File” Error Message When You Run Spsupgrade.exe from the Command Line to Upgrade a Server in Your Server Farm to SharePoint Portal Server 2003 Beta 2 Technical Refresh

	x
	823800
	“Unexpected Error Occurred” Error Message When You Try to Add a New Server to the Server Farm

	
	823801
	Search, Alert Notification, and Portal Creation Features Are Unavailable After You Upgrade to SharePoint Portal Server 2003 Beta 2 Technical Refresh

	x
	824877
	[HOWTO] 既存の Windows SharePoint Services を SharePoint Portal Server 2003 と統合する方法

	x
	825238
	子ポータルに含まれている .aspx ページが SharePoint Portal Server によってクロールされる 

	x
	826800
	Web Page Is Not Updated After You Update a Cascading Style Sheet on Your Portal Site

	
	826889
	Cannot Modify Some Searchable Document Properties


Windows SharePoint Services
	
	817100
	View Filters Do Not Support Non-Gregorian Calendar Dates (STS)

	
	817941
	Unexpected Results When You Use Visual Studio to Output Assemblies to WSS Bin Folder

	
	821512
	Only Operations That Are Performed by Administrators Are Logged to the W3wp<ApplicationPoolName>.log File

	
	821513
	A Blank, White Web Page Is Displayed in Internet Explorer When You Try to View Documents in the Document Library in Explorer View

	
	822259
	Graphic Formats That Are Supported for Thumbnail Creation in a Windows SharePoint Services Picture Library

	
	823208
	Office 2003 プログラムの [共有ワークスペース] 作業ウィンドウに、[新しいワークスペースの場所] ボックスの一覧を編集するオプションがない 

	x
	823265
	“Page Not Found” Error Message When You Browse Exchange Server 2003 Client

	
	823266
	“FileNotFoundException” Error Message When You Use Page.LoadControl to Load a Web User Control

	
	823285
	“The Configuration Database Shows That the Virtual Server Has Been Extended Already” Error Message When You Extend Virtual Server

	
	823375
	You Cannot Add Web Parts from the Online Web Part Gallery to Your Web Part Page

	x
	823376
	“The Server Administration Programs and the Server Extensions on the Web Server Are Not Compatible” Error Message When You Use the Smigrate.exe Tool to Migrate a SharePoint Team Services Site

	x
	823377
	You Receive the “The Database This Server Is Using Does Not Support Search” Error Message When You Configure Full-Text Search for the Virtual Server

	x
	823378
	“Virtual Server Is Running FrontPage 2002 Server Extensions” Message When You Run Windows SharePoint Services Setup or When You Try to Extend the Virtual Server with Windows SharePoint Services

	
	823379
	“Server Error in ‘/’ Application. Access to the Path <Path> Is Denied” Error Message When You Try to Log On to Windows SharePoint Services

	
	823508
	You Receive an Error Message When You Use the Smigrate.exe File to Restore a Site

	
	823509
	List Items in a Column That Stores Data and Time Information Are Grouped Incorrectly in a View

	
	823552
	You Receive a “Service Unavailable” Error Message When You Browse a Windows SharePoint Services Web Site

	
	823553
	When You Click a Link to an Office Document on a Windows SharePoint Services Web Site, You Are Prompted for Authentication Many Times

	
	823555
	“Column Limit Exceeded” Message When You Add a New Column to a SharePoint Services List


Word
	x
	315995
	アップグレードインストール中 内部エラー1608 が表示される現象

	x
	813593
	Error Messages When You Delete a Large Number of Messages

	
	813598
	Outlook Does Not Dial the Modem When the Network Cable Is Unplugged

	
	813602
	Outlook 11: Problems if There Is a File Conflict with the MAPI File on Your Computer

	
	813603
	You Cannot Open Other User’s Outlook 2003 Folder with Owner Permission

	
	813604
	[OL2003] メールボックス サイズの制限に達するとエラー メッセージが発生する

	
	813605
	Outlook 2003 Archive File Data Is Lost if You Use Windows Explorer to Open an Archive File

	
	813606
	Outlook 11: Only a Portion of an Address in the Subject Box Appears as a Link

	
	813607
	Error Message: Could Not Find a Contact with this E-mail Address

	
	813609
	“Unable to Load Free/Busy Information” Error Message When You Try to Use Meeting Planner in Outlook 2003

	
	813610
	You Receive Error Messages When You Try to Print a Document or Change Your Print Settings in Outlook 2003

	x
	813611
	Outlook 11: You Must Install a Printer Before You Can Perform Printer-Related Tasks

	
	813612
	Error Message When You Try to Synchronize an Offiline File in Outlook 11

	x
	813613
	Outlook 11: Problems if You Do Not Have the Current Version of Windows Media Player

	
	813614
	Outlook 11: You Cannot Send an E-Mail Message with an Attachment in Another Program Unless Outlook Is Running

	x
	813720
	エラー メッセージ : このプレゼンテーション上のいくつかのコントロールは再生できません 

	x
	813980
	Word 文書を開くか置換するとエラー メッセージが表示される

	
	813981
	[Microsoft Word で編集] コマンドを使用するとエラー メッセージが表示される

	x
	813982
	VBA Run-Time Error When You Use MappedDataField Name

	
	813983
	VBA を使用して文書のプロパティを変更すると実行時エラー 4248、4605、または 5941 が表示される

	
	813989
	"再度 DDE 接続を行うことはできませんでした" エラー メッセージの複数の原因

	
	813990
	いくつかのセクションで、左右の余白、段間隔または段落インデントがページの幅より大きくなっています

	x
	813991
	Error Message When You Insert Contact from Schedule+ Contacts

	
	813992
	改ページ位置の自動修正を停止しようとするとエラー メッセージが表示される

	
	813993
	エラー メッセージ : パスワードが正しくありません。文書を開けません。

	x
	813995
	Word 2003 での FAX の送信時に "実行時エラー '5663': Microsoft Mail Local Fax がセットアップされていません" エラー メッセージが表示される

	
	813996
	エラー メッセージ : ユーザー辞書がいっぱいです。単語を追加できませんでした。

	
	813997
	ファイルを保存すると Word が応答を停止するかエラー メッセージが表示される

	
	817099
	The Full Shortcut Menu Does Not Appear in Internet Explorer 5.0

	
	817101
	How to Configure a Virtual Server for Usage Analysis Logging

	x
	817120
	Default Look of a SharePoint Team Services Web Site Is Lost

	
	817124
	Selection of Data View May Be Lost After Momentary Selection

	x
	817127
	Accessibility Does Not Detect Missing ALT Text As An Error

	
	817129
	Theme Applied to a SharePoint Team Services Web Site in Internet Explorer Is Not Applied When You Edit Web Site in FrontPage

	x
	817130
	STS: Cannot Apply CSS or Theme to a FrontPage Dynamic Web Template (.dwt) Page

	
	817133
	Cannot Edit Ows.css or Add a Style Sheet to Your SharePoint Team Services Web Site

	
	817136
	FTP サイトにアクセスすると "FTP サーバーに接続できません" というエラー メッセージが表示される

	x
	817137
	エラー メッセージ : ドキュメントを前回開いた時に重大なエラーが発生しました

	x
	817881
	E-mail Envelope Is Missing a Send Button

	
	817928
	Web Folder Mappings Contain the Characters “%20” When You Copy and Paste a URL

	
	817930
	Request Timed Out After Selecting Template for Virtual Server Site

	x
	817933
	New Document Does Not Appear in Explorer View

	x
	817934
	Cannot Open a Web Site, Access Files on a Server, or Save Files to a Server

	x
	817936
	Error Message When You Click the Back Button on the First Screen of the Document Library Setup Wizard

	x
	817952
	Outlook 2003 の起動時に表示される [プロファイルの選択] ダイアログ ボックスでは常に使用するプロファイルを変更できない

	x
	817953
	Outlook Security Messages Repeatedly Appear in FranklinCovey PlanPlus

	x
	817954
	No Warning Appears When a Meeting Is Overwritten in Outlook Calendar

	x
	817956
	.pst ファイルを移動すると 2 番目の .pst ファイルが作成される

	x
	818851
	Word の差し込み印刷のフィールド名と Outlook の連絡先のフィールド名

	
	818852
	文書がロックされているため、この変更ができない

	x
	818853
	PPT2002: Hyperlink to Slide Does Not Work When Slide Title Contains a Comma

	x
	820533
	EnforceStyle Property Description Incorrect in Word Visual Basic Help

	x
	820534
	Some Text Appears Missing or Overlapped in Reading Layout View

	
	820588
	Word 2003 文書で [変更履歴の記録] が突然無効になる

	
	820590
	Cannot Forward a Fax to Another Fax Recipient

	x
	820757
	Microsoft Office 2003 プログラムで Adobe Acrobat を使用するとエラー メッセージが表示される

	
	820916
	[HOWTO] Word 2003 の Windows レジストリで数式エディタのオプションを変更する方法

	x
	820917
	HOW TO: Change Word Options in the Windows Registry for Word 2003

	x
	820919
	HowTo: Word 2003 の起動時または使用時に発生する問題に対処する Troubleshoot Utility の使用方法

	
	821414
	Word 2003 で [ネットワークまたはリムーバブル ドライブに保存されているファイルをローカルにコピーする] の設定を有効にする方法

	x
	821713
	HOWTO: Microsoft Office Word 2003 で Word の Data レジストリ キーを削除する方法

	x
	821715
	Microsoft Office Word 2003 で全文書対象のテンプレート Normal.dot の名前を変更する方法

	x
	821716
	Microsoft Office Word 2003 で Startup フォルダ内のアドインを無効にする

	x
	822005
	HOW TO: Reset User Options and Registry Settings in Word 2003

	x
	822127
	[HOWTO] Word 2003 の COM アドイン レジストリ キーを削除する
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まとめ
Office 2003 Editions 導入により得られる全体的な利益は、大規模移行に伴う多くの技術的な問題を考慮しても価値があるといえます。Office 2003 Editions には、以下のような利点があります。
強化された導入を支援する機能
失敗または破損した Office インストールの自動修復
向上したセキュリティ機能
強化された機能セット
メモリ リークのほぼ全面的な解消
Microsoft エラー報告 (この機能により、Office 2003 Editions アプリケーションは、Office 97 より大幅に安定しています。)
拡張エラー メッセージ (ヘルプの追加)
マウスの右クリック メニュー オプション
辞書管理機能の向上
対応言語の増加 (通常の Office CD ではフランス語とスペイン語が使用可能であり、他の言語も Multilingual User Interface Pack (MUI Pack) をとおして使用可能です。)
コラボレーション機能の組み込みと強化
Word、Excel、PowerPoint、Outlook への Information Rights Management 機能の導入
Visual Basic for Applications プログラムの安定性と拡張性の向上
ワークシート関数の強化
ドキュメントの破損検出、修復、および障害回復機能
Office 97 と比較して向上した内部メモリ サイズの管理、管理機能、およびスケーラビリティ
これらの利点は、Office 2003 Editions に関連するさまざまな強化機能のほんの一部に過ぎません。Office 97 と Office 2003 Editions では根本的かつ実質的な相違があります。そのため、組織の業務プロセスの変更に多くの困難が予想されるとしても、Office 2003 Editions を導入する価値はあります。ほとんどの場合、Office 2003 Editions に移行することで、組織が現在直面しているウイルス、メモリ リーク、パフォーマンス速度などの多くの問題が解決します。
詳細情報
Microsoft Office リソース キット ホーム ページ
